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　　　　１




　ハチャメチャな劇げきを展開し、学校のマドンナが男子に告白という大事件があった文化祭が終わって二週間ほど経たった。

　藍あい川かわが男子とつきあい始めたということでしばらく騒さわぎは続いたが、さすがに一週間経った頃ころには沈静化し、俺おれたちは普ふ段だん通りに過ごせていた。月つきには嫉しつ妬との視し線せんが向けられることもあったが、みんな藍川に嫌われるのが嫌いやだったのだろう。特に何かしてくるということは無く、平和な毎日が戻ってきていた。




　そして秋も深まってきた十月下げ旬じゆんのこと──




　空は真まっ青さおな秋晴れ。雲一つ無く太陽は燦さん々さんと照っており、それでいて暖かく過ごしやすい気候は十月終わりに近づいたこの季節ならでは。

　生徒達が集まる旅りよ館かんの大広間で、我らが担任、元げん気き先生がぱんぱんっと手を叩たたく。

「よーっし、いいかみんなー！　ここ京きよう都とには国の重要文化財が沢たく山さんありー、寺などに入れば建築物はもちろん庭園の細かな所まできっちりと整せい備びされている！　マナーの悪い真似まねをして建物を傷つけたり、周囲に迷惑をかけたりすることの無いように！　外国からの観かん光こう客きやくも非常に多いが、何か聞かれた際には頑張って英語で伝えてみようっ！」

　井い岡おかが畑に生はえるネギのようにぴんっと手を挙げ、

「せんせーっ。俺英語とか全然できないっす！」

「それならボディーランゲージでやってみろ！　……あ、抱きついたりしてみろってことじゃないぞ？　くれぐれも勘違いしないように、頼むな、な？」

「い、言われなくても抱きつかないっすよ！　ただ俺、新しい恋を全力で求めてますから！　別の学校の可愛かわいい子見つけたら、ちょっと声かけちゃうかもしれません！」

「ああ、声かけるだけならいいぞ。井岡だし、そこから深い仲になるってことはあるまい」

「どういう意味ッすか！」と叫ぶ井岡とみんなからの笑い声。今日きようはどこのクラスもテンション高めだ。

　横に見える月と藍川の表情もいつもより心なしか明るい。月は修学旅行でももちろんいつもの通り、男の姿だった。

　ま、こんな時なんだ。テンションが上がらない方がおかしいって言えばおかしい。

　なにせ今日は──

「とにかく羽は目めを外しすぎるなってことだ。見るべき場所は多いし、せっかくの修学旅行なんだから、マナーを守ってしっかりと楽しんできなさい」

　そう、俺おれたち敷しき島しま高こう校こう二年生は、修学旅行で京きよう都とに来ているのだった。

　旅行にふさわしい天気の元で、朝早くから新しん幹かん線せんで揺られ、昼前頃ごろに京都に到着。旅りよ館かんの大広間で弁当を食べ終わり、これから自由時間に繰くり出すところだ。

「京都にはそんなに危険な場所は無いが、細い路地などに入ると迷う可能性が高いので気をつけるように。あと、今は昼過ぎだが、旅館には夕方五時までに『必ず！』帰ること！　なにかあったら先生のケータイに即、連絡だぞ！　よし、それでは解散！」

　途と端たんにみんなおしゃべりを始め、それぞれグループを作って散っていく。一応班行動が原則なのだが、カップルなどは二人ふたりっきりで動いている連中も多い。先生もこれには目を瞑つむる方針らしかった。元気先生曰いわく、『一人ひとりで動くことは極力避ける』ということを守ればＯＫらしい。

　ウチの班は俺、月つき、藍あい川かわと、宮みや田た、石いし島じま、それに眼鏡めがねの化身がいるのだが──

「それでは氷ひ坂さか君、藍川君、チンパン野郎。ぼく達は別行動を取らせてもらうぞ」

「じゃーね。小鳥遊たかなしくん、二人の邪じや魔ましちゃ駄だ目めだよ～？」

　ははは、と笑いながら宮田に手を振る。

　この浅あさ井い、宮田、石島の秀才三人組は、なにやら『勉強のため』をテーマにして色々と回ることにしているらしい。俺達は普通に観かん光こうをしたいので、別行動をとることになったのだ。……俺と浅井が観光ルートを決める話し合いをする時に当然の如ごとく喧けん嘩かしたというのが、一番大きな理由なんだけど。

「それじゃ、藍川さん、氷坂くん。良い思い出作ってきてね」

　石島にもそんなことを言われ、二人は困ったように笑って返していた。

　……月と藍川が付き合ってることになってるから、宮田達は『邪魔したくない』って思ってるみたいだけど、こちらとしてもそっちの方が好都合。男装のことを気にせずに済むからな。

　浅井達三人を見送って、俺達はほうっと一息と共に肩の力を抜く。

「今日きようは気楽に過ごせそうだなあ……」

「ん。天気も良いし」

「最高の状況ですわね。楽しい修学旅行になりそうです」

　三人でそんな風に話しながらバス停へ。それぞれのグループで、配られたバスのマップを見ながら自由に回ることになっているのだ。

「色々小説の参考になることもあるといいな？」

「ん……京都は色んな場所があるし。小説が上手うまく書けますようにってお参りしたい」

「そうですわね。……あ、ただ、修学旅行の間は、体験取材はやらない方がいいのではと……」

　二人はぽわっと頰ほおを赤らめ、こちらに恥じらい混じりの視し線せんを向けてくる。

「真しん一いち、どんな状況からでも、取材に持っていくから」

「ぐ……さ、さすがに今日はやらないってば。馬ば鹿かだなあ、ははは」

　乾いた笑いで誤ご魔ま化かしつつ、俺おれ達三人は古都、京きよう都との町へと繰くり出していく。

　……いや、ホントに体たい験けん取材をやるつもりは無いからな、うん。




　市内を巡回するバスに乗り、窓から見えるただの都会とは一風違う古都の風景を楽しみながらしばらく揺られ──




「……こら月つき、いくらなんでもこの程度の坂で息切れするのは問題だぞ？」

　緩ゆるやかな坂なのになぜかはあはあと辛つらそうな幼おさな馴な染じみに呆あきれて言いつつ、前方へ目を向ける。さすがに定番スポットなだけあって、修学旅行生や外国人の観かん光こう客きやくが大勢歩いていた。

　最初の目的地は飛び降りる舞ぶ台たいで有名な清きよ水みず寺でらで、俺たちが今歩いているのは三さん年ねん坂ざかこと産さん寧ねい坂ざかだ。数す寄き屋や造づくりのお店が立ち並ぶ道は情緒に溢あふれている……のだが、

「京都って、坂が、多い……」

「まあ、この辺あたりは山に向かう道でもあるみたいだからなあ……」

「ほら、氷ひ坂さかさん、手を繫つないで行きましょう」

　俺より先に藍あい川かわが月に寄り添い、二人ふたりは仲の良い友達らしく手を繫いで歩き出す。こういう時に月の傍そばにいたのはいつも俺だったから、ちょっと寂しい気もするけど……。ま、微笑ほほえましいからいいか。

　途中のお茶ちや処どころや、扇子、ガラス細工、茶ちや碗わんなどが売ってある土産みやげ屋やを覗のぞいたりしつつ、緩やかな坂を歩いていく──と、清水坂と道が合流。清水寺までもう少しのはずだ。

「初めてだから楽しみだな。藍川も来たこと無いんだろ？」

「あ、いえ。私は京都には何度か来ているのです。父がこういう場所が好きですので」

「そうなんだ？　それじゃ、藍川に案内してもらうのもいいかもな」

　実家のある県からは距きよ離りがあるため、俺と月は京都に来るのは初めてだった。こういうただの道や家でさえ熟じゆく成せいされた趣おもむきのある町は、俺達二人の好みにもやはり合っている。昔から京都には来てみたかったんだ。

「おお、あれが入り口か？　仁に王おう門もんって奴やつだな」

　澄すみ渡る青空を背景にして、そびえ立つ赤い門が見えてきた。赤と青のコントラスト。門が大きいせいもあってか、息を飲むような荘そう厳ごんな光景だ。

　そこを通り、奥へと進んでいく。途中に別のお寺があったが、今はまず清水寺本堂だ。

　途中、拝はい観かん料りようを払ってさらに歩くと──

「うわあ、凄すごい景色けしきだなあ……」

　本堂に入り、有名な清水の舞台に降り立つ俺達三人。やはり高い所から紅こう葉ようの景色を見下ろすと素す晴ばらしい光景になる。下に燃もえ立つ鮮あざやかな絨じゆう毯たんが敷しいてあるみたいだ。床は斜めになっていて、縁ふちまで行くと落ちてしまいそうだった。

「飛び降り禁止令が出るくらいに、昔は飛び降りる人がいたらしい、ね」

「ええ……助かる人も多かったと言われていますけれど、こうして見ると、とても無事でいられそうにもありませんわね」

　藍あい川かわと月つきが手すりからぐっと体を乗り出して下を覗のぞく。

「ふ、二人ふたりとも、危ないって！」

「え？　……ひゃんっ!?」

　思わず走り寄った俺おれは、二人の細い腰を摑つかんで纏まとめて引き戻した。

「ど、どうしたのですか、小鳥遊たかなしさん？」

「いや、危ないって思って……あんなに体乗り出したら、落ちるかもしれないだろ？」

「ん……でも、少し手すりに体重を乗せただけ。ほら、みんなもやってる、よ」

　周りを見ると、たしかに二人と同じように体を乗りだしている連中も多い。

　……危ないなあみんな。小さい子が真似まねしたらどうするんだよ。

「むしろ、小鳥遊さんは少し離はなれすぎですよ？　ほら、もう少しこちらまで来ないと見えにくいでしょう？」

「い、いや。ここからでも十分見えるからさ」

　乾いた笑いを浮かべてお誘いを拒否。本当だ。縁ふちから離れた所からでも、美しい景色けしきは見えるのだ。

　と、月がそんな俺の顔を見ながら、口元に小さな笑えみを浮かべた。

「そんなこと言わずに。真しん一いち、こっちこっち」

「こ、ここ、こら！　やめろよ！　引っ張るなよ！」

　散歩を嫌いやがる犬のポーズで踏ん張っていると、藍川がきょとんとして小首を傾かしげ、

「……どうしてそんなに嫌がるのです？　こちらの方が眺めが良いですよ？」

　俺が口を尖とがらせて黙だまっていると、月がくす、と小さく笑いながら見上げてくる。

「真一は、高い所苦手だもん、ね」

「ぐ……」

　弱点をばらされて呻うめく俺と、「まあ」とどこか楽しそうに呟つぶやく藍川。

「ふふ、小鳥遊さんにも意外な弱点があったのですね」

「じゃ、弱点ってほどじゃ──うおお！　ちょっと、なんで藍川まで引っ張ってくるんだよ！」

　両手をぐいぐいと引っ張ってくる女の子陣。藍川も月もらしくない意地悪な笑え顔がおを浮かべている。

「修学旅行なんだから、ちょっと克服してみよ」

「そうです。修学旅行なのですから、勇気を出して踏み出してみませんか？」

「踏み出したら落ちるって！　あのな、修学旅行だからって俺に意地悪していいってわけじゃないと思う──って、お、おい、ホントに怖いんだってば！」

　思わず子供っぽくなってしまう俺おれの反応にくすくすと笑う二人ふたり。どちらも表情にも動きにも喜色が溢あふれている気がする。これが修学旅行効果だろうか……。

「小鳥遊たかなしさんが怖がっているところ、新しん鮮せんです」

　いつもより子供っぽい微笑の藍あい川かわ。月つきも普ふ段だんより表情豊かで、見ているこちらも嬉うれしくなってくる。

　……そりゃ俺も楽しいんだけど、意地悪しないでくれよな、もう。

「ね、みんなで写真撮とろ。アルバムアルバム」

「氷ひ坂さかさん、写真は大丈夫なのですか？　苦手なのでは？」

「家族やお友達と一いつ緒しよならいいの。三人で写ろう、ね」

　俺は頷うなずきながらデジカメを取り出す。さて、写真となると誰だれかに撮ってもらわないと。

　どこかに頼みやすそうな人はいないかなと辺りを見回していると──

「お。ツインテール発見」

　手すりに体を乗り出している、ひょんひょんっと左右に飛び出した髪の毛の女の子が見えた。後ろ姿だから顔は分からないが、その小さな背中を見ていると海うみ日ひ町ちようにいるマスコット的後こう輩はいのことを思い出してしまう。

「あの子、ひみこちゃんに似てるかも」

「月もそう思うよな？　よし、なんとなく声かけやすそうだし、あの子に頼んでくるぞ」

　怖いくらいに手すりの外へ体を乗り出している彼女に近づいていき、声を掛けてみる。……おいおい、落ちるぞホントに。

「なあ君、ちょっと写真撮ってもらえないかな？」

　フランクにそう言ってみると、こちらに振り返って目をぱちくりさせる女の子……、

「わたしですか？　いいですよ。すっごく綺き麗れいに撮ってあげますから──」

　見上げてくる彼女と目が合った瞬しゆん間かん、

「「え？」」

　二人ふたりしてまったく同じ声を漏らしてしまった。

　ぱっちりと開いた大きな目と輝かがやく真珠のような瞳ひとみ。林檎りんごに例えてもまだ通るような丸っこい頰ほお。そしてさっそく買い食いしたのか口元についたみたらし団子のたれ……。

　反射的に親指で口元を拭ぬぐってやると、一瞬女の子はくすぐったそうな顔をして──

「し、真しん一いちせんぱい、どうしてこんな所にいるんです!?」

　どこか甘さの残るその声は間違いなく浅あさ井い雅まさ史しの妹にして俺たちのマスコット的後輩、浅井ひみこのものだった。

「お、お前こそ！　なんでこんなトコにいるんだよ！」

「わたしは修学旅行で来たんですっ。前にメールで伝えたでしょ？」

「あ、あれ、そうだっけ？」

「そうですよぅ、もうっ。でも、真しん一いちせんぱい達って行き先が北ほつ海かい道どうじゃなかったんですか？」

「え？　……ああ、そういや去年の二年生って、行き先が北海道だった気がするな」

「敷しき島しま高こう校こうは毎年北海道って聞いたことあるんですけど……今年ことしだけ京きよう都とになったのかなあ」

　おかしいなあ、と思っていると、ふと頭に眼鏡めがね会長の顔が浮かんでくる。

　そしてこの目の前にいるのは、奴やつが溺でき愛あいしている妹……。

「まさか、浅あさ井いの奴……」

　ひみこと行き先を合わせるために、会長の権限を使ったのでは？　日程もぴったり合ってるし。それで、後で何食わぬ顔しながら合流しようと思ってたとか、そういう目もく論ろ見みだったのかも……。

「もう、お兄にいちゃんってば、京都なら京都って言ってくれれば良かったのに。行き先ちゃんと教えてくれないんだから」

　兄の愛の深さを知ってか知らずか、ひみこはぷんぷんと腰に手を当てていた。

　なんとなくその頭を撫なでてやっていると、ふと、脳裏に別の女の子の顔が浮かぶ。

　……ひみこがいるってことは、鷹たか島しまの奴も来てるんじゃないだろうな。

　あいつには文化祭の時に、流れのせいとはいえ告白してしまったのだ。出会うとなると、ちょっと心の準備がいるんだけど……。

　近くにいるのではときょろきょろと辺りを見回していると──後ろから月つきと藍あい川かわが驚おどろいた様よう子すでやってきた。

「え？　ほんとにひみこちゃん？」

「まあ……、驚きました。こんなところでひみこちゃんと会えるなんて」

「噓うそみたいだけど、本物のひみこだぞ。びっくりだよな」

　小さな頭を撫でてやると、くーんっと飼い主に対するように甘えてくるひみこ。修学旅行中でも、当然のごとく犬っぽい所は変わらないらしい。

　そうしてじゃれ合っていると──わあっと横から歓声が上がった。

「ひ、ひみこ、アンタ彼氏いたんだ!?」

「なんてこと……。この子はそういうのに興きよう味み無いと思ってたのに」

　横にいた中学生らしき女の子二人ふたりがふらつきながら頭を押さえている。……この二人は、中学校の友達かな？

「ひみこ、この彼氏さんと回りたいんじゃない？　私達お邪じや魔まだと思うし、別行動しよっか？」

「んー、どうしよっかなあ……」

　いそいそと去ろうとしている女の子達とひみこはなにやら相そう談だんを始め──そしてまん丸おめめのツインテール少女だけは、俺おれ達の方へやってきた。

「ひみこ、お前も俺達と一いつ緒しよに来るのか？」

「はいっ、そうしたいです！　……お邪じや魔まですか？」

「そんなわけない。大歓迎」

　月つきと藍あい川かわに頭を撫なでられてご満悦といった様よう子すのひみこ。……こいつがいると、ホントに雰囲気が和なごむなあ。

　しかし、今日きようは楽しくなりそうだ……と思いつつも、俺の頭にはもう一人ひとりの後こう輩はいのことが引っかかっていた。

「なあ、ひみこ。鷹たか島しまも来てるのか？」

「え？　はい、来てますよ。さっきまで一緒だったんですけど、ここに入る辺あたりで『行くトコがあるから』って走っていっちゃいました」

「……ってことは、やっぱり近くにいるってことか。……あいつってここんとこどんな様よう子すだった？　月のことは諦あきらめてるっぽい？」

「んー……、それはもう心配いらないと思いますよ。月せんぱいの話題って、文化祭が終わってからほとんど出なかったですし。……その代わり、『小鳥遊たかなし先輩の下げ駄た箱ばこにヤドクガエル……生なま易やさしいかしら？』とかよく話してますけど」

　俺に対しては剣けん吞のんなことこの上無いが、ひみこの言う通りなら、月に関してのことは安心してもいいか……。二週間経たって、本当に気持ちの整せい理りがついたのかもしれない。

　ひみこと同じ班の女の子達はこちらに手を振り、歩いていった。

「……さ、それじゃ、私達も行こ。今日は色んな所を見て回るんだから」

　珍しく月が率先して歩き出し、俺たちも和わ気き藹あい々あいと話をしながら進んでいく。

　目が合うと、微笑を返してくる我が家の男装少女。お香の匂におい漂うお寺の静かな雰囲気に、月の姿はぴたりと嵌はめ絵えのように調ちよう和わして見えた。色素の少し薄うすい黒髪や細身の体から感じる儚はかなさが、この繊せん細さいな京きよう都との空気にどこか合っているのかもしれない。

　俺はその横に並び、寄り添うようにして歩いていく。

　……初めての京都旅行なんだ。

　良い思い出ができるといいな、月。




　　　　２




「次の目的地は、音おと羽わの滝たき」

　月の先せん導どうで、本殿から出てしばらく歩くと、滝というよりも壁かべにはめ込まれるようにして立っている小さな社やしろが見えてくる。社の屋根からは三つの滝が流れており、参拝者は柄ひ杓しやくでその水を飲んでいるようだった。

「すげえ行列だな」

　何十人いるのか、滝の前では長蛇の列が作られている。ウチの学校の制服も見えるけど……。

「ここってどういう場所なんだ？」

　月つきが鞄かばんから観かん光こう用ようガイドブックを取り出し、ぺらぺらとページを捲めくる。

「三つの滝はそれぞれ健康、学業、縁えん結むすびの御ご利り益やくがあって、清きよ水みず寺でらの中でも一番の人気スポット、だって」

「へー……、あっ、それじゃあ三つとも飲んじゃえば完かん璧ぺきですね！」

「ふふ、ひみこちゃん。三つとも飲む欲張りさんには、仏様は何もしないことに決めているそうですよ？」

「う……ほ、仏様さんはケチなんですね……」

　いじけるひみこを見てみんなで笑う。ま、こいつは学業成じよう就じゆだけでいいだろう。元気だから健康も気にしなくて良いし、色気づいた話はまだ早いから縁えん結むすびもいらないだろうし。

　待っているうちに列もどんどん前に進み、やがて俺おれたちの番がやってきた。

「よし……俺は学業だな。勉強しなくてもテストの点取りたいし」

「真しん一いち、仏様は不浄な心を見抜くもの」

　宮ぐう司じのような言葉を遣つかって柄ひ杓しやくを取り、月は迷う様よう子すも無く一つの滝の元へと向かう──

「って、お、お前、縁結び？」

　月はじょろろろっと音を立てながら柄杓に水を受け、それに口をつける。そしてなにやら祈り始め──

「……ん、美味おいしい。これでよし」

　満足げに柄杓を置く彼女だが、なぜだか俺の胸が変にざわつく。

　……縁結びじゃなくて、お前は体があんまり強く無いんだから健康について祈った方がいいだろうに。そんな、仏様に恋人作りたいって願ねがうとか、そんなことしなくても……。

「な、なんで縁結びなんだよ？　必要無いだろ？」

「そんなことない、すごく必要あるもの。ほら、みんなやってるから、真一も」

　促されて柄杓を手に取り、滝に目を向ける──と、

「み、みんな縁結びかよ……」

　藍あい川かわ、ひみこの二人ふたりとも縁結びの水を飲んでいた。ひみこまで縁結びとは、意外なチョイスなんだけど……。

「やっぱり良縁は欲しいですもんね、恵めぐみせんぱい？」

「そうですわね。……素す敵てきな縁を結んでいただけるならとても嬉うれしいです」

　二人ともなぜかこちらを見ている。……わからん、縁結びなんかより学業や健康の方が大事だろうに。ちぇっ、みんな色気づいちゃってさ。

　列を外れる三人に続き、俺も滝の前に立つ。ガイドブックを見たところ、これは延命水だとか黄金水だとかいう名前もついているらしい。

　じゃばばばっと流れる水の筋は、水量が少ないのであまり滝という感じではない。正直言うと仏様の小便なんじゃないのかと思ったが、顰ひん蹙しゆくを買うに決まっているのでそれは口に出さず──どれを飲もうかと迷う。

　……月つきはたぶん、官能小説の関係で縁えん結むすびを選んだんだろう。前に恋人の話してたからな。本気で彼氏作るつもりなのか……。

「くそう、この話題は嫌いやなんだよ……もやもやした気分になるから……」

　ぶつぶつ呟つぶやきつつ、縁結びの滝から水を受けた。……別に俺おれの縁を結ばないでもいいんだ。

　ずず、と予想外に美味うまい水をすすり、胸の中で願ねがい事ごと。

　──仏様、月に縁を結ぶなら、こう……世界一優やさしくて、甲か斐い性しようもあって、世界一頭も良くて……とにかく、世界一凄すごい男にしてください。あと、空も飛べたりとか？　ついでにビーム撃うてたりも？　あ、そういうスーパーマンが見つからなかったらしばらくは縁結ばなくていいんで。あいつには俺がついてるし、当分は必要無いと思いますから！

　しっかりと願い終えてみんなの許もとへ戻る。……月の願い事打ち消すようなこと祈っちゃったけど、官能小説を書く助けは俺がやってるから、彼氏なんていらないだろ。

　と、月がなにやらじとっと湿り気のある視し線せんを向けてきた。

「真しん一いちも縁結びなんだ」

「そ、そうだけど……別にいいだろ？」

　いいけど、と俯うつむきがちに呟く月。ちょっと唇が尖とがっている。

「小鳥遊たかなしさんが縁結び……誰だれか意中の方でもいるのですか？」

「あ、聞きたい聞きたい！　もしかして、わたしですかっ？」

　藍あい川かわは問い詰めるような口く調ちようだし、ひみこはにまにまとからかうような顔だ。

「べ、別に俺が縁結び願おうがどうでもいいだろ？　ほら、次行こう次」

　みんなを押すようにして滝から離はなれ、人混みを避けると──

「あれ？　ねえ真一せんぱい、あの人、こっち見てません？」

　ひみこが道ばたに固まっている男子三人を見ながら言う。たしかに、見み慣なれない制服姿の三人のうち一人ひとりがこちらを見ているようだった。

　耳にかかる程度の黒い髪の毛はさらりと流れており、目元は涼しげ。顔立ちは非常によく整ととのっており、彫りが深い。身長はおそらく百八十くらいはありそうだ。しかも自信に満ちあふれているのか、胸を張って佇たたずまいがしっかりとしていた。そのせいか、周りの人の中で彼だけが一際輝かがやいているような存在感がある。

「……あれ？」

　思わず呟つぶやいた。あいつ、どこかで見た覚えが……。

　首を傾かしげていると、彼はこちらに流れるような動作で歩いてくる。

　そして、月つきの前に立った。

「なんか格好が違うけど……氷ひ坂さか、じゃないか？」

　耳当たりの良い声で呟つぶやく男子。驚おどろく俺おれ達だったが──

「佐さ藤とう、くん」

　月は目をぱちくりさせながら、そんな名前を口にした。

　ぴん、と頭に蘇よみがえる記き憶おく。……その名前には聞き覚えがあるぞ。

「さ、佐藤って、中学時代に隣となりのクラスにいた佐藤良よし夫おか？」

　彼はこちらに顔を向け、一いつ瞬しゆんだけその首を傾かしげたが……。

　すぐに「ああっ」と声を出して目をまん丸にした。

「小鳥遊たかなし!?　わああ、久しぶりだな！　元気だったか？」

「お、おう。お前は相変わらず……カッコいいなあ」

　よせよう、とおどけたようにこづいてくる佐藤に笑え顔がおを返す。彼は照れたような微笑を浮かべていた。

　この男子──佐藤良夫は俺の中学時代の友人だ。隣のクラスにいたのだが、昼休みなどによくウチの教室に遊びに来ていて、スポーツの話をしているうちに仲良くなったのだ。

　どんな男かというと……一言で言うなら、ハンサムマンだった。

　ルックスも良いが、性格も良い。勉強もトップクラスだし運動神経も抜群。天は二物を与えた、という感じの、当たり前のように女子から大人気の男だった。女子で一番モテていたのが月だとすれば、佐藤は男子のナンバーワンだったと思う。

　こいつはたしか、藪やぶ市しの隣にある市の進学校に入学したはずだ。

「小鳥遊は都会の高校に行っちゃったんだよな？　お前とは高校に入ってからも、時々遊びたいと思ってたんだけどなあ」

「そうだな。残念だな……」

　中学時代は、家で遊ぶというほどの仲でも無かったのだが。こういうことを言われると悪い気持ちはしない。

「なあ、小鳥遊達も今日きようは修学旅行？　氷坂もお前の高校に転校したのか？」

「ああ、俺達は修学旅行。月に関してもお前の言ってる通りだよ。……しかし偶然だなあ、お前も修学旅行中かあ」

「おう、やっぱ京きよう都とは定番だからな。これって運命って奴やつなのかも……ん？」

　佐藤は月の姿を見ながら首を傾かしげ、

「なあ……でも、どうして氷坂は男の格好なんてしてるんだ？」

　やっぱり聞かれるよな、と周囲を見回す。鷹たか島しまや、ウチの高校の制服は見えない。これなら、普通に説明しても不都合は無いか。

　一応小声で話すことにする。

「えっとな、月つきはちょっと、家庭の事情で男の格好してるんだ。他ほかの人に女の子だってバレちゃいけないから、その辺あたり気をつけてくれるとありがたいぞ」

　佐さ藤とうは目をしばたたかせる。

「へえ……ドラマみたいな話だな。家庭の事情っての、聞いていいか？」

「それは……」

　どう言ったものかと黙だまり込む。夢のため、って言ったら官能小説のことまで説明しなくちゃいけなくなるだろうし……そんなことまでは月だって知られたくないだろう。

　佐藤は月の格好をまじまじと眺めている。何を考えているのか、その爽さわやかな顔からは読み取りにくい。

「……バラされると、困ることだから」

　しかし、ぽそりと月が言うと──佐藤は突然相そう好ごうを崩した。

「分かった、これ以上は聞かないよ。性別がバレちゃいけないんだよな。人にバラしたりしないから安心してくれ、氷ひ坂さか」

　その言葉に、俺おれも月もほっとする。佐藤は物珍しそうに月の格好を見ているだけで、言葉の通り、これ以上深く顔を突っ込んでくる気は無いようだった。

　──と、藍あい川かわとひみこが不ふ思し議ぎそうにこちらを見ていたので、簡かん単たんに旧友紹介だ。

「こいつ、佐藤良よし夫おって言って、俺の中学時代の友達な」

　挨あい拶さつを交わす藍川達と佐藤──そんな中、ひみこが俺の裾すそを引っ張ってきて、

（すっごくカッコいい人ですね。なんだか話し方も優やさしそうだし）

（ああ。文武両道で性格もいいぞ。こいつにだけはスポーツでも勝てなかったんだよな……）

（へえ……、いるんですね、そういう人って……）

　しみじみと佐藤の姿を眺めるひみこ。見とれているのか……と思ったが、そういうわけでも無いらしい。ちょっと感心して観かん察さつしてるという感じ。女の子が見たら放っておかない男子のはずだけど、ひみこに恋だのなんだのはまだ早いみたいだ。

　藍川も思ったほど佐藤に反応しない。……うーむ、この男は中学時代にもおっそろしくモテてたんだけど、この二人ふたりは花より団子なのかなあ。

　そんなことを考えていると──月がなぜか俺の後ろに引っ込んだ。どうも、隠れているみたいに見える。

　それに気付いたか、藍川も少し表情を引ひき締しめる。月が佐藤を警けい戒かいしているように見えたのだろうか……。

　……でも、どうしたんだろ、月。こいつが怖いってわけでも無いだろうに。

　不ふ思し議ぎに思っていると、久々に会った旧友は俺の背後にいる月に目を向け、人当たりの良い笑え顔がおを浮かべたまま、

「それにしても、久しぶりだな氷坂。大体、一年ぶりくらいか？」

「……ん、そうかも」

　そう言って、月つきは完全に俺おれの後ろに隠れてしまう。平坦な声はいつも通りだけど……妙に素っ気ない気がした。

「一年ぶり？　一年前って、十月くらいだよな？　佐さ藤とう、月とは違う学校に通ってたんだろ？　偶然会ったりしたのか？」

「あ、ああ。偶然では無いけどな」

　変な言い方だ……どういうことだろ。体育祭みたいな学校行事で会った、とか？

「なあ、二人ふたりの泊まってる旅りよ館かん教えてくれないか？　ちょっと会いに行ってもいいだろ？」

「あ、ああ、いいけど……」

　聞かれるままに、一応旅館名と場所を教えておく。それより、さっきの一年ぶりって言葉が気になるけど……まあ、大した意味は無いのかな……。

「真しん一いち、行こ」

　と、なぜか月が俺をくいくいと引っ張ってくる。裾すそではなく手を握って、しかもいつもより少し力が強い気がした。引かれるままについていくと──

「あ、ひ、氷ひ坂さか！　もうちょっと話しないか!?」

「……ごめんなさい、今日きようは色々回るから、急いでるの」

　月は焦ったようにそう言って、さらに強く俺の手を引く。

「あ、あのさ！　それじゃ明日あした、一いつ緒しよに回ろうよ！　四し条じようの寺てら町まち通どおり入り口で待ってるから！」

　佐藤はそう叫んで、後ろでぶんぶんと手を振っているのだが……、月は足を止める気け配はいも無く、そのまま振り返らずに歩いている。

「お、おい、月？　急ぎすぎじゃないか？　それに佐藤にもよそよそしいし……」

「……そんなことない。修学旅行はこの四人でいっぱい回る、でしょ？」

「まあ、そうだけど。さっき佐藤の奴やつ、明日は一緒に回ろうとか言ってたぞ？」

「ん……ほら、それより観かん光こう。早く行こ？」

　強引に話を変えようとしている。藍川とひみこを見てみると、二人とも月の態度に得とく心しんいかないようだったが──これ以上佐藤のことは気にしないことにしたみたいで、

「でも、早めに離はなれられてこっちとしては気が楽ですよぅ。知らない人と話してると、わたし達もちょっと気まずいですもん」

「あ、そっか……。ごめんな、俺達だけで盛り上がっちゃって」

　ぺこりと二人に謝あやまっておく。……ま、あいつのことは気にすること無いか。久々に会った中学時代の友達ってだけだ。

「さて、月、次はどこに行くんだ？」

「えと、……地じ主しゆ神じん社じやでおみくじ、かな。さっき途中にあったでしょ」

「あとお守りも買いましょう。恋愛成じよう就じゆによく効くと評判ですものね」

「恋占いの石も忘れたらダメです。わたし、あれにチャレンジしてみようって決めてました！」

　……恋愛成就に恋占いってことは、また縁えん結むすびか。女の子って、ホントそういうのが好きだなあ。







　向かった場所は途中にあったごく短い石段。さっき月つきが言っていた通り、地じ主しゆ神じん社じやというらしい。入り口には『えんむすびの神』と大きな字で書かれていた。

　鳥居をくぐって登っていくと、あまり広くない境けい内だいに重要文化財に指定されている本殿が見えてくる。荘そう厳ごんというよりも鮮あざやかな印象のある建物。そして授与所にもどこにも『えんむすび』の文字だらけだ。参拝客は多く、女性がほとんどだった。

「恋占いの石ってのは……これか」

　しめ縄なわをはちまきのように被かぶった、人の膝ひざ丈たけぐらいの大きさの石が二つ、本殿の前に立っている。どちらにも『恋占いの石』と表記した木札が掛けられているのだが……たしか、目を瞑つむったまま二つの石の間を渡りきれば、恋の願ねがいが叶かなうんだっけ？

「と、遠いですね。これを目を瞑ってやりきるのは至し難なんの業わざです……」

　ひみこがごくりと戦せん慄りつしてるけど……その気持ちはなんとなく分かる。

　たしかに二つの石の間は遠く、十メートルくらい離はなれてるんじゃないかと思うくらい。普通に考えればこの間を視覚無しで渡りきるのは不可能と言えるだろう。

「これは、無理……」

「周りから誘ゆう導どうされてなんとか到達できる、という感じでしょうか」

「こんなに遠いとは思いませんでした……」

　三人ともすでに自力での達成は諦あきらめモード。先にチャレンジしている中学生くらいの女の子達も、友人の声を受けながらよろよろと歩いていた。

「これは周囲の言葉を頼りにやるしか無いですね……。あ、みなさんっ。先におみくじですおみくじっ！」

「ん。恋占いおみくじ、楽しみ楽しみ」

　ひみこに引かれて販売所へ。月をはじめ、女性陣はちょっと緊きん張ちよう気味だ。

　みんなそれぞれおみくじを買い、おのおの開くと──

「やったあ、わたし大吉ですっ」

　まずはぴょんっと飛び跳ねるひみこ。いいなあと思いつつ自分のおみくじも開放……、

「あ、俺おれも大吉だ」

「私は……中吉。それなりですわね」

　みんなそれぞれ明るい顔だ。特に悪いって声は聞こえてこない。

　恋愛運の欄らんを見てみると──

『今まで恋愛の対象ではないと思っていた人が実は運命の異性。すぐ傍そばにいるその人を、決して手放してはならない』

　そんなことが書かれていた。

「すぐ傍にいる人……」

　周りの女の子三人に視し線せんを向ける。

　藍あい川かわ、ひみこ、そして月つき……。三人とも恋愛の対象とは思っていない。すぐ傍にいるって意味でも、この三人全員に当てはまるけど……。

「……おみくじだもんな。そんなに気にすることないか」

　呟つぶやきながら他ほかの欄らんも見ていると、ふと、じっと石のように固まって自分のおみくじを凝ぎよう視ししている月の姿に気付いた。

「お前はどうだった？　もしかして大吉とか？」

　後ろからのぞき込もうとすると──月は慌てておみくじをくしゃっと握りしめ、奥の方にあった結い付け場所まで走っていって、さっさと結びつけてしまった。

　そして帰ってくるなり、肩を落として大きくため息。

「お、おい。結構悪かったりするのか？」

「ううん、すごく良かった」

　そんな暗い顔で言っても説得力無いし、いいおみくじは持ち帰るようにって書いてあるんだけど……。

「ま、まあ、おみくじってのは何が出るかじゃなく、それを見てどうするかが大切だもんな。……よしっ、俺おれが誘ゆう導どうするからさ。恋占いの石っての、やってみるか！」

　励ますように明るく言うと、月は顔を上げ──こくんっと決意の表情で頷うなずく。

「これで挽ばん回かいしてみせる……でも、ちょっと難むずかしそう」

「たしかに、声を受けながらでも難しいよな。手で引くのはアウトっぽいし……」

　尻しり込ごみしていると、ひみこがくいくいと裾すそを引いてくる。

「真しん一いちせんぱいがお手本見せてあげたらどうですか？　こういうの得意そうですし」

「得意も何も無い気がするけど……。それに俺は惚ほれたのなんだのとは縁えんが無いし、やらなくていいだろ？」

　そう口にした瞬しゆん間かん、ざわっといくつかの視線を感じた。な、なんだ今の……？

「だからこそやってみるべきです。成功すれば、誰だれかと素す敵てきな恋に落ちるかもしれませんよ？」

「……そうかなあ？　ま、やってみてもいいけどさ」

　恋占いの石の前に立つ。こうして見ると、やっぱり遠いなあ……。

「じゃ、私達が声を掛けてあげる、ね」

「小鳥遊たかなしさんの恋のために、的てき確かくに導みちびいてさしあげますっ」

「ちゃんと言うこと聞くんですよ、せんぱい？」

　分かったよと言いつつ、静かに目を瞑つむる──と、途と端たんに足下がおぼつかなくなる。

「真しん一いちせんぱい、途中で目を開けたらアウトですからね……あ、そうだ。目隠ししてあげます」

　目を瞑った上にハンカチで目を覆おおわれると、視界が真っ暗になってしまった。

　こ、これは難むずかしそうだな……。

「まずは片足、前に。そのまま直進」

　横から聞こえる月つきの声に従い、片足を前へ出す。少しふらついたが、誘導されながらならなんとかいけるか……。

　そのまま二歩、三歩と距きよ離りを縮ちぢめるために大おお股またで歩いていくと、

「せんぱい、そこで両手を左右に出してっ」

　焦ったようなひみこの声──俺おれは反射的に両側に手を突き出した。

「ぅんっ」

「ひゃぁんっ!?」

　なぜかどちらの掌てのひらにも柔らかい感触があり、月のくぐもった声と、藍あい川かわのひっくり返るような声が両サイドから聞こえてくる。

　──なんだろこれ。

　右手はあまり感触が無いが、それでも少し柔らかさを感じるし、温かくて気持ちいい。左側は山みたいに盛り上がっていて、肉の詰まった林檎りんごを揉もんでいるような触り心地ごこちだ。

　──こ、これはもしかして神様の仕業か……？　挑戦する俺に褒ほう美びをくださったんじゃ……。

　左右の手に触れるものを、すりすりと輪りん郭かくを確たしかめるように撫なでていると──

「……真一、こんな時までえっちなんだから」

　月のそんな声が聞こえてきて──俺は一いつ瞬しゆんにして手を引っ込め、直立不動の姿勢になった。

「うぅ、小鳥遊さん、こういうことはせめて人のいない所で……」

　さらに藍川の羞しゆう恥ちの滲にじむ声まで聞こえてくるということは──や、やっぱり今俺が触っていたものは……二人ふたりの、胸か……っ？

[image: ]

「ご、ごめん、二人とも！」

　慌ててハンカチを取り、ちゃんと謝あやまろうとするが──

「あっ、目は開けちゃダメですよ、せんぱい！」

「う……そ、そうだったな。でもひみこ、あとで酷ひどいからな」

「え……やだ、わたしにまで手を出すつもりですかっ？」

　なにを嬉うれしそうな声で言ってんだお前は。俺が鬼畜みたいに思われるだろうが……。

「真しん一いち、今はえっちなこと考えないで、集中して」

　か、考えてたわけじゃないんだけどなあ……。

　とはいえ今は恋占いのチャレンジ中だ。気を取り直して再び足を前へ。月つきと藍あい川かわの指示は信頼できるから、ひみこの声は聞かないようにしよう。

　そのままどんどんと歩いていく……。

「ま、まだか？　結構歩いたと思うんだけど」

「もう少しだから、頑張って」

　真っ暗だと距きよ離り感かんが狂う。そ、そろそろ着くはず……。

「え、そこにいるのって……？　あ、真一せんぱい、左に曲がってっ！」

「左？　む、ひみこお前、また俺おれのこと騙だます気だろ？」

　そうは問屋が卸おろさない。俺は構わずに真まっ直すぐ歩いていく。

「あ、小鳥遊たかなしさん、あぶない──」

「え……うわっ？」

「きゃんっ!?」

　藍川の声に反応する間もなく──誰だれかにぶつかり、そのままその子と一いつ緒しよに地面に倒れ込んでしまった。

「いてて……あの、すいません、大丈夫ですか？」

　打ち付けた膝ひざの痛みに顔をしかめつつ、巻かれていたハンカチを解ほどいて目を開けるが──

「あ、あれ？」

　視界は真っ暗。瞼まぶたは開いているはずなのに、何も見えない。

　──な、なんだこれ？　もしかして今度こそ地じ主しゆ神じん社じやの神様が舞まい降りたりしてる……？

　なんだか良い匂においもするので、大きくすうっと息を吸うと、

「や、やんっ！　息吸わないでよバカッ！」

　らしくない鷹たか島しまの震ふるえ声ごえ……って、なんで鷹島の声？　ど、どうなってるんだ？

　辺りを探るように顔を動かしてみると──鼻先につんっとなにか柔らかいものが触れる。

「ああぅっ！　さ、三秒以内に離はなれなさい変態！　じゃないとあの世に送るわよ！」

　変態──という言葉で、俺おれがどんな状態にあるのかなんとなく分かってしまった。

　肌を粟あわ立だたせながらゆっくりと顔を遠ざけると──頭に乗っていたスカートがぱさっと下に降りる。そして眼がん前ぜんには薄うす緑みどり色いろのぱんつ……視界の左右には、まだ発展途上という感じのすらりとした生足……。

　おそるおそる視し線せんを上げてみると……、

「文化祭の時もそうだった。……アンタは、どうしてもアタシに殺されたいみたいね」

　目から吹雪ふぶきをはき出しているような、鷹島の般若はんにやの顔がそこにある。

「お、お前がどうしてこんな所に……いたあっ!!」

　胸ぐらを摑つかみ上げられ、べちーんっとほっぺたを渾こん身しんの力で張られた。目の奥で火花が飛び散るくらいの一いち撃げき……！

「うう、どうしてアタシがこんな男に辱はずかしめを……。さっきのおみくじでは大吉だったのに……」

「ご、ごめん。わざとじゃなかったんだ……」

　謝あやまりながら、久々に会った彼女の姿を眺める。

　こいつとは、文化祭の時以来会っていなかった。相変わらずどこか大人おとなっぽいその容よう貌ぼう。前よりもさらに綺き麗れいになっているように見えるが、修学旅行ということで化粧にも気合いを入れているのかもしれない。

「そ、その、悪かったな。いきなりヘンなことしちゃって」

　彼女はつん、と唇を尖とがらせ、真一を睨にらみつけてくる。ちょっと懐なつかしい威圧感だ。

「……いい。嫌いやなメールも送ってくるし……アンタとはもう絶対関かかわらないんだから！」

　……嫌なメールっていうのは、『お前のこと諦あきらめられない』ってアレか。俺が嫌われるために送ったんだけど……こいつが月つきのこと諦めてるなら、送る必要は無かったかな。

　鷹島はぷんぷんと肩を怒らせ、外へと出て行く……。

　と、その前に月達のことに気付いたのか、足を止めてぺこりと会釈をした。

「お久しぶりです。氷ひ坂さか先せん輩ぱい、藍あい川かわ先輩」

「……ん、こんにちは、鷹たか島しまさん」

「文化祭以来ですわね。お元気そうで何よりです」

　二人ふたりはそれぞれ挨あい拶さつ……ただ、ちょっと月つきは腰が引け気味だ。まだ文化祭の記き憶おくも生々しく残っているのかもしれない。

　そんなやりとりの後で、鷹島は今度は深く頭を下げた。

「……あの、文化祭の時は色々迷惑を掛けちゃって、すいませんでした」

　迷惑……まあ、舞ぶ台たい上じようでまで色々と問題起こしてくれたもんな……。

　後こう輩はいの心からの謝しや罪ざいに、月達はきょとんとして顔を見合わせ、

「め、迷惑だなんて、そんなこと……。私達、あなたと劇げきが出来て、楽しかったのですよ？」

「ん、またひみこちゃんと一いつ緒しよに、学校に遊びに来て、ね」

　いやあ、月。その子に来られると色々困るんだけどなあ……。

　そう思っていると、鷹島はほっとしたように頰ほおを和やわらげ、

「はいっ。……あの、私、お二人のこと応援してますから！」

　熱ねつっぽくぎゅっと胸の前で拳こぶしを握り、そんなことを言って──月達はぱちぱちと目をしばたたかせていた。

　そんな二人ににこりと笑え顔がおを残し、ついでにこちらには「んべ」と舌を出してから鷹島は外へと走り去っていく。

　ぽけっとその背中を眺めていると、ひみこが横にやってきて、

「まこまこ、どこに行ったのかと思ったらここにいたんですね。さすが乙女おとめな子です」

「乙女は男の胸ぐら摑つかんでビンタなんてしないだろ……」

　頰をさすると、明らかに熱ねつを帯びている。紅葉もみじに囲まれて頰に紅葉を貼はり付けてしまった。

　……ま、今の態度を見た感じだと、ホントにもう月への恋は諦あきらめてるみたいだし。その辺りは心配しなくていいみたいだ。

　面めん倒どうの種が一つ減ったと安心していると──ひみこがにんまりと猫のような口になる。

「でも、こんな所でえっちなコンタクトしちゃうなんて……。真しん一いちせんぱいとまこまこって、意外と運命の糸で結ばれてるのかもしれませんね～」

「こ、怖いこと言うなって。でも、ホント悪いことしちゃったな……」

　次会う時にはまた謝あやまっておこう。っていうか、不可抗力にしても中学生に手を出すのは自じ重ちようしないといけないぞ、俺おれ……。

「真一のえっち」

「後輩にまで手を出すなんて……小鳥遊たかなしさん、分別は大切ですわ」

　鷹島への愛あい想そうの良い態度とは打って変わって、左右からじっとりした目を向けてくる二人ふたり。……言い訳はすまい。よし、もうあいつには絶対に手を出したりしないぞ。次こそは本当に殺されそうだし。

　ひとまず話題を変えようとぱしっと手を叩たたき、

「えっと、俺おれは失敗だったけど……それじゃ、次は月つき！　月がやってみよう！　ほら、こっちこっち」

　まだ文句を言いたそうな月だったが──早く早くと急せかして目を瞑つむらせ、今度は本命が挑戦だ。さあ、頑張れよ……。

　小柄な男装少女は深呼吸してすっと目を閉じ、見るからに危なげな足取りで一歩目を踏み出して──

「ひゃうっ」

　さっそく地面に躓つまずいて……「おっと」と俺は慌ててその体を支える。

「あ、手を貸しちゃいましたけど、これってどうなるんだろ。月せんぱいアウト……？」

　開始数秒で撃げき沈ちん。月の肩にずーんっと重い影かげが乗る。

　ぽんぽんっと慰なぐさめるように背中を叩いて、一つため息。

　……ウチの幼おさな馴な染じみのためにも、もう少し簡かん単たんな儀ぎ式しきにして欲しかったよ。
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　たっぷりと清きよ水みず寺でらの広大な敷しき地ちを見て回り、月の官能小説のことを仏様にお願ねがいして──時と計けいを見れば午後の四時。今日きようは移動に時間がかかったので、自由時間はあまり無かった。

　これ以上動き回ると門限に遅れそうなので、旅りよ館かんに戻ることにする。

　バスに乗って揺られ、京きよう都と御ご所しよ近くで下車。途中、通りを逸それて鴨かも川がわ側に歩くと、俺達の泊まる旅館がすぐに見えてくる。

『京きよう町まち旅館、花はな時雨しぐれ』。明めい治じ時じ代だいの名士の館やかた跡に建てられた、由ゆい緒しよのあるらしい和風の旅館だ。趣おもむき深ぶかい木造の外がい観かん。二階建てだが敷地が広いので、ホテル並の収容力がありそうだ。

　そこに俺達三人が戻ってくるのはいいのだが──

「お前の泊まるトコも、ここの近くなのか？」

　なぜか、ひみこもずっと俺達と一いつ緒しよに歩いてきていた。

「ここの近くっていうか……、わたし達の旅館、あれですよ？」

　ひみこが指さすのは、俺達の泊まる花時雨の三件隣となりの建物。『風かざ見み鶏どり』という名前のこちらも和風の温泉旅館だった。

「なんだ、ほとんど同じ旅館みたいなもんじゃないか」

　再び頭に浮かぶシスコン会長の顔。……あのアホは旅館まで妹と近い所にしたんじゃないのか。職しよつ権けん乱らん用ようも良いところだぞ、浅あさ井いよ……。

　呆あきれていると、背後から足音が聞こえてくる。

「ああっ、みーこ！　どうして小鳥遊たかなしと一緒にいるんだ！　ぼくの高校がここに来ることは伏せておいて、さりげなくサプライズ的にお前と合流して一いつ緒しよに京きよう都と観かん光こうしようと思っていたのに！　なんのために京都に来たのか分からないではないか！」

　がくん、と膝ひざを落とすひみこの兄。困ったことに想像が概おおむね当たっていた。

　……こいつはシスコンというより、ただのアホだ。間違いあるまい。

　会長の専横に呆あきれながらひとまずひみこと別れ、旅りよ館かんに入る。夕食の前に一いつ旦たん部へ屋やに戻るのだが、

「これはラッキーだよな。二人ふたり部屋に泊まれるなんてさ」

　窓を開けて庭の景色けしきを眺める。コの字形になっている旅館の建物に囲まれる形で、中央にはこぢんまりとした池ち泉せん回かい遊ゆう式しきの庭園が整せい備びされており、空を見上げれば赤々とした夕日が見える。一定のリズムでかこんっと竹を鳴らす涼しげな音が聞こえた。

「ん。これで男装についての心配はあまり無くなる、ね」

　月つきも至極リラックスしているようで、座布団に正座してとぽとぽと備え付けの急きゆう須すでお茶を淹いれている。

　二人部屋に泊まることになった理由は──別に俺達が頼み込んだわけではない。なんでも四人用の部屋が足りなくなったため、学年の中から二人×３グループほど二人用の部屋に泊まって欲しいということになったのだ。他ほかの生徒達は大勢で過ごす方が良いと主張して二人部屋を避けたので、俺おれと月の従兄弟いとこ同士で通している二人はあっさりとその部屋に泊まる権利をゲットできたというわけだ。

「いいお部屋ですわね。気持ちが落ち着きます」

　月の淹いれたお茶を楚そ々そとした仕し草ぐさで飲む藍あい川かわ。二人とも姿勢が良いので、一いつ瞬しゆんここは安あ土づち桃もも山やま時じ代だいの茶室かと思ってしまった。

　藍川は石いし島じま達と同じ部屋らしいのだが、さっきからこちらにやってきてくつろいでいる。この二人は付き合っていることになっているので、周囲からも不自然には思われないのだろう。

「はあーあ、やっぱ旅館っていいよなー。温泉も楽しみだし、最高の気分だぜ」

　どさっと畳に大の字に寝転がると、月がそんな俺を見てくすっとほんの小さく笑いを零こぼす。

　和なごやかで、どこか氷ひ坂さか家けと近い香りのする空気の中でまどろんでいると──

　藍川がつつっと湯飲みの腹をさすりながら、こちらを見ずに呟つぶやいた。

「……えと、一つだけ気になることがあるのですけれど」

　よっと体を起こす。いつでも変わらず見み目め麗うるわしいお嬢じよう様さまの顔には、どことなく遠えん慮りよの色が窺うかがえて──

「どうしたんだ？　聞きたいことがあるなら聞いていいぞ？」

「は、はい、それではお聞きいたします……。その、お二人は同じ部屋で一夜を過ごすことに、抵抗などは無いのでしょうか……？」

　あー……と納得。俺と月は兄妹みたいなもんとはいえ、実際には血のつながりも無い異性だから、彼女から見れば気になるんだろう。

「抵抗なんて感じないって。小さい頃ころからずっとこんな風だったんだから」

「ん。最近は無いけど、たまに一いつ緒しよの布団で寝るし」

　ぶふっと藍あい川かわがお茶を噴ふき出した。お嬢じよう様さま噴ふん茶ちや……レアな光景だなあ。

「い、一緒の布団!?　そ、そんな、いくらなんでもふしだら過ぎます……！」

「いや、つってもそれはごくたまにだぞ？　月つきがなにかの行事とかを前にして、不安になった時は布団に入り込んでくるってだけで、最近はホントにまったく無いし」

　藍川がいてくれるお陰か、ここのところは月も追い詰められるほど不安になるってことは無いみたいだ。ありがたいことだな。

　しかし彼女はあうあうと見るからに動揺していて、

「そ、そんな当たり前のことのように……。うぅ、お二人ふたりが家族のようなものとは知っていますけれど、べったりしすぎるのは不自然ではありませんか……」

「そうかなあ？　普通のことだと思うけど」

　平然としてお茶を飲む俺おれ達の前で、なにやら頭を押さえて「普通……。私がおかしいのでしょうか」などとぶつぶつ呟つぶやいている藍川。……やっぱ人から見るとおかしく映るものなのかな。俺と月からすればどうって言うことも無いことなのに。

「あ、そろそろご飯。大広間に行かなきゃ」

　納得いかない様よう子すの藍川を連れ、大広間へ向かう。







　広々とした空間に用意されたのは、ずらりと並んだ刺身などの海かい鮮せん料理、そして京きよう野や菜さいが食卓を彩いろどる豪華な夕ゆう餉げだ。誰だれも期待していない先生の演歌熱ねつ唱しようを聞き流しつつ夕飯を終え──時と計けいは午後の八時を指した。

「えー、風ふ呂ろの時間は一応クラスごとに決まってるから、ちゃんと一度は入るようにな。消灯は十時。みんな、消灯時間を過ぎたら速やかに布団に入れよー……つっても守らないだろうが。とにかく夜に騒さわいだりして、他ほかのお客さんに迷惑かけることは絶対に避けること！」

　はーい、と返事をして部へ屋やに戻る、と、すぐに藍川が月を連れにやってきた。

「小鳥遊たかなしさん、私と氷ひ坂さかさんは、これから近所の温泉旅りよ館かんに温泉だけ入りに行きますけれど……一緒に行きますか？」

「あー……俺はカラスの行水だし、ここの温泉でいいや。二人でゆっくりして来いよ」

「ん。それじゃ、行ってくる、ね」

　二人は寄り添って出て行き、静かな部屋に一人ひとりになる。

　こういう時間も良いかな、とも思うが、修学旅行なのに静寂の中で一人きり、というのはちょっと寂しい気分だ。他の男子の部屋に行ってくるか、と思っていると、とんとんっと戸が叩たたかれた。

「おーい、氷ひ坂さか、いるかー？」

　聞きき慣なれた声だった。表に出てみると、井い岡おかと柴しば田たが立っている。

「氷坂はいないのか？　なんか、氷坂に会いたいって奴やつが来てるんだけど」

「月つきはいないけど、来てるのって誰だれだよ？　ひみこ……文化祭の時に妖よう精せいやってた子か？」

「いいや、男だったぞ。佐さ藤とうとかいう名前の」

　目をしばたたかせた。佐藤……なんであいつが月に会いに来るんだろ。

「俺おれが会いに行くよ。わざわざあんがとな」

　そう言って玄関から外へ出る。と、ふわりと新しん鮮せんな空気に包まれた。鴨かも川がわが近いせいか、どこか空気はひんやりと澄すんでいる。河原かわら町まち通どおりは車が多いが、ここは大通りに面していないので騒そう音おんはほとんど聞こえない。

　──と、玄関のすぐ脇わきに佐藤が立っていた。よ、と手を挙げると、向こうは目をしばたたかせながらも手を挙げて応こたえてくれる。

「小鳥遊たかなし？　氷坂は来ないのか？」

「ああ、今ちょっと出てるんだ」

　佐藤はわかりやすく落ち込んだようにため息をついた。

「……そっか。やっぱ避けられてるみたいだなぁ」

「そういうわけじゃないと思うぞ。ほら、月って人見知りするからさ。お前、中学時代もあんまあいつと話して無かったし、だから──」

「んー、理由は他ほかにある気がするけど……」

　と、佐藤がぽりぽりと頰ほおを搔かきながら、辺りを見回し、

「あのさ、小鳥遊。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「おう、なんだよ？」

　なぜか彼は硬い顔で、聞きにくそうに口ごもるようにしながら……。

　その言葉を口にした。

「……お前と氷坂って、まだ付き合ってんのか？」

「はい？」

　思わず問い返してしまった。……いきなり何を聞いてくるんだ。

「お、俺と月は付き合ってなんか無いよ。中学時代だってそうだっただろ？」

「……そうだったな。そっか、今も付き合ってないんだ」

　佐藤はほっとしたように表情を和やわらげる。

「うんうん、それならいいんだ。……あ、あとさ」

「なんだよ、まだあるのか？」

　ああ、と頷うなずく佐藤は、ふっと真剣な顔になり……。

　俺おれにとって、爆ばく弾だんのような言葉を放ってきた。




「えっと、実は俺さ、前に氷ひ坂さかに告白したんだ」




　ぴしっと体が一いつ瞬しゆんで凍り付いた気がした。

　佐さ藤とうはこちらの反応を見てか見ずにか、自じ嘲ちようするように笑いながら話し続ける。

「もちろん振られたんだけどさ……。ま、氷坂が俺を避けるのは、その辺りの事情もあるんだと思うぜ」

「な。な……」

　突然の話に、言葉が出てこない。なんと返せばいいのか分からなかった。

　佐藤は笑えみを潜ひそめ、深いため息をついて首を振る。

「……でもまあ、困ったもんだよな。俺の恋心って奴やつは。諦あきらめが悪いんだからさ」

　どくん、と心しん臓ぞうが音を立てる。今の言葉は、どこか頭に引っかかった。

　何も言えないままでいると──佐藤はぽん、と肩に手を置いてくる。

「さて……それじゃ、明日あした、四し条じよう寺てら町まち通どおりの入り口で十二時待ち合わせな。忘れないようにって氷坂に伝えといてくれよ」

「あ、おい……」

　言いたいことだけ言って、彼はすたすたと早足で旅りよ館かんの敷しき地ちから出て行き、すぐに見えなくなってしまった。

　一人ひとり残され、鈴虫の声を聞きながらぼんやりと薄うす暗ぐらい道を眺める。

「告白したって……あいつ、月つきのことが好きだったのか？」

　考えてみれば、佐藤は中学時代もウチの教室に不自然なくらいによくやってきていたのだが……その辺あたりも、月がいたからだと考えれば納得だ。

「なんか変なこと言ってたけど。あいつまさか、諦めてないんじゃ……」

　胸が嫌いやな鼓動を立てている。諦めが悪い恋心っていうのは、つまり、そういうことなんじゃないのか。明日あしたの待ち合わせも、もしかしたらまたアプローチを掛けるために……。

「つ、月の奴、話してくれないんだもんなあ……」

　いやまあ、そんなことまで話せなんて言えないんだけど……。しかしこれで佐藤と会った時のあいつの様よう子すがおかしかった理由が分かった。そういうことだったのか。

　佐藤はああ言ってたけど……月は一度振ったんだから、何とも思ってないはずだよな……。

　後でちょっとだけ、聞いてみようか。







　部へ屋やでさっきの佐藤のことをぼんやりと考えながら、庭を眺めたり旅館おなじみの木製ブロックパズルをやったりしていると、やがて月つきと藍あい川かわが帰ってきた。

「ただいま、真しん一いち」

「おう、おかえり」

　お茶を啜すすりながら答える。さらりと長い髪にしっとりと水気を湛たたえた二人ふたりは、穏おだやかな顔でテーブルの周りに腰を下ろした。

「真一はまだ、お風ふ呂ろには入ってない？」

「ああ。俺おれは寝る前に入るつもりだから」

　温泉帰りの二人は熱あついお茶を飲んでほうっとのんびり息をつく。

　ちら、と月の顔を見るが、こいつはもう佐さ藤とうのことは忘れたのか平和そうに弛ゆるんだ顔をしている。……やっぱりもう、余計なことは聞かない方がいいかな？

「明日あしたはどこに行きましょうか……。お二人は、なにか希望がありますか？」

　藍川がごそごそと鞄かばんからガイドブックを取り出して聞いてくる。

「えっと、有名所は見たいって思ってるよ。銀ぎん閣かくとか金きん閣かくとか、二に条じよう城じようとかも？　嵐あらし山やまには川下りなんかもあるんだっけ？」

「ん、川下りは行く予定。それは三日目にしよ」

　二人はガイドブックを見ながら盛り上がっている。……なんか、やっぱり佐藤のことは聞きにくい雰囲気だな。でも気になることは気になる。どうしよう……。

「明日はひみこちゃんも一いつ緒しよ、かな？」

「……ん？　ああ、一緒に来るんじゃないのか？　俺達もその方が楽しいし……」

「でも、凄すごい偶然ですね。一緒の日程とはいえ、広い京きよう都と市しで偶然出会うなんて」

　ホントだよなあ、と相づちを打っていると──やはりもう一つの偶然の出会いが頭に浮かぶ。

　佐藤かあ……気になるな。月と佐藤との出来事。俺の知らない場所での告白事件……。

　やっぱり、ちょっと聞いてみようか。

「あの……月？」

　ん、と二重の目がこちらに向く。

　そのなんの不安も無い穏おだやかな表情に躊躇ためらったが──少し話を聞くくらいならいいだろう。佐藤のことを切り出すことにした。

「えっと、実は、お前に聞きたいことがあるんだけど──」




「ご用改めであーるっ!!」




　脳にきーんっと響ひびくような快活な声と共にがららららっと入り口の引き戸が豪快に開き、ひみこが勢いよく飛び込んできた。『風かざ見み鶏どり』という旅りよ館かん名めいがプリントされた浴衣ゆかた姿すがたで、トレードマークのツインテールを解ほどき、髪を下ろしている。

「わー、ここがせんぱい達の部へ屋やですかっ。あ、すごーい、中庭がある！」

　ここは自分の家とでもいうようにどたばたと部屋の中を探索する後こう輩はい。ああもう、ちょうど聞こうと思った時に騒さわがしいのが来るんだから……。

「あ、真しん一いちせんぱい、そのお茶はわたしが来ることを予期して淹いれてくれたんでしょ？　……うん、美味おいしいですっ」

「それ俺おれの飲みかけだぞお前……」

　そんなもの気にしませんと言いたげに、ちょこん、とひみこは俺の隣となりに座る。

「ひみこちゃん、自分の旅りよ館かんにいなくても大丈夫？」

「大丈夫ですっ。見つからなければいいんですから！」

　ひみこも修学旅行の夜ということでテンションが上がっているのか、さらに体全体でくっついてくる。温泉にでも入ってきたのか、髪の毛もしっとりと湿っていて、シャンプーの匂においが鼻び孔こうをくすぐるが、ドキッとするよりも愛らしいという感じ。

「みなさん、なんの話してたんですか？」

「明日あした、どこに行こうかと予定を話し合っていたのです」

　藍あい川かわがガイドブックを見せると、ひみこもぐいっと体を乗り出して話し合いに参加。女の子三人で盛り上がり始める。

　そんな中、俺はぽりぽりと頭を搔かいていた。

　……月つきに聞くタイミングは逃したかな。でも、一度は振ったみたいなんだし、俺が気になるからって蒸し返すのも、こいつを困らせるだけだろう。佐さ藤とうが旅館に来たってことも、俺の胸の中だけに留とどめておこうか。

「ね、みなさん。明日の話し合いもいいですけれど、ちょっとゲームとかして遊びません？」

「ゲーム……どんなゲームだ？」

　ひみこはにんまりといたずらっぽい笑え顔がおを浮かべて、横にスケッチブックを置いた。

　……嫌いやな予感がするんだけど。

「これ、前からやろうと思ってたんですよね。ちょうど四人揃そろってるし、今しかないと思います。もちろん、負けた人は罰ゲーム！」

「……うん。で、ゲームの名前は？」

　あまり聞きたくないと思いつつも聞いてみると、元気娘はすっくと立ち上がり、ぱんっと顔の前で手を合わせ、

「あ、かっんっのーう書ぁく～ぅならぁ♪　えっちぃ取材もしやしゃんせえ♪」

　音頭を取って踊り始めた……っていうか、歌詞は違うけどこのリズムは……!?

「お、おま、なんでそんなゲームを……！」

「アウト、セーフ、よよいの──」

　ひみこが片手を振りかぶり、俺は反射的に右手を構えてしまい──

「よいっ!!」

　突き出された手の形は、チョキとパー。

　ひみこがチョキで、俺おれがパーである。

「はい、真しん一いちせんぱいの負け～。さ、脱いでくださいっ」

　ぴょんぴょん飛び跳ねながら勝利の笑え顔がおを浮かべるアホの子だが──そんなのいきなり言われても、という感じだ。常じよう識しき的てきに考えて、修学旅行の時にするゲームじゃない。

「お、お前な。なんでいきなり野や球きゆう拳けんなんだよ！」

「なんでって……男女で温泉に泊まるなら、脱衣卓球か野球拳でしょ？」

　目めをぱちくりさせながら答えるひみこは、可哀かわい想そうなことに自分が極めておかしいことを言っていることにまったく気付いていないらしい。あまりに常識が違いすぎて、この子は宇宙人なのかもしれないと思うことも最近ではしばしばだ。

「ひみこちゃん？　野球拳は、さすがに無理」

「あの、野球拳とはどのようなゲームなのでしょうか……？　今、『脱いでください』って言ってましたけど、またいやらしいことをさせるつもりなのでは……？」

　そりゃそうだ。月は当然反対、藍あい川かわもゲーム内容の予想がついているのか気が進まない様よう子す──なのだが、ひみこはまったく動じていないようで、

「あらら、やりたくないんですか、みなさん？　最後まで勝ち残った人は、負けた人になんでも命令できるんですよ？」

「「何でも？」」

　ぴくっと月と藍川が反応し──ほぼ同時に二人ふたりの目がこちらに向いた。

「……そう、何でもいいんだ」

「何でも……小鳥遊たかなしさんに何でも言うことを聞いてもらえる……」

　……なぜ二人とも俺を負かすことを前提にしているのか。別に二人がやり合ってもいいのに。

「そうです。何でもいいんです。どうですかみなさん、やりますか？」

　ひみこは狙ねらった的まとに見事ダーツが突き立ったとでもいうようににんまり笑いを浮かべている。月と藍川は顔を見合わせて、

「真一は、じゃんけん凄すごく弱い。十回やったら九回勝てるくらい」

　この言葉がダメ押しになったらしく──一斉に声をあげた。

「……やってみる」

「やってみます！」

　その言葉にはびしびしと肌に感じるくらいの気合いが詰まっており、なぜか二人とも燃もえるような目をしているのだが……結局こうなっちゃうわけか。

「真一せんぱいはもちろん参加ですよ？」

「やだよ。あとでエロいだの変態だのって言われるの目に見えてるもん」

　ぷいっとそっぽを向くと、ひみこは顔を寄せてきて、

（……文化祭の夜、屋上にいた二人ふたりの見張りをした時の貸しがあるでしょ？）

（う……今それを持ち出すかよ）

　文化祭前夜、屋上で月つきと体たい験けん取材をやったことを思い出す。あの時こいつに見張りして貰もらってたんだ。

（月が言ってたけど、俺おれ、ホントにじゃんけん苦手なんだぞ？）

（大丈夫ですよ。真しん一いちせんぱいの煩ぼん悩のうパワーならなんとかできるはずです。前から野や球きゆう拳けん関係の作品描かきたかったんですよね～。いい感じに乱れてくださいね、せんぱいっ）

　……俺が勝ったら、この困った子を家に泊まらせてとことん常じよう識しきを教え込む権利でも遂行させてもらおうかな。

「そういや、お前も参加するのか？」

「わたしはジャッジなのでやりませんっ」

　てへ、と小首を傾かしげてそう言い放つひみこ。こいつはこういう仕し草ぐさがヘンに可愛かわいいからズルいんだ。

　……ったくもう、今度ちょっと懲こらしめてやるからな。







　ひとまずテーブルを隅によけて、誰だれか来た時にはすぐ隠れられるようにと布団を敷しいて──さっそくゲーム開始。

　最初に向き合うのは俺と藍あい川かわ。一回戦目はこの組み合わせだ。

「かっんっのーうかぁくぅならぁ♪　えっちぃ取材もしやさんせぇ♪」

　ひみこの音頭に合わせて軽く踊る。歌詞が恥ずかしいのか月と藍川は声が小さめだ。

　野球拳は、昔の大おお晦日みそか裏番組でやってるのを師匠と一いつ緒しよに見て月から怒られ、紅こう白はく歌うた合がつ戦せんに変えられたことがあるけど……。まさか自分がやることになるとは。

　踊りながらもじっと目の前の藍川を見る。運命の試合に臨のぞむスポーツ選手のような顔つき。

　……そんなに俺を脱がしたいのか？　意外と男の裸に興きよう味み津しん々しんなのか？

　そう思いつつも、視し線せんは自然と彼女の胸元に向かった。下着は着けているのだと思うが、やはりその果実はよく実っているせいか谷間がちらりと覗のぞいており、踊りの動きに伴ってたゆんたゆんと揺れている。そして浴衣ゆかたの裾すそからはすらりと白い生足が覗く。

　……か、勝てば、この色っぽい体が露あらわになるんだ。

　ごくっと生なま唾つばを飲み込む。脅迫されるように始めた野球拳だが……これは勝ちに行くしかあるまい。

「アウトっ、セーフっ」

　二人、力をためるように拳こぶしを引っ込め、

「よよいの、よい!!」

　勢いよく手を突き出し──俺おれがパー、藍あい川かわがチョキ。

「くっそ、負けかよ！」

「や、やりました、勝ちました！　氷ひ坂さかさんの作戦通りですっ」

　俺はがっくりと項うな垂だれ、藍川は満面の笑え顔がおでぴょんっと飛び跳ねた。さっきのひみことのじゃんけんに続いて二連敗。

　……月つきの言うとおり、俺はじゃんけんが悲しいくらいに弱いんだ。しかも俺の手の内を知る幼おさな馴な染じみが向こうサイドにいる……これは厳しい戦いになるかもしれない。

「はい、真しん一いちせんぱい脱いで脱いでっ」

「じ、自分で脱ぐから！　無む理り矢や理り脱がすんじゃない！」

　制服の上を素す早ばやく脱ぎ、部へ屋やの隅に放る。俺は制服姿なので、幸いまだまだ先はあった。女性陣はみんな浴衣ゆかただし、勝てば一気に下着姿にまで持って行けるんだけど……。

「か、勝ったらどうしましょう……。何をしてもらってもいいのですよね……」

　すでに藍川はきらきらと目を輝かがやかせ、勝った気でいるらしい。……くそう、こうなるから嫌いやだって言ったのに。運が悪いのか、じゃんけんだけはなぜか勝てないんだ。

「さ、次です次！　かっんっの～うかぁくぅならぁ♪」




　そんな調ちよう子しで二回、三回と勝負は続いていき──




「きゃーっ、真一せんぱいセクシ～っ!!」

　Ｔシャツを脱ぎ捨て、ついに上半身が裸になってしまった。ひみこはきゃーきゃー喜んでおり、藍川は俺から距きよ離りを取って顔を手で覆おおいながらも、指の隙すき間まからちらちらとこちらを見ている。

「……真一、はしたない」

　月は冷静を装いながらも、こちらもやはりほんのり頰ほおを染めて俺の裸を窺うかがってきていた。

　……女の子三人の中で脱がされるって、なんか妙に恥ずかしいんだけど。

「ちょ、ちょっとタイム！　俺、頭冷やしてくるから！」

「逃げちゃだめですよ、真一せんぱいっ！」

　ひみこの声を受けながらも外へと脱出。小休止を置いて流れを変えなければ……。

　廊下のひんやりした空気を肌に受け、すうっと熱ねつが冷めていく。さらに洗面所まで行って顔を洗い、負け意い識しきに澱よどんでいた気持ちを切り替える。

「……くそ、でも、なんで勝てないんだ？」

　じゃんけんは運の勝負なんだから、ここまで負けるのはおかしい気がするんだけどなあ……。

　鏡かがみに映った自分にそう聞いていると──後ろから浅あさ井いがやってきた。

「よう、職しよつ権けん濫らん用よう男」

「服くらい着ろ変態露ろ出しゆつ男。……くそ、お前のせいでぼくの『みーこと京きよう都とで偶然遭遇!?　古都で深まる兄妹の絆きずな作戦！』が崩れてしまった。いつか決着をつけてやるぞ、覚えていろよ」

　むっつり顔で言いつつ歯磨きを始める浅井。心の底から不ふ機き嫌げんそうだ。

　こいつの横で考え事なんてできないので、さっさと部へ屋やに戻ろうとする──が、ここで戻ってもまた負けてしまう気がした。

　横の男をちらりと見る。……こいつは秀才、様々な分野の知ち識しきも多く持っているはずだ。もしかしたらじゃんけんについても、なにかコツを知ってるかも。

「……なあ、お前さ、じゃんけん必勝テクとか知らないか？　俺おれ、どうしても勝てないんだ」

「じゃんけんは運の勝負だ。お前は神に見放された存在だから運もクソも無いんだろう」

　ペッと泡を吐いて言い捨てる会長殿。やっぱムカつくわこんにゃろう……。

「お前に聞いた俺が馬ば鹿かだった。じゃーなちくしょうめ」

　言い置いて戻ろうとすると──浅井がガラガラとうがいをして、

「じゃんけん、ぽんっ」

　いきなり勝負をしかけてきた。俺は反射的に手を出すのだが……。

　浅井がチョキ、俺がパー。ショックだ……こいつにも勝てないのか。

「もう一回だ。いくぞ」

　そのままなぜか十回連続でじゃんけん勝負。結果──

「に、二回勝ったぞ……！」

　二勝八敗。見事な負け越しだ。二回勝っただけでも快挙というべきかもしれない。

「ふむ……。お前はパーが四回。グーが六回だった。しかもその二つをほぼ交互に出している。チョキはまったく出さないし、パターンが決まり切っているから負けるんだ。もちろん運のせいもあるだろうが」

「お、おう。それで？」

「おそらくお前はパーを相手に出されて負け続けていたんだろう。だから、逆にチョキを出せば勝つ確かく率りつは上がる。まあこれは、お前のパターンを知っている人間に効果があるやり方だが。チョキを出せば勝てる確率が高いということは聞いたことがあるから、覚えておけ」

　浅井は喋しやべることは喋ったとでもいうように、すたすたと洗面所を出て行く。

「お、おい。ありがたいけど、なんか気持ち悪いぞ。お前が助けてくれるなんて」

「お前には文化祭の時、生徒会の劇げきに参加してもらった借りがあった。これでチャラだぞ」

　……なるほどね。ヘンなトコで律りち儀ぎな奴やつめ。

　なんにしても勝しよう機きは見えたと、気合いを入れ直して部屋に戻る。

「あ、帰ってきた。ほらほらせんぱい、早く負けてみんなに男臭い体を晒さらしてください！」

　ひみこを始め、月つきと藍あい川かわもわくわく顔だ。……ふん、舐なめておけばいい。ここからは俺おれの時間なんだぜ……たぶん。

「さ、始めましょう！　かっんっの～う書ぁくぅならぁ♪　えっちぃ取材もしやさんせぇ♪」

「アウトッ、セーフッ」

　女の子陣が声を上げ、俺と藍川はお互いに手を突き出す。頭に浮かぶのは浅あさ井いのアドバイス。

　あいつの言う通りなら、これで勝てるはずだ……!!

「よよいの、よいっ！」

　運命の一いつ瞬しゆん──そして俺はニヤリと笑えみを浮かべた。

　藍川がパー、そして俺はチョキ。

「おっしゃああああああああああ!!」

　飛び上がってガッツポーズを決める。や、やった！　ついにやったぞ……！

「う、うう、そんな……」

　藍川は信じられないというように自分の出したパーを見る。ふふ、浅井に感かん謝しやする日がくるとはな。パターン替えで一発だぜ……!!

「さあ、恵めぐみせんぱいっ。脱いでみましょうっ！」

　ひみこがスケッチブックのページを変えてそう言い、藍川は渋々といった様よう子すで浴衣ゆかたの帯に手を掛ける。少しだけ手が震ふるえているが、これはルールだ。俺もこんな格好になったんだし、彼女にも脱いでもらわなければ。

「あ、あんまり見ないでくださいね……？」

　藍川はこちらとは視し線せんを合わせないようにして、しゅるっと音を立てて帯を解ほどく。今までお預け状態だったせいか、熱ねつを帯びた俺の視線は彼女の浴衣を突き上げる豊満な胸元に釘付けだ。

　そして床に帯が落ち、彼女の浴衣の前側がひらりとはだけた。

「や……」

　藍川は恥ずかしそうに体を抱くが、はだけた浴衣の隙すき間まからは高級そうなブラと、レースの編あみ込まれたパンツが覗のぞいている。胸のくっきりとした谷間も露あらわになり、むっちりと音がするような太ふと股ももがいやらしく擦すりあわされていた。目を伏せて羞しゆう恥ちに体をよじれば、余計に肢体の曲線が強きよう調ちようされて色気の香る姿になる。

「もー……何度見ても羨うらやましいカラダです。ホントに理想的なスタイルですね、恵せんぱい」

「そ、そんなことありませんから、まじまじと見ないでください……た、小鳥遊たかなしさんもですっ」

　真まっ赤かな顔で言われ、慌てて視線を逸そらす。まだ全部は脱いでないけど、服をはだけている状態って余計にいやらしく見えるから……。

「さあ、真しん一いちせんぱいが襲おそいかかる前に次に行きましょう！」

　襲いかかんねえよ……と内心突っ込みつつ、次戦。ひみこに合わせて踊る。藍川は体を隠すようにして調ちよう子しを合わせているが、その度たびにたぷたぷと胸が揺れているのがまた魅み惑わく的てきだった。

　鼻息が荒くなりそうになって、おっと、と首を振る。

　今は気持ちを静め、勝負に集中だ。声に合わせて手を突き出し──

「よよいの、よいっ！」

　今度は俺おれがパー、藍あい川かわがグー……！

　うしっ、うしっと勝利に拳こぶしを握る。なんだなんだ、じゃんけんって楽しいじゃないか。

「恵めぐみせんぱい、二枚目、いってみましょうっ」

　顔だけでなく体を紅こう潮ちようさせた藍川は、ぷるぷると震ふるえながら浴衣ゆかたに手を掛け──ゆるやかな曲きよく線せんを描く肩からするりと服を抜き、すとんと下に落とした。

「おおおお……」

　思わず声が出てしまった。藍川は下着だけの格好になり、お腹なかの所で自分の体を抱くようにしている。豊かな胸はつんっと大きなブラジャーを突き上げており、腰に食い込んだパンツは下腹部で鋭えい角かくの三角形を描いている。レースの模様がついた高級下着は彼女ならでは。

　清せい楚そで貞てい潔けつなお嬢じよう様さまを脱がす……しかも今はほぼ無む理り矢や理りという状況。

　──これでドキドキするなっていう方が間違ってる。

　ごくっと生なま唾つばを飲み込んでいると、藍川はもじっと体をしなやかにくねらせる。
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「も、もうっ、そんな目で見ないでください、小鳥遊たかなしさんっ」

「え、ご、ごめんっ、つい……」

　知らずいやらしい目で見てしまっていたのか、藍あい川かわはしゃがみこんで布団の中に入って丸まってしまった。いつぞやのハムスタースタイルだ。

「はい、恵めぐみせんぱいの負け～。ホントなら全裸までやってほしいんですけど、さすがにそれは無理ですね。というわけで、次は真しん一いちせんぱい対月つきせんぱい～」

「っておい。そういや、俺おれが勝った時のご褒ほう美びは？」

「真一せんぱいは可愛かわいい女の子の裸見られるんだから十分でしょ？」

　それは……たしかに十分過ぎるし、俺って幸せ者だなとか思っちゃうくらいだけど。

　布団の隙すき間まから見えないかと藍川の方をちらちら窺うかがっていると、月が庇かばうように彼女の前に立つ。

　俺はそのまま値踏みするように幼おさな馴な染じみの姿の観かん察さつに移行。華きや奢しやな体だが、浴衣ゆかたは藍川よりもよく似合っている。こいつの裸は何度も見たが、勝負に勝って、脱がすという状況にはなったことが無い。ほっそりした首筋、ちらりと覗のぞく鎖さ骨こつと胸へのライン。浴衣の下の肢体を思い浮かべて、ごくりと今日きよう何度目かも分からない生なま唾つばを飲み込む。

「……真一、わたしはそう簡かん単たんに負けないから」

「ふん……そうか？　今の俺はじゃんけんで横よこ綱づな時代の曙あけぼのすら倒せる男だぞ？」

　上から見下すように言うと、月も負けず嫌いを刺し激げきされたか正面から視し線せんを返してくる。

　……ずっとこいつには勝てなかったが、今の俺ならやれる。ふふ、月よ、俺の前にその誰だれにも見せたことの無い……あ、いや、俺には何度も見せてるけど……とにかく、その美しい肌を晒さらすがいい……。

「うわあ、調ちよう子しこいた真一せんぱいが鬼畜ゲームの主人公のようなキャラに。この勝負は見物ですよ」

「……いいのでしょうか、修学旅行でこんなことをしていて」

　敗者藍川はちんまりと丸くなったまま、盛り上がる俺達に疑問のようだった。







　さっそく次の勝負を開始、したのだが──

「ふ、ふふ、俺ってこんなに強かったんだ！」

　勝利のチョキを天に掲げ、不満そうに眉まゆを寄せて自分のパーを見ている月を見下ろす。

　すでに一戦目は終わっており、これで俺の二勝だ。月はすでに帯を外しており、ちらちらと水みず色いろストライプ柄のパンツやその美しい肌を俺の前に晒していた。

「俺の勝ちだな。おいおい月さんよ、こうも簡単に負けちゃっていいのかな？」

「うー……おかしい。真一にじゃんけんで負けるなんて……」

　納得いかない様よう子すだが、結果は結果。

「ま、こういうこともあるさ。……それじゃ、ぬ、脱いでもらおうか」

　ドキドキとワクワクが入り交じった異様な興こう奮ふんに声が震ふるえそうになる……。

　と、月つきは悔しげに唇を嚙かみつつも、頰ほおを赤らめて浴衣ゆかたに手を掛け──する、するっと焦じらすようにゆっくりと浴衣の前がはだけていく。

「おお……」

　思わず声を出す。月は肩から浴衣を落とし、その透けるような肌が露あらわになった。藍あい川かわの肌の白さは瑞みず々みずしくて健康的なのだが、月は華きや奢しやなせいか、水晶のような肌、というイメージがぴったりと合う。どちらも綺き麗れいだが、こちらの肌の方が記き憶おくに残る美しさだ。さらし、可愛かわいらしい臍へそと、月の代名詞的なストライプのパンツは下腹部で三角形を描いている。それにほっそりと伸びる太ふと股もも……滑なめらかな足のラインは藍川に劣らず色気がある。

「氷ひ坂さかさんの肌って、凄すごく綺麗です。羨うらやましいくらい……」

「そ、そんなことないから……」

　今度は藍川の感想だ。さらに俺おれの視し線せんも受けて、もじっと膝ひざを擦すり合わせる月だったが、

「……真しん一いち、まだ負けてない。今までのは油断しただけ」

　無表情な男装少女は再び平坦な音頭を取り始める。

「かっんっのーうかぁくぅならぁー♪」

「っておい……。お前、次脱ぐのはそのさらしだって分かってるか？　む、胸も見えちゃうし、隠しちゃダメなんだぞ？」

「……勝つのは私だから、いいの。やるの」

　月の表情はどこか意地を張る子供のようで……どうやら負けず嫌いが発動しているらしい。次の勝負は渾こん身しんの力を込めてくるだろう。

　藍川もひみこも止めなかった。となると、全力で闘たたかうしかあるまい……。胸が見えるまで脱がすというのも、すごく興こう奮ふんするものがあることだし。

　さっきよりも声を大きめに、「えっちぃ取材もしやしゃんせぇっ」と全員で唱和し、

「アウトッ、セーフッ！」

　よよいの！　っと俺と月はぐっと片手を振りかぶって──

「よい！」

　今度は俺がチョキ、月は──

「く、お、俺の負けか……！」

　チョキを憎々しく見ていると、きゃーっと女性陣から月に向かって喝かつ采さいが飛ぶ。ポーカーフェイスを崩していないウチの幼おさな馴な染じみだが、口元をほんの僅わずかに吊つり上げたのを俺は見逃さなかった。

「これで真一の負け。ズボンを脱いだら下着だけだから、もう脱ぐものが無いでしょ」

　藍あい川かわが「やりました……」と小声で言って月にヒーローを見る目を向ける。

　……が、喜ぶのは早いぞ、二人ふたりとも。

「まだだ」

　俺おれは厳きびしい顔つきでそう言い放ち、ベルトをかちゃかちゃと外す。

　目をぱちくりさせる三人の視し線せんを受けながら、おもむろにズボンを脱ぎ去って──

「まだ俺にはトランクスが残っている」

　燃もえる炎柄のトランクス一丁になり、ぐっと腕を組んだ。藍川はほんのりと頰ほおを紅こう潮ちようさせて目を伏せる。

「た、小鳥遊たかなしさん、少しは恥ずかしがってください……」

「いやさ、ここまで来て恥ずかしがるのもどうかと思うし……ブリーフと違ってトランクスって意外と恥ずかしくないっていうか……」

「そ、そんな男性の事情を語らなくてもいいです……」

　免疫の無いお嬢じよう様さまと違い、年の近い男と住んでいて多少裸に慣なれている月つきとひみこは──

「本気でやるの、真しん一いち？　次は全裸、だよ？」

「せんぱいって見せるの好きなんですか？　海でも見せてましたよね」

　ありゃお前のせいだろうが……。

　瞬しゆん間かん、砂浜での俺の股こ間かん丸出し事件を思い出したのか、藍川と月の顔が紅こう葉ようの季節に応じるように真まっ赤かに染まった。……そういう反応は勘弁してくれ。恥ずかしくなってくるから。

「だ、大丈夫。勝つのは俺で、脱ぐのは月の方なんだから」

「……まあ、周りから見てるわたし達としては全然オッケーな展開なんですけどね。ふふ、みなさんの裸はわたしのスケッチブックの中に……」

　こいつのスケッチブックは後で奪ってコンビニのゴミ箱にでも捨ててくるかな……。

　さあ、と俺と月は対たい峙じし、ばちばちと熱あつい視線をぶつけ合う。

「どちらも残り一枚……これが最後の勝負だな」

「……いいよ。どちらが上か、分からせてあげる」

　ひみこがぱん、と手を叩たたき、

「かっんっの～うかぁくぅならぁ♪」

　みんなで一斉に歌い出し、俺と月の集中力が高まり始める。

　一挙手一投足、お互いの表情と過去のパターン、そしてなにより性格から次なる手を読み取ろうと静かなる頭脳戦を展開。

　さらに俺は月の胸元を凝ぎよう視しして煩ぼん悩のうを高め、それを自分のパワーに変える。

　絶対に脱がす……月の性格なら、次はおそらくパーでくるはず……！

「アウトッ、セーフ！　よよいの……っ」

　片手を大きく振りかぶる。この一瞬が勝負の分かれ目！

　これなら勝てると直感し、勢いよく全すべてを切り裂くチョキの手を突き出した。

　そして──

「う、うっしゃああああ！　勝った、俺おれが勝ったぞ！」

　じゃんけんにおける俺と月つきの歴史が変わった瞬しゆん間かんだった。

　俺のチョキに対し、相手はパー。完全な勝利、政権交代だ。

「ふふ、月、どうだ。俺だってやればできるんだ！」

「うー……こんなの間違ってる……」

　がっくりと肩を落とす敗者月。ずっと勝てなかった相手だけに思わずにやけるくらいに嬉うれしい。しかも……。

「さ、さあ月。罰ゲームが待ってるぞ？　か、隠しちゃダメだからな？」

　心しん臓ぞうがドキドキと激はげしく鼓動を打つ。

　ルールに従い、月はもう一枚脱がなければならない。さらしという名の邪じや魔ま者ものを取り去り、俺の前にその慎つつましやかなバストを晒さらさなければいけないのだ。

「……ホントに、やるの？」

　怖おじ気けづいたのか、体を隠すようにしてそう聞いてくるが、

「と、当然だろ？　そういうルールなんだからさ」

　期待に上うわ擦ずる声で言うと、諦あきらめたのか、月はゆっくりとさらしの結び目に手を掛けた。

　今までに無いくらいに高鳴る心臓。俺が見守る中、月の小さな手はするっとさらしを解ほどき始めた。

　一巻き、二巻きと解いていく。段々と弛ゆるんでくる白い布。少しずつ、胸の膨ふくらみが分かるようになってきて、月の頰ほおも次第に夕焼け色に染まっていく。

「真しん一いち、あんまり見ないで……」

　そう言われても今さら視し線せんを逸そらすことなどできず、じっと幼おさな馴な染じみの少女を見つめ……。

　最後に近づいてきて、さらしの隙すき間まから白い膨らみと、さらに色の違う部分が見えそうになって──




『おい、妹の声らしきものも聞こえるが、ぼくの気のせいか？』




　入り口の戸の向こうから浅あさ井いの声が聞こえてきた。

「げ、やべ──!!」

　みんなで顔を見合わせる。いや、せめて俺と藍あい川かわが二人ふたりで野や球きゆう拳けんをやっている、とかいう状況なら浅井も大して反応しないかもしれない……。

　が、俺は月まで脱がしてしまっているのだ。こんなあられもない姿のこいつを見れば、一発で女の子だってバレてしまう。

「か、隠れろっ！」

　瞬しゆん間かん、意地悪猫に遭遇した狡こう猾かつネズミのようにひゅんっと布団の中に潜もぐり込むひみこ。月つきは藍あい川かわに導みちびかれて、もう一つの布団の中にするりと潜り込んだ。

「ってひみこ！　お前は隠れる必要ないだろーが！　ほら、俺おれも入れろ！」

　巣穴に逃げ込むミーアキャットのようにひみこの布団に潜り込もうとすると──

　小さな足でどんっと外に蹴けり出された。

「な、なんで蹴り出す!?　お前の思考がマジでわからんぞ!?」

　くそ、このアホ娘を引っ張り出してぐるぐる体回転させて、ツインテールプロペラで竹とんぼみたいに空の彼方かなたへ飛ばしてやりたい気分だが……今はそんなことをしている暇は無い。

「月、藍川、そっちに入れてくれ！」

「え、さ、三人は無理……っ」

「ああっ、小鳥遊たかなしさん！　無む理り矢や理り入ってこないでくださいっ」

　そうは言っても、トランクス姿で女子勢と一いつ緒しよにいる所を見られれば、どんな噂うわさが立つか分かったもんじゃない。押し出されそうになりながらも無理矢理中へと押し入る。

（せ、狭い……！）

（当たり前……っ、真しん一いちのばか……）

　罵ののしられながらもどうにか体勢を整ととのえる。

（よ、よし、これでどうにか隠れられたか……）

（た、小鳥遊さん、あまり動かないでっ）

　ん？　と顔を上げようとすると、ぷにっとなにやら柔らかいものがほっぺたに当たった。

（あうっ、む、胸に顔を押しつけないでください……っ）

（あ、ご、ごめん……！）

（ひゃんっ……）

　今度は右みぎ頰ほおが柔らかいものに触れる。こ、これはもしかして……、

（そ、そんな所に、顔潜りこませないでっ……）

（え……？　こ、このほっぺたに当たってる温かいの、もしかして月のぱんつ……）

（ば、ばかっ、真一のえっちっ）

（うぐぐぐ、ふ、太ふと股ももで首しめないでくれ！）

　──苦しいけど、つ、月の体ってすげえあったかい。ぱんつと太股のすべすべというかもちもちというか、この感触がまた……っと、こんなこと考えてたら、いくら月でも恥じらいパワーで殺しに来るかも……！

　もぞもぞと蓑みの虫むしのように動いていると、さらに二人ふたりの肌が体に擦こすれてヘンな気分になってくる。三人とも半裸状態なので、ほとんど裸でもみ合っているようなものだった。

　──天国のようなある意味地獄のような……。桜に似た月の匂においと、ラベンダーに近い藍川の香り。種類の違う女の子の香りは布団の中に満みち溢あふれ、官能的なハーブ畑のようで、脳がくらくらととろけてしまいそうだ。

[image: ]

　突如現れた男の理想郷にバカになりそうになっていると、がらららっと戸の開く音が聞こえ、

「入るぞ……む、みーこ。やっぱり来ていたのか……」

「う、うん。遊びに来ちゃった」

　お前普通に会話するんかい。俺おれを蹴けり出した意味がまったく分からんぞ……。

「そうか……くそ、仕方ない。いいかみーこ。小鳥遊たかなしには近づきすぎないようにな。……っと、他ほかの連中はどうした？　小鳥遊どころか氷ひ坂さか君もいないみたいだが」

　う、姿が見えないと怪しまれるか……。

　布団から顔だけを出そうと、片手に力を入れると──

　くにゅっ。

（ああぅっ！）

　月つきの胸をむにっと思いっきり揉もんでしまった。藍あい川かわとはまた少し違った柔らかさ、素肌の感触は生暖かく、すべすべの質感が官能を呼び起こす……って、あれ？

（お、お前、さらし取れてる？）

　むにむにっと確かく認にんするように揉んでみる。……うん、やっぱり素肌だ。円を描くように柔らかい部分があって、この、先端に向かうに従って山みたいに膨ふくらんでいるのは──

（にゃぅ……ど、どうして普通に揉んでるの、えっちっ）

（いいいいい!?　ご、ごご、ごめん！　謝あやまるから抓つねらないでくれ!!）

　慌てて手を引っ込め、布団の外へと顔を出す。……に、肉が千切れるかと思った。

　と、今度は剣けん吞のんな目を向けてくる浅あさ井いの姿が。

「……やはりそこにいたか。氷ひ坂さか君も布団の中にいるのだろう？　どんな遊びをしているのかは知らんが、あまり騒さわがしくし過ぎるなよ？　あと、みーこにはくれぐれも手を出さないように。くれぐれも、だぞ」

「わ、分かったよ。悪かったな、うるさくしちゃって」

「ふん……くそ、いつかみーこをこのチンパン野郎から解放してやらなければな……」

　浅井はぶつぶつぼやきながら部へ屋やを出て行く。

　引き戸が閉められ、ほっと息をついた。さすがに修学旅行で女の子と一いつ緒しよに野や球きゆう拳けんやってたなんて知られたら、先生から呼び出しくらうところだ……。

「よし、二人ふたりとも出てきていいぞ？」

　もぞもぞと二人が俺おれの脇わきに顔を出す。三人で寝ているような体勢になってしまった。

「あ、あの、小鳥遊たかなしさん？」

「ん、なんだよ。もう大丈夫だってば」

　藍あい川かわはきょとんと目を丸くして、童女のように小首を傾かしげ、俺を見上げてきて、

「今、布団の中でなにかすごく固いものに触れたのですけれど……。あれは小鳥遊さんの足だったのでしょうか？」

　苦悩に目を瞑つむり、顔を逸そらす。まさか『それは男の第三の足だったんだよ。お前達のお陰で現れたんだ』なんて言えるはずもない。

　藍川の穢けがれない視し線せんに耐えられずにいると、月つきは胸元を布団で隠しながら、

「……修学旅行でまでえっちなんだから」

「それが真しん一いちせんぱいというものですよ。うふふ」

　ひみこは何食わぬ顔で、俺達が布団の中で並んでいる光景をスケッチブックに書き写している……けど、

「お、お前、そういやなんで俺を布団から蹴けり出したんだよ！　お前が入れてくれればこんな嬉うれしい……じゃなくて、苦しい思いせずに済んだんだぞ！」

　ひみこはにへへ、といたずらっぽく舌を出して、

「特に理由はありませんでしたっ。ほら、布団って独占したい気分になっちゃうじゃないですか──ってああ！　こめかみぐりぐりはいやぁっ！　そこはわたし敏感なんですぅ！」

「おうおう敏感なトコ責めまくってやるよ！　ここか、ここがいいのか！」

　きゃいきゃい騒さわぐひみこと俺。そしてスケッチブックを見てまた真まっ赤かな顔になる月と藍川。

　四人でこれでもかというくらい騒ぎながら、京きよう都との夜は更ふけていく──




　　　　４




　いつものメンバーで騒さわぎまくった後──風ふ呂ろに入ってから部へ屋やに戻ると、ひみこがふあ、とちょうど大きな欠伸あくびをしていた。

「ひみこ、そろそろ戻らなきゃまずいだろ？」

「はい……でもその前に、明日あしたの予定、決めておきません？」

　テーブルの上には開かれたガイドブック。いくつかのページに付ふ箋せんが貼はってあるようだった。

　藍あい川かわはぺらぺらとページを捲めくりながら、

「下しも鴨がも神じん社じやなど、候補は大体決めたのですけれど……。あの、佐さ藤とうさんのことはどうします？　氷ひ坂さかさんに、待ち合わせの約束をしておられましたけれど」

「……私、行くって言ってない。……でも、無視するのは悪い、かな」

　頭に浮かぶのは佐藤のセリフ。月つきがあいつに告白されたのなら……こうして少し距きよ離りを取った態度になるのも納得だ。こちらははっきり断ったとはいえ、佐藤の様よう子すを見た感じ、ちょっとまだ諦あきらめて無かったようにも見えたし。

　……でも、そうだな。さすがに無視とはいかないだろう。

「あいつ、多た分ぶんホントに待ち合わせ場所で待つつもりだろうからな……。一応会うだけ会って、断っとけばいいんじゃないか？」

「ん……真しん一いちもいてくれる？」

「ああ、俺おれだけじゃなくて、藍川もひみこもいるよ。な？」

　二人ふたりに同意を求めると、「もちろんです」と笑え顔がおと共に返事がくる。

「もしあまりにしつこいようでしたら、私も説得いたします。ですから安心してください、氷坂さん」

　藍川の心強い言葉に、月は一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいの後にすぐこくん、と頷うなずいた。

「わかった。それじゃ、ちょっと会って、断ってからみんなで回ろ」

　話はまとまった。眠たそうなひみこは目を擦こすりながら部へ屋やの外へ。

「明日も一いつ緒しよですよ、せんぱいっ」

「ああ。分かってるよ」

　よしよしと撫なでてやると、ひみこは気持ち良さそうに「んくく」と喉のどを鳴らす。

「それでは、おやすみなさい、氷坂さん、小鳥遊たかなしさん」

　藍川も会釈と微笑を残し、自分の部屋へと帰っていった。

　二人になって、途と端たんに部屋が静まりかえり、ひとまず窓を開けて籠こもった空気を入れ替える。庭の夜よ露つゆに濡ぬれた木々の香りがふわりと漂ってきた。

　落ち着いた空気の中、俺達二人は布団の上に座り込む。

「消灯時間までまだちょっと時間あるけど……そろそろ電気消すか？　眠いだろ？」

　ふあ、と欠伸あくびをする月つき。今日きようは沢たく山さん歩いたからか、もう夢の世界に旅立ちそうな顔になっている。

「……ちょっと待って。さっきのこと、小説にしておくから」

「ん？　ああ、野や球きゆう拳けんのことか」

　こく、と頷うなずき、月はいそいそとノートパソコンを取り出した。




　　♡　　♡　　♡




　──かっんっのーぅかぁくならぁ♪　えっちぃ取材もしやしゃんせぇ♪

「アウト、セーフ！」

「よよいの、よい！」

　誠せい一いちがチョキ、雪ゆきがパー……。

「ふふ、お前の負けだな雪。お前にはもう脱ぐものが一枚しか無い。それを脱いだ後は……分かるな？」

　くいっと口元を吊つり上げる誠一。普ふ段だんとは違う、雪への思いやりより性欲が勝まさっている邪悪な笑え顔がお。

　……さっきのドリンクのせいだ。

　京きよう都との古びた店で見つけた『精力増強・絶ぜつ倫りん丸まる』といういかにもな名前のドリンクを飲んでから、彼は性欲に溺おぼれる鬼畜男へと変化してしまったのだ……！

「うぅ、誠一、正気に戻って……」

　雪ゆきはいきなり野球拳に誘われ、あっという間に服を脱がされて、すでにぱんつ一枚の姿になっていた。白はく磁じのような肌はさっきから誠一のなめ回すような視し線せんに晒さらされて、さっそく紅こう潮ちようし始めている。

「俺おれは正気だってば。ほらほら、早く脱いで脱いでっ！」

　誠一は脱がないなら自分がというように手を伸ばしてくる。

　いつもよりさらに性欲旺おう盛せいな恋人に戸惑いながらも、雪は自分でぱんつを脱いで……、

「こ、これでいいの？」

　大切な所を手で隠しながら、誠一に上うわ目め遣づかいを向ける。

　しかしその仕し草ぐさが彼の本能に火をつけてしまったらしく──

「きゃんっ！」

　雪は勢いよく押し倒され、ソファの上に組み敷かれてしまった。

「や、やあっ……今日の誠一、なんだか怖い……っ」

「何言ってるんだ、俺はいつも通りの俺じゃないか！」

　声もなんだか上うわ擦ずっていて、鼻息の荒さもあって興こう奮ふん状態にあると一目で分かる。愛あい撫ぶも普ふ段だんより乱らん暴ぼうで、雪ゆきへの優やさしさがあまり感じられなかった。

　……あ、で、でも、私が満足させてあげれば、元に戻ってくれるかも。

　乱暴にされながらも、雪は彼の体を求めるように自分から抱きついていく。

　この後どれだけ恥ずかしいことをさせられるか、この時の雪はまだ知るよしも無かった──




　　♡　　♡　　♡




「今回は、いつもより激はげしい誠せい一いち短たん編ぺんシリーズ」

　月つきがぱたん、とノートパソコンを閉める。……俺おれをモデルにしたキャラが鬼畜っぽくなってるのがちょっと気になるけど……まあ、普段と違う雰囲気の作品を書くのも大切だろう。

　窓を閉めてからぱち、と電気を消し、布団に潜もぐる。くっつけ合った布団の片方で、月がこちらに顔を向けてくるのが見えた。

　やがて先生が消灯確かく認にんに来て、戸が閉まり、深夜の静寂が訪れる。いぐさの匂におい。普段と違う布団と枕まくら。しかし月が傍そばにいるお陰か、住すみ慣なれた家にいるような気分だった。

「真しん一いち、明日あしたはどこに行きたい？」

　どこか高揚感に浮き立つ声。こいつは心からこの旅行を楽しんでいるのだと分かる。

　……明日か。

「なあ、月」

「ん？」

「佐さ藤とうのことだから、あんまり強引には来ないと思うけど……いざって時は、俺に任せとけ。万が一話がこじれても、絶対なんとかしてやるから」

「……ん。頼りにしてる、ね」

　安あん堵どの滲にじむ声。それを聞いて、俺も安心して目を閉じる。

　佐藤か……。

　面おも白しろくて気の良い奴やつだったし、そんなに話が通じなかったって記き憶おくは無い。むしろ性格は良い方だったはずだ。

　断って、すぐに納得してくれればいいんだけどな……。
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　子供の頃ころから、月つきと喧けん嘩かすることは少なくなかった。

　四六時中一いつ緒しよにいるのだから当然。あいつは無口だが、だからと言って意思が弱いわけじゃない。官能小説家を目指すために父と対立した一件を考えてみても、その辺あたりは明らかだと思う。

　しかし、俺おれ達の喧嘩は長引かない。どちらかが早いうちに謝あやまって、それまでよりもずっと仲良くなって終わりだ。

　どうしてそんなに早く謝るかと言えば……喧嘩の原因が解決するというよりも、二人ふたりが仲が悪いままなのが嫌いやだから。喧嘩して、険悪な状況に二人とも耐えられないから、すぐにどちらかが謝る。いつもそのパターンだった。

　小学校六年の時に一度、俺が月とプールに行くという約束を破って、男友達と野球に行ってしまったことがあったが……あの時は夜に仲直りした。延々謝り続ける俺を、月が夜中になってようやく許してくれたのだ。今までの喧嘩だと、あれが一番仲直りするまでの時間が長かったと思う。

　二人は兄妹のように仲が良いから……。

　だから今までは、二人の喧嘩と言えばその程度だった。




　そうだ。今まではそうだった──




　　　　１




「……久々だなあ」

　スズメの声が聞こえる旅りよ館かんの朝、布団の中を見て呟つぶやく。

　俺の横では、月がすやすやと寝息を立てていた。目が覚めてみればすぐ傍そばに見み慣なれた整ととのった顔があったので、久しぶりということもあって心しん臓ぞうが飛び出すかと思った。

　欠伸あくびをしながら、安らかな眠り姫の寝顔を見つめる。

　……こいつが俺の布団に入ってくるってことは、何か不安になることがあるってことだ。

　考えられるのは佐さ藤とうのこと。今日きようは一緒に行動することになっているが……昨日きのうの様よう子すを見た感じだと、あいつはちょっと強引だった。だから月も不安になったのかもしれない。

　でも、俺の布団に入ってくるのは良いんだけど……、

「浴衣ゆかたずれてるって、もう……」

　月の浴衣は胸元がはだけ、隠されているべき部分まで見えそうになっている。苦しかったのか、寝る前にさらしを外していたから、控えめなバストを隠すものは何も無くて……ちらちらと、先端の方まで見えそうになっていたりいなかったり。

　──あ、相変わらず柔らかそうだなあ……。

　物足りないと言う人もいるだろうが、この大人おとなしめな膨ふくらみは十分魅み力りよく的てきなのだ。もちろん藍あい川かわのようなグラマラスな体も凄すごいけど、月つきのこれは柔らかいし、触ってて気持ち良いし……。

　そんなことを考えているうちに、男という名の蟻ちようを誘う砂さ糖とうのような胸元に、指がゆっくりと伸びていって──

「ん…………」

　くぐもった声と共に眠り姫の瞼まぶたが開き、慌てた俺おれは銃を突きつけられたように両手を上に上げる。

「おはよ、真しん一いち……」

「おう、おはよう」

　平然を装うが、月は浴衣ゆかたがはだけたまま起き上がったので、胸元からお腹なかにかけてぱっくりと純白の肌を晒さらしていた。旅りよ館かんで二人ふたりっきり、はだけた浴衣の美少女、上うわ目め遣づかいで眠そうな顔、今にも見えそうな胸元、ちらりと覗のぞく水みず色いろストライプ柄のぱんつ……。

　──っと、いけない。今は二人っきりと言っても修学旅行中だ。消えろ煩ぼん悩のう！

「お二人とも、おはようございま──ああっ、ど、どうしてお二人とも一つのお布団にっ！」

　ドアから入っていた藍川が、顔を真まっ赤かにして卒倒しそうになっていた。




　朝っぱらからドタバタと騒さわがしかったが、こうして修学旅行二日目が始まる──




　今日きようは早朝から旅館の近くにあったお寺の本堂で座禅をした後、また自由時間だ。空は少し雲が多いが、日は照っているので天気予報で言うなら快晴ではない晴れといった感じ。雨が降る心配は無さそうだし、傘などは持たず手ぶらで観かん光こうできそうだった。

「一いつ緒しよのお布団で寝ていたとはいえ……間違いは無かったのですよね、ね？」

「な、無かったってば」

「ん。無い無い」

　何度も同じ質問をする藍川に身の潔けつ白ぱくを説明しつつ──佐さ藤とうとの待ち合わせ場所へと向かう。バスを降り、人で溢あふれる四し条じよう寺てら町まち通どおりの入り口へ行ってみると──

「あ、氷ひ坂さか、こっちこっち！」

　待っていた佐藤が手を振ってくる。そんな仕し草ぐさだけで絵になるのだから、美形は得だと思う。

　でも、俺達も傍そばにいるんだけどなあ……。

　彼の表情は明るく、その目が向いているのはやはり俺の横に立つ幼おさな馴な染じみ、月だけのようだった。

「はよっす、佐さ藤とう」

　気軽な俺おれに続いて、月つきも躊躇ためらいがちに、

「おはよ、佐藤くん」

　途と端たん、ぱあっと花が咲いたように輝かがやく彼の顔。……好意を寄せてると、挨あい拶さつされただけでこういう顔になるのか。

「俺は、こういう経けい験けんって無いなあ……」

「なにか言いました？　小鳥遊たかなしさん？」

　顔をのぞき込む藍あい川かわに「なんでもないよ」と答えると、佐藤がさっそくというように月に近寄ってくる。

「な、なあ。今日きようは俺と一いつ緒しよに回ってくれるか？　行くトコとか結構考えてきたんだ」

「……ん。そのことだけど」

　こちらに顔を向けてくる月。

「私、真しん一いち達と回るから……」

　瞬しゆん間かん、佐藤の顔が落胆に染まる──が、肩が落ちそうになる寸前で持ち直した。

「で、でも、二時間くらいでいいからさ、俺と回ってみても良くないか？　絶対退屈させないからさ」

　佐藤が食い下がるようにさらに一歩踏み出し、月は押されるように一歩後退。

　……必死だなあ。やっぱり好きな人のことになると、こうして引けなくなっちゃうのか。

「なあ、佐藤。月もこう言ってるんだからさ……」

　割って入ろうとすると、佐藤が焦ったようにこちらに視し線せんを向けてきて──

「な、なんだよ小鳥遊。別にいいだろ。お前、氷ひ坂さかのことなんとも思って無いって言ってたじゃんか……」

　本人の前で言うなよ、と眉まゆをひそめていると──月の肩がぴくっと震ふるえた気がした。

「そりゃそう言ったけど……。それは今は関係無いだろ」

「あ、あるよ。恋人でもなんでも無いなら、俺が氷坂にアプローチかけても気にしないはずだ」

　慌てたような早口だ。さっきから切せつ羽ぱ詰つまった顔のままの佐藤だった。

「でも、月自身が俺達と回るって言ってるんだし……」

　引く気を見せない彼に、どうしたものかと思っていると、

「……真一、なんとも思ってないって言ったんだ」

　月がぽつりと俺を見上げてそんなことを言う。頰ほおが少しだけ膨ふくらんでいるように見えた。

「い、言ったけど……それは、恋人とか、そういう風には思ってないってことだぞ？」

「……ふーん。そうなんだ」

　素っ気ない声。普ふ段だん以上に無表情な顔。なぜだか月の機き嫌げんが急降下しているみたいだ。

「……とにかく、行こうぜ？　佐藤、悪いけど、こいつと回るのは諦あきらめてくれ」

　これ以上話していてもこじれるだけだと思い、月つきの手を摑つかんで歩きだそうとすると……。

　佐さ藤とうが「あ、あ」と置いて行かれる子供のような声を出しながら、




「あ……ひ、氷ひ坂さか！　俺おれと一いつ緒しよに行ってくれないと、お前が女の子だってこと、みんなにバラしちゃうかも……！」




　そんな恐ろしいことを言い出した。

　息を飲む俺達四人。凍り付くような佐藤のセリフに、緊きん張ちようが一気に高まり……。

　全員の鋭するどい視し線せんを受けて、佐藤は見るからに怖おじ気けづいたように小さくなる。

「お、お前、バラさないでくれって頼んどいただろ！」

「わ、分かってるけど……！　ちょっとくらい、氷坂が付き合ってくれてもいいじゃんか……」

　こちらの機き嫌げんを伺うかがうように言ってくる佐藤。肩をすぼめている様よう子すは先生に叱しかられる子供のようで……。こいつ、追い詰められるとこんなに情けなくなるのか……。

　月はどうしよう、というように困り顔で佐藤を見ている。

　ひとまず四人で固まって話し合いだ。

（藍あい川かわさん、ひみこちゃん、どうしたらいいかな……）

　月はなぜかこちらに視線を向けず、質問も二人ふたりだけに向けている。

（佐藤の奴やつ、もしかしたら本気かもしれないし……これは従うしか無いか？）

（仕方ありませんね……。私達もついて行きますから、氷坂さんが強引に言い寄られるようなことがあれば助けに出ましょう）

（そうですねっ。でも……佐藤さんの様子を見てると、とても月せんぱいに無む理り矢や理りなアプローチしそうには、見えませんね）

　そうだな、と頷うなずき合う俺達四人。たしかに、こんな風にすがるような顔をしている佐藤が強引になるとは思えない。

「な、なあ、氷坂。一緒に回ってくれないか……？」

　そう言う佐藤はまるで願ねがうような姿だ。……女性に言い寄るハンサム男と言えば、もう少し凜り々りしい顔をするものと思うんだけど。

「……氷坂さん、どうします？」

　藍川は同情モードに入ったようで、気の毒そうな目を佐藤に向けていた。ひみこはどちらかというと呆あきれたような表情……。

　月はそんな二人と視線を交わして、やはり迷っていたようだったが──やがて仕方ないと言いたげに重く頷いた。

「……わかった。一緒に回る」

「ほ、ホントか、氷ひ坂さか！」

　佐さ藤とうは心の底から安あん堵どしたようで、ほっと胸をなで下ろしている。

「つ、月つき？　ホントにいいのか？」

「ん、いい。ちょっとくらいなら……」

　気が進まない様よう子すだったが、仕方ない、と言いたげだ。……こいつの性格を考えると、こんな風に頼まれれば嫌いやとは言えないか。

　なんにしても、二人ふたりっきりにはさせたくない。月の耳元に顔を寄せる。

（安心しろよな、俺おれが一いつ緒しよだから──）

　が、なぜか月はふいっと顔を背けてしまった。聞きたくないと言わんばかりだけど……。

「お、おい、さっきからなんなんだよ？」

「別に。真しん一いち、私のことなんとも思ってないんでしょ」

　あ、と思い当たった。さっきのセリフ。あれでまだ怒ってたのか……。

「いや、だからあれは異性として云うん々ぬんって話で……っておい、聞いてくれよ！」

　月は聞く耳持たないという様子で他ほかの二人に向かい、

「藍あい川かわさんとひみこちゃんは、どうする？　別の場所を観かん光こうしててもいい、よ？」

「んー……一応ついていきますよ。大丈夫だと思いますけど、佐藤さんと二人っきりにはなりたくないでしょ、月せんぱい？」

　佐藤に聞こえないくらいの声でひみこがそう言うと、月は頷うなずいて「ん、よろしくね」などと小声で頼んでいる。く、くそ。あれは本来俺が言われる言葉なのに……。

「そ、それじゃ、行こうぜ氷坂。小鳥遊たかなし、あとで氷坂はちゃんと旅りよ館かんまで送るからさ、安心しろよな」

　佐藤はこちらに手を振って、浮き立つような足取りで歩いていく。もう想おもい人びとしか目に入っていないというように、なにやら一方的に話していた。

　ある程度の距きよ離りが離はなれると──ひみこがくいくいと裾すそを引いてきた。

「せんぱい、月せんぱいにも頼まれましたし、一応追いかけましょう？」

「そうだなあ……、行くか」

「それにしても、佐藤さんは余程氷坂さんのことがお好きなのですね……」

　なんだか予想外の展開になってしまったが、ひとまず俺達三人は二人の後を追うことにした。

「あ、二人とも鴨かも川がわを渡るつもりっぽいです。ほら、早く行きましょうっ」

　先を行くひみこに引っ張られるようにして、月の後を尾行していく。

　四し条じよう通どおりを東に向かい、鴨川にかかる橋を渡る。……この先には八や坂さか神じん社じやとかがあるはずだけど、そっち方面に向かうつもりなのかな。

　前を行く月達と離れすぎないように急ごうとすると、

「うお、団体さんが…………！」

　目の前にぞろぞろと修学旅行生の一団が現れた。中学生らしく、引率も目を離はなしているのか通路一杯に広がっていて、俺おれ達が思うように前に進めない。

「あの、道の片端は開けて──あ、ごめんなさいっ……」

　藍あい川かわが注意しつつ前に出ようとするが、どんっと女の子にぶつかってしまってぺこぺこと謝あやまっている。俺も一いつ旦たん横に避け、団体さんがいなくなるのを待つしかない。

　集団をやり過ごしていると──気がつけば、月つき達の姿はどこにも見えなくなってしまっていた。

「や、やばい、いきなり見失った……」

　藍あい川かわと二人ふたりで立ちつくしていると、ふと携帯の着信音が鳴る。ひみこの名前が表示されてるけど……そういえば、あいつの姿もどこにも見えない。

「ひみこ、お前どこにいるんだ？」

『今、地下鉄駅の中です。二人ともここから離れるみたいですね。もう電車が来ちゃいます』

「ホントか？　それじゃ、俺達は次の電車で追いかけるから──」

『んー……追いかけるのは、わたしだけで大丈夫だと思いますよぅ？　佐さ藤とうさんってヘタレみたいですし、三人で追う必要も無いのかなって。真しん一いちせんぱい達は別の場所で観かん光こうしててもいいですよ。恵めぐみせんぱいと二人っきりっていうのも、珍しいでしょ？』

「珍しいっちゃ珍しいかもしれないけど、でも、今は月のことが……」

『さっきの佐藤さんを思い出してください。心配すること無いですよ。……あんまり月せんぱいのこと困らせてるようだったら、わたしが割って入りますから。その後お二人と合流しますよ。……それに恵せんぱいとも、もっと仲良くしてあげるべきですよ、真一せんぱい？』

「ん？　今でも仲良いだろ？」

『そうですけど、恵せんぱいはもっと仲良くなりたいって思ってるかもしれませんよ？　とにかく、月せんぱいはわたしがちゃんとお守りしますから！　あと、合流する時のために連絡は取り合うようにしましょうね」

「それは分かったけど……でも、やっぱり俺達も──」

『それじゃ、恵せんぱいと楽しんじゃってくださいね～！』

　こちらが何か言う前にぷつっと通話が途と切ぎれ、通話時間が表示される。

「ひみこちゃん、なんと言っておられましたか？」

　藍川がすぐ横で聞いてくるので、会話の内容を簡かん単たんに話す。

「……ひみこちゃん一人ひとりで大丈夫でしょうか？」

「まあ、佐藤のヘタレっぷり見た感じだと、大丈夫だとは思うけど」

　さっきの会話を思い出したのか、藍川も「そうですわね……」と頷うなずいていた。

「小鳥遊たかなしさん、どうしましょう。一応、追いかけますか？」

　ケータイを開けたり閉めたりしながら、ちょっと考えてみる。

　あの佐さ藤とうが相手なら、月つきは一人ひとりでも大丈夫なくらいだと思うし、ひみこと連絡は取り合うことに決めてる。……それに、さっきのひみこのセリフだ。

　……藍あい川かわと、もっと仲良く、か。

　ちら、と彼女の顔を見る。確たしかに、月やひみことは違って、藍川と二人ふたりだけになることは殆ほとんど無い。この機き会かいに、少し二人だけで話をしてみるのもいいのかもしれない。

「向こうは、ひみこに任せてみようか。特に俺おれは佐藤にしっかり顔を覚えられてるから、尾行してても目立つだろうし。ひみこはまだほとんどあいつと会ってない上に小柄だから、一人の方がバレにくいかもしれない。見つかったらまた話がこじれそうだしさ」

「言われてみればそうですわね……。氷ひ坂さかさんも、それほど佐藤さんを怖がってはいないようでしたし。みんなでついていく必要は無いのかもしれません」

　こく、と頷うなずき合う俺達。……月が見えないのはちょっと心配だけど、ま、ひみこ一人に見張らせておけば心配いらないだろう。

「……あの、それでは私達は、どうしましょう？」

　藍川は窺うかがうように聞いてくる。その顔はちょっと気まずそうで……。

　だから俺は、意い識しきして何気なく言ってみた。

「じゃあさ……二人で観かん光こうしてみようか？」

　その言葉が意外だったのか、藍川は目をぱちぱちとしばたたかせていたが……やがて、少し俯うつむき加減になり、

「は、はい……。小鳥遊たかなしさんがよろしければ、ご一いつ緒しよさせていただきます」

　こうして、ひみこの言った通り、ちょっと珍しい二人で京きよう都とを回ることになった。




　　　　２




「ここには、必ず来ようと決めていたのです」

　斜め後ろを歩く藍川がそう呟つぶやく。左右には並び立つ原生林。どの木も背が高く、上を見上げれば冬を控えて赤くなった葉が視界を鮮あざやかに彩る。

「ほー、下しも鴨がも神じん社じやかあ」

　出で町まち柳やなぎ駅えきを出て徒歩で数分。二つの川が合わさる地点にその神社はある。

『糺ただすの森もり』というらしい落葉広こう葉よう樹じゆの森を抜けると、こちらも紅葉に劣らず存在感のある赤あか色いろの鳥居が見えた。

　そこをくぐれば舞まい殿どの、その奥に本ほん殿でんがある。金きん閣かく寺じみたいに派は手でじゃないし、境けい内だいも狭い方だけど、こちらもやはり世界遺産。こっちの方が落ち着いていて不ふ思し議ぎと見栄えが良い。境内をさらさらと流れているみたらし川がわも涼しげだった。

　……月はこういうトコ好きだろうな。金閣よりも銀ぎん閣かく、それよりもさらにこういう静かな神社が好みのはずだ。

「小鳥遊たかなしさん、どうしたのです？」

「ん？　い、いや、なんでもない」

　慌てて首を振ると、藍あい川かわは俺おれの内心を見透かすように、

「氷ひ坂さかさんのことを考えていたのですね？　やっぱり、私達もついて行った方が良かったでしょうか……？」

「あ、えっと……それはさっきも言った通り、ひみこ一人ひとりで大丈夫だよ。それに心配になったら、佐さ藤とうのヘタレっぷりを思い出せばいいんだし」

　藍あい川かわは目を瞑つむり……その顔がほっとしたように弛ゆるんだ。佐藤のことを思い出したらしい。

　しかし……しまった、と思う。どうしても月つきのことを考えてしまうのは、長年染みついた癖くせというものだろうか……。

「佐藤は二時間くらい一いつ緒しよに回るって言ってたんだし、すぐに月とひみことは合流出来るよ。だから、俺達は俺達で観かん光こうしとこう？　一応、ひみこには俺達の居場所と、そっちの様よう子す教えるように書いたメール送っとくことにしてさ」

　こく、と頷うなずく藍川。……よし、月のことは頭から離はなれないけど……今は彼女のこともよく考えるぞ。

　そんなことを思いながらひみこにメールを送り、一通りするりと境けい内だいを巡って──あっさりと鳥居の外に出る。

　どうやら藍川の目的地は、この神社自体ではなく、

「こちらが、相あい生おい社しやというのです」

　神社の門前にちょこんと立っている、小さなお社やしろのようだった。

　おまけ、というような小さな社。そしてその横には『連れん理りの賢さか木き』という普通の木が──

「ってこの木、元々二つなのに途中でくっついてる……？」

「はい、そうなのです。この木はすでに四代目。必ずこの糺ただすの森もりの中に生はえるという不ふ思し議ぎな木なのですわ」

　藍川はどこか感動の面持ちでその木の繫つながった部分を眺めていた。

「たしかに珍しい木だよな……。あ、ところでこの社っていうのは、どういう御ご利り益やくがあるんだ？　見たトコ、あんまり凄すごい神社には見えないんだけど……」

「まあ、失礼です。小鳥遊さん？　このお社は、ですね……」

　始めは語ご調ちようも強かったのに、次第に口を閉ざしていき──自分で見てくださいとばかりに、看板を指さした。

「えっと……縁えん結むすびの神？」

　藍川の顔を見ると、ほんのり夕日色の頰ほおになりながらあたふたと手を振って、

「ち、違うのですよ？　私は恋愛とか、そういう下心があって小鳥遊さんを連れてきたわけではなくて……」

「あ、ああ。落ち着いて話していいぞ？」

　深呼吸を二つ。そして彼女は胸に手を当てながら……。

　話そうとして、一度躊躇ためらい。

　そして再び静かに話し始めた。

「あの、ですね。最近、私と氷ひ坂さかさんとの仲は、段々と親密になってきたと思うのです」

「そうだな。距きよ離りが無くなってるのが俺おれから見てても分かるよ。二人ふたりが仲良しだとこっちも嬉うれしいし、良いことだよな」

「あ、ありがとうございます……。でも……」

　藍あい川かわは、こちらを下から見上げるようにして、

「……小鳥遊たかなしさんはひみこちゃんとばかり仲良くしていて。しかも最近は鷹たか島しまさんとも親密に見えますし。私との距離が離はなれているのではと、そう思えるのです」

　思わず目をぱちくりさせる。……意外としか言いようのない話だ。

「たしかにひみことは仲良いけど、鷹島とのことはギネス級の勘違いだろ。あいつ絶対頭の中で俺のこと十回は殺してるぞ？」

「そんなことありません。喧けん嘩かするほど仲が良いのです。……小鳥遊さんは鷹島さんだけでなく、氷坂さんやひみこちゃんとも軽口を言い合えるのに、私とは……」

　不満そうに目を伏せ、ほんの微かすかに唇をスズメのように尖とがらせている。

「……なんとなく分かるのです。私と小鳥遊さんの間には距離があると」

「そうかなあ？　俺、藍川とも……その、仲良いと思ってたけど」

　一いつ瞬しゆん彼女の顔が輝かがやいたが、すぐにぶんぶんと首を振られる。

「嬉しいですけど……も、もっとです。私もひみこちゃんみたいに小鳥遊さんと接したいのです。……友情を深めたいのですっ」

　最後は絞り出すような言い方だった。

　……お前とは体たい験けん取材もしてるくらいなのに……ってこれは言うべきじゃないか。

　しかし、言われてみればたしかに、藍川とは軽口たたき合えるような関係じゃないって気はする。俺の話し方もちょっと他た人にん行ぎよう儀ぎかもしれない。取材でもなければ体に触ることなんてできないし、ひみこにするみたいなべたべたスキンシップはまず無理だ。

　でもいきなり仲良くしろって言われても難むずかしいし……お祈りはきっかけになるかもな。

「そうだな、俺も藍川ともっと仲良くなれたら嬉しいし。……よし、それじゃ祈ってみようか」

「あ、違うのです。ここは特殊な儀式をする場所なのですわ」

　こっちこっちと手招きされ、俺達はすぐ傍そばに立っていた授与所の中へと入っていく。

　そこには様々な種類の縁えん結むすびお守りと共に、絵馬が多く売られていた。えんむすび祈き願がん、という文字が書かれ、それに赤と白の紐ひもが付けられている。

　購こう入にゆうして店の背後に回れば、そこには机の上にペンが置いてあり、さらに藍あい川かわの言う『儀ぎ式しき』のやり方が説明されていた。

「……えっと、絵馬に願ねがい事ごとを書く。その後で社やしろの周りを三周……昨日きのうの恋占いの石もそうだったけど、面おも白しろいやり方なんだな」

「それだけに効果があるのです。知り合いにこれをやった後に仲が深まった方がいるので、霊れい験げんあらたかなことは実証済みです」

　言いながらいそいそとペンを絵馬に走らせている藍川……。どうやら何を書くかは決めてきたようだった。

　俺おれも横に倣ならい、願いを書き込む。

『藍川ともっと仲良くなれますように』

「藍川はなんて書いた？」

「私はこれです。『小鳥遊たかなしさんともっと仲良くなれますように』と……」

　絵馬を見せ合うと、自然とお互いの頰ほおが弛ゆるんだ。示し合わせた訳でも無いのにまったく同じ願い事。

　最後に縁えんを意味する赤と白の紐をきゅっと結び、願いの絵馬が完成だ。

　二人ふたりして相あい生おい社しやの前に並び、一度顔を見合わせて、

「じゃ、始めようか」

　頷うなずき合い、それぞれが逆の方向へと回り出す。

　社の後ろを通り、連れん理りの賢さか木きの横を通って前へ。それを繰くり返して──

「三回目、です」

　三度目、藍川と社の裏で鉢合わせ。ここで絵馬を奉納するんだ。

　奉納棚には大量の絵馬が掛かっていた。付属のシールで願いが隠してあるものもあるが、そのまま奉納されて『○○と幸せな結婚ができますように！』などと書かれているものもある。

　……結婚。やっぱりここって、そういうお願い事をする場所なんだ。

「……幸せな結婚」

　ぽつりと呟つぶやきが横から聞こえ、何気なく彼女の横顔を見る……。

　と、藍川と息がかかるような至近距きよ離りで目が合ってしまい──ほんの一いつ瞬しゆん、頭の中にありえない光景が浮かんだ。

　──マンションの一室、スーツ姿で仕事から帰ってくる俺。小さな子供を抱えてそんな俺を迎えるエプロン姿の藍川……。

　じゃりっと背後で他ほかの観かん光こう客きやくが歩く音が鳴り、俺はようやく我に返って、藍川から一歩距離を取る。彼女もぽわんっと頰を桃もも色いろに染めて勢いよく下を向いた。

　──お、俺って奴やつは、なんてはしたない想像を……。

「あ、あの、小鳥遊たかなしさん、ごめんなさい。私、変な妄想をしてしまいました……」

「お、俺おれの方こそ、あんな未来があるわけないのに……」

　すう、はあ、と深呼吸して気持ちを落ち着かせながら、絵馬をかけて奉納を終える。

　一いつ旦たん別れ、最後に社やしろの前で藍あい川かわと再会……が、俺達の間には微妙な空気が漂っていた。

　俺はそれを吹き払うように、改めて相あい生おい社しやに手を合わせて藍川との友情を願ねがい、

「とにかく、これで願い事が叶かなうといいな」

「は、はい本当にそうです……」

　言いつつ──藍川はなにやら俯うつむいたまま、そっと俺の頰ほおに手を伸ばしてくる。

　なにをするつもりなのかな、と思っていると──

「えい」

　そんな可愛かわいらしい声を出して、ほっぺたをきゅっと摘つまんできた。抓つねったわけではなく、赤ちゃんの頰を摘むような優やさしい手つき。

　意外な行動に、目をぱちぱちとまばたかせる。

「…………」

「…………」

　上うわ目め遣づかいの彼女の視し線せんを受け止めることしばし……。

　さあっと風がながれ、ぱらぱらと落ち葉が足に当たって、

「あ、あの、藍川？　俺、なんかした？」

　ぽむっと音を立てるようにして、藍川のほっぺたが真まっ赤かに染まった。

「ご、ごご、ごめんなさいっ」

「い、いや、いいんだけど……。俺って、なんか悪いことしちゃったか？」

　彼女はぶんぶんぶんっと残像が残るくらいの勢いで首を振り、

「ちがっ、違うのですっ。その……うまく儀ぎ式しきも終わったし、スキンシップを試してみようと……」

「あ、なるほど、そういうことね……」

　すりすりと藍川に摘まれた頰に触れてみる。彼女の体温がまだ残っているような気がした。

　……さっきの二人ふたりが端はたから見るとどんな風だったかと考えると、なんだか、こっちまで恥ずかしくなってくる。

「あの、小鳥遊さん、お嫌いやでしたか……？」

　そんな上目遣いで見られてしまっては、こちらとしては文句の言いようも無い……というか、元々文句を言うわけもなく……、

「そんなことない。ぜ、全然嫌じゃなかったから。そうだな、こういうのも、俺達の間でもあっていいよな？」

　こちらもおそるおそるという感じで、藍川のほっぺたに手を伸ばし──

　ぷにっとそのほっぺたをつついてみる。

「あうっ」

　ぷに、ぷに……。

「あう、あう」

　あ、意外と柔らかい。あうあう言ってる藍あい川かわもちょっと困ったような、それでいて嬉うれしそうな顔で……。

　なんかこれ、ちょっといいかも……。

　二人ふたりしてほんのりと頰ほおを赤らめながら、まったりした空気の中で和なごんでいると──

「あ、そこの自分たちの世界作ってるお二人ふたりさん！　ちょっとお願ねがい事ごとがあるんだけどっ!!」

　ん、とそちらに顔を向けると──なにやら大学生くらいのお姉ねえさんが汗を流しながら立っていた。当たり前だが、まったく見知らぬ顔だ。

「あの、俺おれ達ですか？」

「そうそう、キミ達！　こっち来てこっち！」

　お姉さんはこちらに向けてちょいちょいっと手招きしながら走り出す。

　何がなにやらと顔を合わせる俺と藍川だったが、ここで知らんぷりをするのも後味が悪い。とりあえず追いかけてみることにした。

　そしてお姉さんに連れられて、やってきた場所は……、

「あら、こんな所に小さな神社が……観かん光こうマップにも載っていないみたいです」

　ガイドブックを見ながら藍川は不ふ思し議ぎそうな顔。

　彼女の言葉通りの小さな神社だった。入ってすぐに本殿があり、左に手水ちようず場ば。右にお守りなどの小さな販売所。ただ、神社の周囲は紅葉に囲まれているため美しい光景だ。参拝者はおらず、穴場という雰囲気の場所だった。

　こちらの疑問が聞こえたか、お姉さんはあははと笑って、

「ウチの神社小さいから、ガイドブックにも載ってなくて当たり前。間ま宮みや神じん社じやっていうんだけどね。でも、一応それなりの由ゆい緒しよはあるんだよ。お守りもほら、お手製だから、近所の人は買いに来たりするんだ」

　ちょっとはすっぱなしゃべり方でお守りを見せてくれる。

「まあ……なんだか暖かみのあるお守りですわね」

「あ、嬉しいこと言ってくれるじゃない。……で、さ。二人にお願いがあるんだけど」

　なんでしょう、と首を傾かしげる俺と藍川に、お姉さんはぱしっと手を合わせて、

「お願いっ。見ず知らずのあんた達に頼むのもおかしいと思うんだけど……、少しの間販売所の受付、やってもらえないかな!?」

　冗じよう談だん……という雰囲気でもなく。

　俺と藍川はきょとんとして、目をしばたたかせるのだった。




　　　　３




　なんでもお姉ねえさんは大学生で、今日きようはどうしても外せない講こう義ぎがあるらしかった。サボればいいと思っていた授業が実は超重要なものだった、ということは時々あるんだとかなんだとか。

「ね、お願ねがい！　巫女みこの服着させてあげるし、そっちの男の子には宮ぐう司じ服ふくを進呈！　大学すぐそこだから二時間くらいで戻ってくるし、終わったらなんか奢おごってあげるからさ！」

「つっても……見ず知らずの俺おれ達にそんなこと頼んでもいいんですか？」

「いいのよ。二人ふたりともすっごい良い子そうだし、見た感じ修学旅行中でしょ？　そんな子達がおかしなことするわけないもん。だから、お願い！　哀あわれなお姉さんを助けると思って……」

　年上の人に泣きそうな顔でそんなことを言われれば──こちらとしてはなかなか断りにくい。それに相あい生おい社しやで儀ぎ式しきを終えた直後に、二人でこんなに珍しい共同作業をするというのも、なんだか運命的なものを感じる……。

　でも、俺達には月つきのことがある。いつでも合流出来るように、外に出ておきたいんだけど……。

　迷ったのだが──藍あい川かわと話し合って、少しだけなら、ということで了承することにした。

　そんな事情で、俺達は今、こうして販売所の受付に二人並んで座っているのだが、

「いいのでしょうか、先生に無断でこんなことをして……」

「大丈夫だろ、たぶん。ここって観かん光こう客きやくが来そうな場所じゃないし、もし見つかっても『人助けのため』って正直に言えば問題にはなんないよ」

　そう言う俺の格好は、お姉さんから渡された宮司さんの着る服だ。そして藍川の格好は白衣と緋ひ袴ばかま。巫女さんの着る巫女服そのもの。

　前のコスプレ文化祭の時に月は巫女さんっぽい格好をしていたが、藍川は過か激げきなコスチュームだった。あの時も『可愛かわいい格好が良かった』と言っていたこともあり、その分、この清せい楚そな服を着た彼女はちょっと嬉うれしそうだ。

　……月もだけど、藍川もやっぱりこういう服が似合うなあ。

「小鳥遊たかなしさん、前の忍者の服もそうでしたけれど……和風の服がとても似合うのですね。驚おどろくくらいにしっくりと馴な染じんでいます」

　こちらが褒ほめようと思っていると逆に褒められてしまった。

「そ、そうかな？　剣道やってた時に袴とか穿はいてたからかな」

「きっとそうですわ。小鳥遊さんの剣道をやっている姿というのも見てみたいですわね」

「……藍川に見学されてたら、なんだか気恥ずかしくて集中できなさそうだな」

　そんな他愛たわいも無い話をしていると──どこかのお婆ばあさんが一人ひとり、杖つえを突きながら境けい内だいへと入ってきた。

　いらっしゃいませ、というのもおかしいと思い、そのまま参拝者を眺めていると……。

　お婆ばあさんは慣なれた様よう子すで手水ちようず場ばで手を清め、本殿に拝おがんで、こちらには気付かない様子で帰って行ってしまった。

「……ま、みんながおみくじやらお守りやら買いに来るってわけじゃないか。お姉ねえさんも『漫画本読みながらでもいいよ』とか言ってたし、ちょっとくらいリラックスしても良さそうだな」

　背後に置いてあった椅い子すに座るが、藍あい川かわは立ったまま。

「藍川は座らないのか？」

「私は立っています。……ここからこうして見る紅葉もみじも、すごく綺き麗れいですから」

　座っている俺おれの視点からは、藍川の横顔の向こうに燃もえるような紅葉の光景が映っている。

　……この光景を写真に収めるとすれば、間違いなく主役は藍川で、紅葉は引き立て役になるだろうな。

　でも、月つきもこういう光景が似合いそうだ。あいつは四季の中だと晩秋のイメージ。舞まい散る紅葉はあの儚はかない雰囲気にぴったりと合いそう……。

「小鳥遊たかなしさん、やっぱり時々氷ひ坂さかさんのことを考えているのですね。表情が凄すごく優やさしくなるから、分かります」

　はっと我に返ると、藍川は穏おだやかな微笑をこちらに向けていた。

「え？　そ、そうかな……？」

「そうです。ふふ……そのうち私のことを考える時にも、そういう優しい顔をするようになってくれるでしょうか？」

「優しい顔、か？　じ、自分では分からないんだけどなあ……」

　ぺたぺたと顔を触っていると、藍川がくすっと笑う。……また月のことを考えちゃってたか。この癖くせはもう治りそうに無いな。

「ところで、小鳥遊さん。氷坂さん達、私達の居場所が分かるでしょうか？」

「ん？　……ああ、さっきメール送っといたから、多た分ぶん分かると思うけど。佐さ藤とうは二時間くらい一緒に、って言ってたから、まだ月達がこっちに来るまでは時間掛かりそうだな……」

　ひみこのことだから、隙すきをついて月を攫さらうくらいのことはやりそうだが。佐藤は相当熱ねつを上げているようだったから……。

「まあ、あんまり気にしててもどうにもできないし……。大人おとなしく待とうか。そのうちひょっこりやって来ると思うから」

　……それに、これも珍しい経けい験けんだし、ずっと向こうを気に掛けていても楽しめないだろう。

「二人ふたりっきりだし、仲良く販売作業にいそしむとするか？」

　おどけたようにそう言うと、にこりと微笑を浮かべて頷うなずく藍川だったが──その肘ひじがこつんとお守りの入った箱に当たり……。

　次の瞬しゆん間かん、地面に落ちてしまう木箱。ばらばらと中身が外へと飛び出してしまう。

「あ、ご、ごめんなさいっ。急いで拾いますから……っ」

「俺おれも拾うよ。藍あい川かわはそっちを頼む」

　彼女は後ろを向いてお守りを拾い始める。さて、早く拾わないと……。

　一つ、二つと掌てのひらにのせていき、俺の側のお守りはすべて拾い集めた。

「よし、こっちはオッケー。藍川、そっちは……」

　彼女の方に顔を向けると──

「ひゃうっ？」

　ぽふっと顔になにやら弾力のあるものが触れた。

　目の前にあるのは紺こん色いろのなにか……って、これは……！

「あのぅ……小鳥遊たかなしさん。そんな所に顔をくっつけないでください……」

「ごご、ごめんっ。つい……」

　藍川は四つんばいになっているため、お尻しりがつんっとこちらに突き出されていて──俺はそれに顔面タッチしてしまったのだった。

　顔を逸そらしながらも、横目でそんな彼女のお尻を眺める。巫女みこ服ふくの上からではよく分からないけど、この奥にはまん丸く育ったヒップが隠れている。……夏に見た水着姿は頭にばっちり焼き付いているのだ。

「拾い終わりましたっ。さ、小鳥遊さん、お店番を頑張りましょう！」

　藍川は立ち上がり、再びさっきと同じ姿勢に……。

　しかし俺の視し線せんはどうしても、さきほど顔でタッチしてしまったヒップの方へと向いてしまう──が、こんな目で彼女を見てはいけない。

　自省するように首を振って、気持ちを切り替えようと手元にあったおみくじを手に取った。

「な、なあ、藍川。ちょっとこれやってみないか？」

「恋愛おみくじ、ですか。いいですね、やってみましょうっ……あら、少し普通のおみくじとは違うのですね」

　置いてあるおみくじには『お一人ひとり様さま用』『カップル用』と分かれていた。どうも、種類が少し違うみたいだ。

「わ、私達は、どちらでしょう？」

「え……えと、どっちだろ……」

　お一人様用、なんだと思うけど……男女二人ふたりでいるのにお一人様用を選ぶっていうのも、なんだか気が引けるっていうか……。

「か、カップル用でいいんじゃないか？　えっと……ほら、一つの方が安上がりだし！」

「え、ええ。せっかく二人いるのですしねっ。そ、それでは、カップル用を……」

　二人同時にカップル用のおみくじに手を伸ばし──ちょんっと指同士が触れる。

「ひぅっ」

　小さな声を出して指を引っ込める俺おれ達二人ふたり。顔を見合わせて頰ほおを熱あつくする。

　なんとなく、二人とも黙だまり込んでしまい……目め線せんだけで『俺が取るよ？』『お願ねがいします』というようなやり取りをして、結局俺が引くことになった。

　見た目は普通のおみくじと変わらない。藍あい川かわが横からのぞき込む中、開いてみると……、

「おお、大吉！」

　おみくじにはでかでかと大吉の二文字。隣となりの藍川がさらに顔を寄せてきて、二人でくっつくようにしてそれぞれの運勢を読み始める。

「ふむふむ、二人で行くなら遊園地。回転木馬に乗れば愛が深まる……」

「二人の愛に一点の曇くもり無し。末永く共にいられること間違いなし、ですか……」

　色々恥ずかしくなるようなことが書いてあるが──最後の一文が気になった。

「ただし、距きよ離りを置いてはならない。常にお互いの傍そばに居続けることが肝要。一週間以上男女の営みがご無ぶ沙さ汰ただと、絆きずなが薄うすれてしまう……か」

　さっきの藍川の言葉と関連がある気がして、その一文を何度も読み返す。

「私達はカップルでは無いですけれど……やはり、距離があると絆が強くはなれないのでしょうね」

　顔のすぐ傍で囁ささやく藍川。やっぱり彼女もここの部分が気になっていたらしい。

　お互いの傍に居続けること、か。月つきとは常に一いつ緒しよにいる感覚だけど、藍川とはそうでも無い……このままだと、絆が薄れてしまうかもしれないのか。

　もう一度、おみくじの文に目を向ける。

　男女の営み……。

「……体たい験けん取材」

　ぽつりと呟つぶやいた言葉に、藍川が「え？」と反応する。

「取材、やってみるの、どうかなって……。藍川とはやる機き会かいがあんまり無いし、月からも言いにくいだろうしさ。あいつのためになるし……」

「で、でも、氷ひ坂さかさんはここにいませんよ？」

「後でどんな風だったか話せば、ちゃんと伝わると思う。どうかな？」

　藍川はバックの紅葉と同じ色に顔を染め、俯うつむいている。

　俺としても、無む理り強じいする気は無いのだが、これは月の小説のためになる。それに……、

「男女の営みってほどじゃないけど。二人でもっとくっつくようなことした方が、俺達の絆って深まるんじゃないかなって思うんだ」

　ちょっと恥ずかしくなって顔を逸そらすと──藍川が少し間をおいて、

「……小鳥遊たかなしさんも、私との距離のことを考えてくれているのですね」

「そりゃ……友達だろ、俺達。もっと仲良くなれるなら、そっちの方がいいじゃないか」

　気恥ずかしさにちょっとぶっきらぼうな言い方になってしまう。月つき相手なら気楽にこういうことも言えるんだけどなあ……。

　藍あい川かわの方からくすっと小さな笑いが聞こえる。

「ふふ、嬉うれしいです。私もあなたともっと仲良くなれたらと思います。それに、氷ひ坂さかさんのためですものね」

「ああ。月のことは、今はひみこに任せちゃってるからさ。俺おれ達は俺達で、あいつのためになることをやるべきなんじゃないかな」

　こく、と頷うなずく藍川。しかしやはりその顔は段々と赤あか色いろに染まってきて、

「そ、それでは、やりましょうか。私と小鳥遊たかなしさんの、体たい験けん取材……」

　なんだか不ふ思し議ぎと甘あま酸ずっぱい彼女の言葉で、俺達は取材を始めることにした。







　藍川と並んで販売所の窓口に立つ。普通に立っていれば、外から見えるのは俺と藍川の上半身だけになるのだ。

　つまり、下で何をしていても、周りには気付かれないというわけで……。

「ん……」

　藍川の腰に手を回し、すりすりと撫なでる。それだけでも彼女の体はぴくっと反応した。

　──藍川とは以前にも取材やったけど、こうして肌に触れるのは初めて……あ、いや、ハプニングでタッチすることはあるし、七夕たなばたの時に結構べたべたしてたっけ。でも、どちらにしても慣なれない展開だ。

　そう考えると、彼女の纏まとうラベンダーの香りがいっそう強く漂ってくる気がした。

「た、小鳥遊さん、人ひと気けが無いとはいえ、ここは外ですから。怖いこと、しないでくださいね……」

「分かってる。藍川に酷ひどいことは絶対にしないよ」

　そう答えると、彼女の体のこわばりが少しだけ取れた気がする。やる前に安心させる……この辺りは月と同じみたいだ。

　腰のラインを確たしかめるように撫で回していた手を、ゆっくりと下の方へと向かわせる。

　いつもは藍川の胸にばかり注目してる気がするから、今日きようは別のポイントを……。

「あ……お客様です、小鳥遊さん」

　顔を上げると、たしかに参拝者が一人ひとり境けい内だいに入ってきていた。今度は若いカップルだ。

　二人ふたりは慣れない様よう子すでお賽さい銭せんを投げ入れ、手を叩たたいて参拝を済ませ──こちらに歩いてくる。

「いらっしゃいませ。おみくじ、お手製のお守りなどがございます。お一つどうですか？」

　藍川がふわりと微笑ほほえみながらの応対。俺は手を彼女の腰に回したままなので、その体は少しだけ強こわ張ばっている。

　カップルは俺おれが藍あい川かわの体に触れていることにも気付いていない様よう子す。二人ふたりで楽しそうに販売物を物色している。

（た、小鳥遊たかなしさん、手を放してください……）

　藍川が目を伏せながら訴えてくるが──俺は手を放さない。

（えっと……今、月つきが書いてる短たん編ぺんシリーズって、その、主人公がちょっと普ふ段だんより強引になっちゃってるらしいんだ。元が純愛なのは変わらないから、ちょっとだけだけど）

（そ、そんな……。だからって人の見ている前でこんなこと、恥ずかしいです……）

（どうしても恥ずかしいなら、俺のこと『誠せい一いち』って役の名前で呼んでくれていいんだぞ？　役に入るとちょっとは恥ずかしくなくなるし。俺もお前のこと、『めぐ』って呼ぶから……）

　彼女の体がぴくっと震ふるえ、首筋まで紅こう潮ちようしてくる。

（め、めぐ……そんな、恋人みたいな呼び方……）

（えと……体たい験けん取材してる時は、俺とお前は恋人同士なんだってば……）

（あ……そうでした。私達が、恋人同士……）

　藍川は熱ねつに浮かされたようにふらふらし始める。ま、まだ本格的に始める前なんだけど、大丈夫なのかな……。

「あの、これ一つください……って、そちらの人、大丈夫ですか？」

「あ、はい、ちょっとこの子熱っぽくて。これですね、四百円になります」

　ここにはレジスターなどは無いので、千円を受け取ったら箱の中の小銭をおつりとして渡す。縁えん結むすびのお守りを買った二人のカップルは、腕を組んで境けい内だいを出て行った。

「ご、ごめんなさい小鳥遊さん。私、慣なれてなくて……」

「初めはそんなもんだって、めぐ。あと、俺のことは誠一って呼べってば」

「ひうっ……め、めぐ……なんて甘い響ひびきなんでしょう……」

　ほんわかと赤くなった頰ほおを両手で押さえる藍川。名前を呼ぶだけでこの反応……他ほかのことしたら倒れちゃうんじゃないかな。って、月と始めた頃ころも似たようなこと考えてたっけ。

　──こういう時は、とにかくやってみるに限るんだ。

　俺は無言のまま、腰に当てていた手をすっと彼女の下半身に向かわせた。

「ひゃんっ……」

　ほんの僅わずかに服の上からお尻しりに触れると、藍川はぴょんっと小さく飛び跳ねる。

「そ、そんな所……」

　ダメです、と言おうとしたのだと思うが、彼女は俺の顔をちらりと恥ずかしげに見ただけで、何も言わなかった。

　──体はまた強こわ張ばってるみたいだけど……これは受け入れる姿勢ってことかな。

　ゆっくりと、彼女のお尻を撫なでてみる。力は込めず、服の上から触れているだけという感じ。

「ん……あぅ……んぅ……」

　円を描くように触れていると、藍あい川かわの唇からは普ふ段だんとは違う質の吐息が漏れ始める。

　──もうちょっと強くしても、大丈夫かな。

　服の向こうの感触が分かるくらいに、きゅっと手を押しつけてみる。

「あっ……んっ……！」

　一いつ瞬しゆん大きな声が漏れて、藍川は恥じらうように唇をぎゅっと嚙かんで口をつぐんだ。閉じた薄うす桃もも色いろの唇も微かすかに震ふるえていて、そんな所まで妙に色っぽく見える。

「もう、たか……誠せい一いちさん、いやらしいです……」

「い、今は、いやらしいことする時間なんだぞ？」

　藍川の言葉は言ってみただけという感じで、拒絶している雰囲気はまったく無い。

　ほっとして、今度は袴はかまに皺しわができるくらい、強めにヒップを撫なで回す。左の丘、右の丘……。肉の詰まった桃のような藍川の尻しりは、魅み惑わく的てきなバストと同じくらいの至福の感触だった。

「はぅう、ん、んー……っ、くぅ……」

　必死に声を堪こらえようとするその姿を見ていると……不ふ思し議ぎと嗜し虐ぎやく心しんをそそられる。

　──月つきも普段から儚はかない雰囲気を纏まとっているから庇ひ護ご欲よくが湧わくけど……、藍川はそういう弱々しさって感じじゃない。ちょっといじめてみたくなるような……、月やひみことは違う小動物っぽさが出ているのだ。

　藍川は普段から凜りんとしているし、こういう姿を知っているのは俺おれだけか……。

「あのさ……めぐは、他ほかの人とこういうことした経けい験けんある？」

「あ、あるわけないです……はぅんっ」

　その返答はなんだか嬉うれしい。この藍川は、他の人には見せたくないって思えるのだ。いや、俺は別に彼女のホントの恋人ってわけじゃないんだけど……。

「くぅん……きゃぅん……っ」

　体を縮ちぢめるように前まえ屈かがみになり、そんな掠かすれるような声を出している藍川は普段のイメージとは別物。なんだかこの可愛かわいらしい生き物を、独占したいような気持ちになってくる。

　藍川の震えが段々と小さくなってきたので──少しの間手を止める。

　そして、『どうしたのです？』と言いたげに彼女がこちらを見上げてきた所で──ぎゅっとヒップの柔やわ肉にくを摑つかんでみた。

「きゃんっ!?」

　びくっと体が跳ね上がり、尻尾しつぽを摑まれた犬のような鳴き声。服越しでちょっと物足りないが、掌てのひらの中でむにむにと躍おどる尻肉の感触が伝わってくる。

「は、はうぅ……強くしないでくださいぃ……」

　体から力が抜けたのか、くにゃっとカウンターの台の上に肘ひじをつく藍川。

　……は、反応がすげえ可愛いんだけど。

　もう一度、二度と円を描くようにして、むにゅ、むにゅんっと揉もんでみる。

「んっ、ぅうんっ……はうう……いじめないで、ください……くぅんっ」

　掌てのひらに伝わる感触と彼女の舌っ足らずな声が俺おれの理性をくらくらと揺らす。

　──つ、月つきといい、藍あい川かわといい……色っぽいにも程がある。男の本能に訴えてくるように艶あでやかな反応するんだから……。

　そんな風に藍川の反応と感触を楽しんでいると──ふと、緋ひ袴ばかまの横に空いた穴が目に入った。白衣が見えてるけど……そういや巫女みこ服ふくのこの穴ってどういう意味があるんだろうな。

　じっとその隙すき間まを見ていると、邪よこしまな考えが自然と頭に浮かんでくる。

　──この中に手を入れたら、もっと生々しい感触になるんじゃ……？

　今は緋袴と白衣の上からなので、いまいち肌の感触が分かりづらいのだ。皺しわの寄る緋袴はいやらしいけれど、やっぱりもう少し柔らかい感触が欲しいというか……。

　本能に促うながされるままに、その秘密の隙間にそっと手を差し入れて──

「はぅっ!?　そ、そんな所に手を……あっ、せ、誠せい一いちさんっ、お客様ですっ」

　ぴんっと背筋を伸ばし、いつものしっかり者な自分に戻ろうとする藍川。たしかに参拝者が一人ひとり入ってきていた。

　内心落胆しつつ俺も一いつ旦たん手を引っ込めると、藍川はほーっと安あん堵どの息をつく。……あ、あともう少しだったのに。

　今度の参拝者は、大学生くらいの女性が一名。こちらは参拝に慣なれているようで、拝おがんだ後はベンチに座り、ぼんやりと紅葉を眺め始めた。

（お、お客様がいますから、さっきのようなことはやってはいけませんよ？）

（分かってる。さっきと同じことはしないから）

　そう言いつつ──俺はすとんっと腰を落とす。藍川の腰から下は……うん、大丈夫、外からは絶対に見えないはず。

　──ちょっとくらい、過か激げきなことしてもいいかな……。隙間から手を入れるんじゃなくて、もっと過激なこと……。

　そう思いつつ、俺はつつっと目の前にある彼女の腰に指を伸ばし……、

「ふえっ……？」

　しゅるっと音を立てて、袴を止めていた紐ひもを解ほどいてみた。

　するっと袴が緩ゆるみ、脱げそうになり──上の白衣まで合わせ目が弛ゆるんだので、そちらは近くにあった書類を挟むピンで留めておく。

（やぁっ……も、もう、誠一さんったら、いたずらしてはいけません……！）

　さすがの藍川も袴を脱げないようにと摑つかみ、ちょっと責めるような物言い。

（ご、ごめん、さすがにやり過ぎだった……？）

（……それはもちろん、やり過ぎです）

　──そりゃそうか……。ダメだな俺って奴やつは。藍川の反応がもっと見たいからって、いじめるようなことをしちゃうなんて。

　自省しつつ、腰こし紐ひもが結びやすいようにと、そっと緋ひ袴ばかまを上げてやる。

（ごめんな、藍あい川かわ。ほら、もう一回紐結んで）

　しかし藍川は動かない。恥ずかしそうに目を伏せながら、俺おれを見下ろしている。

（……氷ひ坂さかさんとは、いつもこういうことをしているのですか？）

（えと……まあ、そうかな。前はついにぱんつも脱がしちゃったし）

　あいつとやることは段々過か激げきになっている気がする。このままだと一いつ線せんを越えてしまいそうな……。月つきって体は細いのに、ああいう時はびっくりするくらいに色気を漂わせるから、こっちとしても止まれなくなっちゃうんだよな。

　そんな風に月のことを考えていると──緋袴を摑つかんでいた手にそっと手が添えられ、

（は、放していいです……）

　言われたとおりに手を放す……が、自分で腰紐を結ぶのだろうと思っていた彼女は紐に手も触れず……。

　ぱさっ。

（あ、藍川……？）

　音を立てて、緋袴は床に落ちてしまった。

　白衣が長いのでまだあられもない姿とはいかないが、緋袴姿は汚れない神しん職しよくのイメージの具現、と言えるような格好だったせいか、この状態でも十分に『脱いだ』という印象を強く受ける。

（恥ずかしいなら、無理しなくてもいいんだぞ……？）

（い、いえ、大丈夫です。これも氷坂さんのため。私だって、頑張れます……）

　そう言いながら目を伏せて震ふるえている藍川。

　──健けな気げだな……なんだか後ろから抱きしめたくなってきた。

　しかし、さすがにここでそんなことをするわけにはいかない。ほんの十メートルほど先には見知らぬ女性が座っているのだから。

　やるとすれば外から見えない下半身へのいたずら……。

　──でも、これ以上藍川にやるのは気が引ける。月ならもっと強引にやれると思うけど……。

（今、氷坂さんとならもっとできるって考えてます？）

　藍川がほっぺたを微かすかに膨ふくらませ、俺に視し線せんを向けてくる。

（え？　いや、そ、そんなこと考えてないぞ？）

（噓うそです。少し迷っていましたもの。小鳥遊たかなしさんはいやらしいから、いつも過激なことをしたがるって、氷坂さんが言っていましたし……）

　月、そういうことを人に言わないでくれ……。

（わ、私は我慢できます。氷坂さんが良い小説を書くためですし……それに）

　藍川は一つ息を吸い、静かに告白する。

（私は、あなた相手なら、怖くないですから。……さっき、縁えん結むすびの儀ぎ式しきもやりました。私達、とっても仲の良いお友達なのですもの）

　その言葉は、『そうですよね』と俺おれに確かく認にんしているようで……。

（……そうか。そうだな、俺達、友達だもんな）

　俺ももちろんそう答えた。

　──そうだ、俺達は仲の良い友達なんだから、少しくらい過か激げきなことをしてもおかしくはないってことか！

（よし……藍あい川かわ！）

　立ち上がってぎゅっと彼女の手を握り、熱あつい瞳ひとみで見つめ合う。

（俺達はすごく仲の良い友達になったんだから、二人ふたりで月つきのために、頑張ろうっ！）

（は、はいっ！）

　きらきらとした瞳で見つめ合えば、伝わるのはお互いの月を思いやる心。俺は大切な幼おさな馴な染じみのために、藍川は親友と言えるほど仲良くなってきた友人のために……。

「あの……これが欲しいんですけど」

　びくぅっと二人で飛び上がりそうになりながら表へ目を向けると、いつの間にやらすぐ傍そばに立っていた女性がお守りを一つ差し出していた。

「す、すいませんっ、えっと……四百円になりますっ！」

「こ、こちらおつりですわっ。あの、申し訳ありませんでしたっ」

　恥ずかしさも手て伝つだって、二人でぺこぺこお詫わびの嵐あらし。そんな俺達に参拝者の女性は固い笑いを残して境けい内だいを出て行った。

　再び静けさが戻ってきて──二人でほっと一息だ。

「……び、びっくりしました」

「ホントにな……。でも、神社でこんなことする機き会かいはほとんど無いだろうし……続き、やってみようか？」

　藍川はこくんっと控えめに頷うなずいた。決意を交わしたとはいえ、さすがに実際これ以上やるとなると、お互い恥ずかしさは残る。

　しかしさっきとは違い、漠然とだが……その、繫つながりのようなものを感じていた。これなら、藍川ともっと一歩踏み込んだこともできそうだ。

「…………あ」

　俺は藍川の隣となりに立ったまま、すっと白衣の裾すそに手を伸ばす。白衣の下には襦じゆ袢ばんを着けるものらしいが、彼女が着ているものは上半身しか覆おおわない半襦袢のため……。

　すすっと白衣を捲めくり上げれば、すぐに真っ白なぱんつに包まれた、ぷりんっと丸いお尻しりが見えてしまうのだった。

「あぁう……は、恥ずかしいです……」

　藍あい川かわはもじもじと膝ひざを擦すり合わせ、恥ずかしそうに体をよじっている。

　俺おれの視し線せんはと言えば……もちろん、彼女の魅み惑わく的てきなヒップに釘くぎ付づけ状態。月つきの尻しりは結構見ているのだが、このお嬢じよう様さまのものはこんなにじっくり見たことは無い。

　やはり全身グラマラスな藍川らしく、ヒップは下着の中ではち切れんばかりだ。むっちりという擬ぎ音おんがぴったりと当てはまる、蜜のたっぷり詰まった白桃のようなお尻。尻たぶは身じろぎする度たびにぷりっと震ふるえ、中心に向かって皺しわの寄るぱんつもすりすりと揺れ動く。さらにはぱんつの下に伸びる太ふと股もももすらりとしていて、瑞みず々みずしい肌は張りがあって輝かがやくようだった。

　──藍川の体って、どこもかしこも反則的というか……男を悩殺するためにあるって感じだ。

「あ、あんまり見ないでください、ね……」

　掠かすれ声ごえを受けてはっと我に返る。隣となりに立っていた俺はいつの間にか体をぐぐっと後ろに反そらして彼女のお尻を覗のぞき込んでしまっていた。

　姿勢を戻し、こほんと咳せき払ばらい。ただし、裾すそを捲めくった手はそのままにしてある。

「や……お尻、すーすーします……」

　そう言いながらも拒絶はしない辺りがまた健けな気げ。友達のために羞しゆう恥ちを我慢しているのだ。

　──どうしようかな。つ、月にしたみたいに、さ、触るしかないか……？

　藍川のお尻に触れたことはあるが、じっくりと揉もんだりしたことなんてもちろん無い。ドキドキと爆ばく発はつしそうな心しん臓ぞうの鼓動。自然にごくりと喉のどが鳴った。

「さ、触るぞ、めぐ？」

「は、はぅ……ど、どうぞ……」

　彼女は体を蠟ろうで固めたように強こわ張ばらせ、カウンターに乗せた手をぎゅっと握りしめて唇を嚙かむ。まるで激はげしい刺し激げきに備えているようなその様よう子す。

　俺はゆっくりと手を彼女のヒップへと近づけていく。彼女の胸もこの世のものとは思えない柔らかさだった。ということは、このプリンのようなお尻も……。

　期待に胸をときめかせ、あと少しで手が桃とう源げん郷きようへ届く──というところで、

「あ、この神社とか良くない!?」

「んーっ、ホントだ！　ねえねえみんな、こっち来てこっち！」

　外からきゃぴきゃぴと騒さわがしい、女の子達の声が聞こえてきた。

　声に続いてぞろぞろと境けい内だいに入ってくるのは、おそらく修学旅行の中学生らしい制服姿の女子の群れ。全部で五人ほどいるようだった。みんな修学旅行で浮かれまくっているのか、飛び跳ねるようにして歩いている。

（せ、誠せい一いちさん。参拝者がいるのですから、今は裾を下ろして……）

（大丈夫だよ、あの子達からは絶対に俺達がいやらしいことしてるトコは見えないから）

　俺は直立して大人おとなしく店番をしている風を装う。

（藍川も、声とか絶対出しちゃダメだぞ？）

（え……あ、だ、ダメです小鳥遊たかなしさん……っ）

　藍あい川かわがもぞっと体を動かすと同時──俺おれは掌てのひらを目的地へと着地させた。
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　ふにゅんっ。

「あ……っん……ぅぅ」

　びくっと傍かたわらの良い匂においのする体が弓なりに反それ、彼女は飛び出しそうになった声をぎゅっと唇を嚙かんで耐えているようだった。

　そして俺の掌に伝わるのは、想像以上の天国の感触……。ほんの少しでも力を込めれば、柔やわ肉にくにむにゅんっと指先が沈み込む。

（せ、誠せい一いちさん、いやらしいですぅ……っ）

（こ、今回は、そういう設定だから……っ。声は出しちゃダメだからなっ？）

　俺も唇を嚙んで理性が決けつ壊かいするのを堪こらえていた。視し線せんの先では女の子達がきゃいきゃい騒さわぎながらガラガラやかましいくらいに鈴を鳴らしていて……。

　販売所の存在に気付いたのか、ぞろぞろと揃そろってこちらにやってきた。

（ひっ……き、気付かれたのですかっ？）

（違うよ。普通に買いに来ただけ。ほら、藍川も普ふ段だん通どおりを装って……）

　むにむにっ。

（はうぅんっ……も、もうっ、そう言いながら揉もまないでください……）

（ご、ごめんな。でもお前の体、すっげえ魅み力りよく的てきだから……）

（あうぅ、嬉うれしいですけれど……はぅぅ）

　──必死で声を殺してる……。震ふるえてるぷるんっとした唇も綺き麗れいだな……。

　彼女に見とれながらも、掌は丸いお尻しりから離はなせない。月つきも敏感だが、藍あい川かわもそれ以上かもしれなかった。触れば面おも白しろいくらいに反応してくれるのだ。

「こんにちはーっ」

「はい、こんにちは」

　元気に挨あい拶さつされて、こちらも笑いながら会釈を返す。女の子達はすぐ傍そばでお守りなどを選んでいるようだった。

（んっ、んっ、くぅんっ、きゅぅん……っ）

　藍川の張りのあるヒップを下から持ち上げるようにして何度も揉む。握るようにすると詰まった蜜が溢あふれるように、掌に柔らかい肌が吸い付いてくる。少し汗ばんでいるようだった。

（も、もうちょっと優やさしくしてください……意地悪……ぅんっ）

　藍川が恥じらいながらも唇を尖とがらせて小声でそう言うので──力を込めず、さわさわと両方の丸みを撫なで回してやる。

（はぅっ……んーっんっ、やんっ……）

　この触り方でも反応はほぼ同じ。必死に我慢しているようだが、俺おれの掌の動きに応こたえるようにその体が震ふるえている。……どっちにしても敏感なんだな、藍川は。

「あの、そちらの女の人、大丈夫ですか？　顔が真まっ赤かですけど……」

「だ、だだ、大丈夫ですっ」

　上うわ擦ずった声で答える藍川……。

　そんな赤らんだ彼女の首筋を横目に、つつ、と、太ふと股ももの方に掌てのひらを這はわせてみる。

「ぅんっ……か、蚊かに刺された所が、痒かゆくて……」

「あ、分かりますっ。この時期って、もういなくなったかなって頃ころに出てくるんですよね」

　藍川は愛あい想そ笑わらいを返している。

　──太股も柔らか……あ、あと少し、いいかな？

　そっとすべすべの太股の上を移動して、掌を内側に這わせようとすると、彼女の体がぴくんっと震ふるえて──

　ちょんっと、指先がすり合わされた太股の、付け根の辺あたりに触れてしまった。

「はぅんっ！」

　彼女の唇から一際大きな声が漏れ出て、こちらが驚おどろいて手を放してしまった。

「あ、あの、ホントに大丈夫ですか？　おっきい声出てますけど……」

「あ、ああ。この子、ちょっと肌が敏感でさ。蚊に刺されると服が擦こすれただけで声が出ちゃうんだ」

　目を丸くしていた女の子達だったが、俺おれの説明に納得してくれたようで「敏感肌って大変だね……」などと話している。

「あの、それじゃお大事に」

「あ、ありがとうございます」

　藍あい川かわが笑え顔がおでそう返すと、彼女達は来た時と同じように飛ぶような足取りで境けい内だいを出て行った。

　にこやかにお客様のお帰りを見送って──藍川はくるりと俺に振り返る。

「……小鳥遊たかなしさん？」

　その顔に浮かぶのは多少引きつった微笑ほほえみ。ほっぺたは元からその色だったんじゃないかというくらいの夕ゆう日ひ色いろに染まり、目め尻じりにはしっとりと涙が浮かんでいた。

　──や、やっぱりやりすぎたか……。

「す、すまん藍川、ちょっと暴ぼう走そうしちゃって……」

　彼女の顔から微笑が引っ込み、その代わりに頰ほおがぷくっと膨ふくらんで──

「いてっ」

　ちょんっと、さっきと同じような赤子に触れるような手つきで、今度は両側のほっぺたを摘つままれてしまった。

「も、もうっ。小鳥遊さん、いやらしいことばかりしては、めっですわっ」

「ほ、ホントにごめん。藍川、拒絶しないから、つい調ちよう子しに乗っちゃって……あの、怒った？」

　藍川は俺の頰から手を放し、ふるふると首を振る。

「怒ってはいないです……ただ、恥ずかしかっただけで……」

「ホントに怒ってない？　俺、かなりやりすぎちゃったっていうか……」

「い、いいのです。嫌いやではありませんでしたから。氷ひ坂さかさんのためですし、それに……」

　彼女は頰の火ほ照てりを抑えるように、顔に手を当てて、

「私達はお友達ですから、こういうスキンシップをしても、おかしくないのです……」

　嫌がるどころか、どこか嬉うれしそうに、そんなことを言うのだった。

「そ、そっか、友達だから……。それじゃ、月つきとは家族のような幼おさな馴な染じみだから、体たい験けん取材ができる。藍川とは仲の良い友達だから、こっちも体験取材ができる……っていうことなのかな」

「は、はい。私も氷坂さんと同じように、小鳥遊さんと、と、特別なことができるくらいに、仲良しさんなのです……」

　また喜色に滲にじむほんのり笑顔。特別なことができるくらいの仲良しさん……そっか、そういう理屈になるのか。

　──で、でも、藍川はこんなに純真な女の子なんだから、体験取材の時はいい気になってやりすぎないように注意しなきゃいけないんだ。

　……俺おれよ、今後は気をつけろよ？







　それからはのんびりと紅葉もみじを眺めながら時間を過ごし──しばらくすると、俺達に店番を押しつけたお姉ねえさんが帰ってきた。

「ごめんごめん、ちょっと遅くなっちゃった！　なにか変なこととか、無かった？」

「い、いえ、特に無かったっす。はい」

　藍あい川かわとの秘め事はもちろん言えない。お姉さんはほっとしたようで、夕飯を奢おごってやると言われたが、すでに集合時間が近いので丁重にお断りした。

　その代わりにお茶と豆まめ餅もちをごちそうになり、販売所から出た頃ころには、午後の四時を回っていた。最近は日も短くなってきたせいか、辺あたりは紅こう葉ように似た朱しゆ色いろに染まり始めている。そろそろ旅りよ館かんに戻らないと門限に遅れてしまいそうだ。

「いいもの貰もらえましたね、小鳥遊たかなしさんっ」

　藍川はにこにこと鼻歌でも唄うたいそうな笑え顔がおで、さっきお姉さんに貰ったお守りを眺めていた。

　お守りには可愛かわいらしい女の子の絵がパッチワークで付けられており、『えんむすび』という文字も貼はり付けられている。

「すごいよなこれ、完全にハンドメイドなんだろ？」

　と、彼女がそのお守りを近づけてくるので、俺も自分が貰もらったお守りをそれにくっつける。

　これは二つで一つのお守りなのだ。俺のものと藍川のものを合わせると、男の子と女の子が手を繫つないでいる絵が出来上がる。なんでも、あのお姉さんのお婆ばあさんが心を込めて手て縫ぬいで作った、特製のお守りらしかった。

「うふふ、とっても嬉うれしいですっ」

　ふんふん♪　とお嬢じよう様さまは本当に鼻歌を歌い始めてしまった。

「そうだな。こういうのって、男の俺でも嬉しいよ。藍川、捨てたりしちゃダメだぞ？」

「もちろんです。私、一生大事にしますっ。これでもっと小鳥遊さんと仲良くなれますもの！」

　彼女と同じく、俺の顔も自然と弛ゆるむ。足取りも軽く二人ふたり並んで、境けい内だいから外へ……。

「ん…………？」

　ふと、目の前を歩いていくカップルの姿が目にとまった。

　二人は仲良さそうにきゅっと手を握っている。べったりとした熟じゆく練れんカップルという感じではなく、ちょんっと初うい々ういしい控えめな触れ合い。

　横を見ると、藍川もそんな二人の姿を眺めていて……。

「……あの、小鳥遊さん。私達も、お友達ですから」

「ああ……友達だもんな」

　なんだか、抵抗が無くなっていた。まるで月つきと一いつ緒しよにいる時みたいだ。

　俺おれ達はお互いに、そっと片手を近づける。

　それでもやっぱり気恥ずかしさはあって、ゆっくり、指先が触れ合うくらいに──

「仲良きことは美しきかな」

「…………っ!?」

　聞きき慣なれた平坦な声が背後から聞こえてきて──俺達は磁じ石しやくが反発するように飛とび退のいた。

　振り返ってみれば、そこにはいつも以上に能面のような顔をした幼おさな馴な染じみの姿。

「つ、月！　なんでお前がここにいるんだ！」

「ずっといた。具体的には最初から」

　冷たさを感じる声で言う月はなぜかノートパソコンを開いており、その横には凄すごい勢いでスケッチをしているひみこの姿……。

「さ、最初からって……なんで？」

「私、佐さ藤とうくんと三さん十じゆう三さん間げん堂どうに行ったけど、すぐにお腹なか痛いって噓うそついて、ひみこちゃんと一緒に抜け出した」

「佐藤さん、必死にせんぱいとの距きよ離りを縮ちぢめようとしてましたもんね……。何かしそうには見えませんでしたけど、これは月せんぱいのストレスが溜たまりそうだなって。だからあの人には悪いですけど、脱出させてもらいましたっ」

「ん。その頃ころ、下しも鴨がも神じん社じやにいるってメールが来てたから……」

「下鴨神社につくと同時に、傍そばの小さな神社にいるってメールも来たので、合流しようと思ったんですけど……せんぱい達、二人ふたりでもぞもぞ何かしてるじゃないですか。ああ、これはいかがわしいことをヤっちゃってるなって思って」

「お邪じや魔ましちゃだめだって思ったし。声掛けられなかった」

　ねー、と顔を合わせる月とひみこ。……なんてことだ。

「……全部見られてたのか。でも、声かけてくれても良かったのに。ひみこからはメールも無かったし」

「わたし、ちゃんと『合流する』っていうメール送りましたよぅ？」

　言われてケータイを開いてみると、確たしかにひみこからのメールが来ていた。……しまった、マナーモードにしてたし、取材に夢中だったから気付かなかったのか。

「二人とも、恋人みたいだったから、声がかけにくかった。私と真しん一いちはそういうのじゃないけど、二人は恋人みたいに見えたもの」

　なんだかあてつけっぽく言う月は俺と視し線せんを合わせず、完全な無表情でじっと前を見ていた。

　……こええ。これ、絶対怒ってるだろ。

「あ、あの、しっかり取材しましたから！　氷ひ坂さかさん、後でどんな風だったか教えてあげますねっ。作品のネタになるはずですっ」

「ん、ありがと。でも、真しん一いちがやりすぎたら、ちゃんとお仕置きしなきゃダメだから、ね」

　この二人ふたりのやり取りはいつも通り……。こいつに何も言わず、体たい験けん取材やっちゃったけど、藍あい川かわには本気で感かん謝しやしてるみたいだ。

「お、俺おれには感謝の言葉は無いのか？」

　ふいっとそっぽを向かれる。くそう、差別じゃないか……。

　不満に思いながら、月つきのノートパソコンをのぞき込む。

　さっきの俺と藍川か。どんな小説になってるのかな……。
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　……な、なんだか誠せい一いちさん、普ふ段だんと雰囲気が違います。

　人に頼まれ、神社の販売所で受付をすることになった誠一とめぐだったが──めぐは誠一の様よう子すがおかしいことに気付いていた。

「せ、誠一さん。あんまりそんな目でじろじろ見ないでください……」

　誠一は巫女みこ服ふくを纏まとっためぐの体を這はうような視し線せんで舐なめ回している。普段から性欲旺おう盛せいな人だとは思っていたけれど……いつもはここまであけすけではないのに。

　もしかしたら、と売り物のお守りを見る。その裏側には、『精力増強』『絶倫王国』などといかがわしいことばかり書かれているし、ここは性欲を司つかさどる神を祀まつっているらしいけれど……その神が、私の恋人に力を与えているのでは……？

「めぐ……ここなら、誰だれにも見られないから」

「え……ひゃんっ」

　ぞくっとお尻しりに掌てのひらの感触。誠一が突然めぐのヒップを撫なでてきたのだ。

「や……な、なにをするのですか、誠一さんっ」

　誠一は無言。服の上からめぐのお尻を味わうようにして撫で回している。

「んっ、んっ……こ、こんな所で、ダメです……」

　めぐの微かすかな抵抗では誠一は止まらない。むしろ中途半端な抵抗が彼の嗜し虐ぎやく心しんに火を点つけてしまったのか──腰の紐ひもがするっと解ほどかれ、あっさりと緋ひ袴ばかまを脱がされてしまった。

「や……っ、ちょっと、待ってくださ──やんっ」

　ぐにゅっとぱんつの上から尻肉を触られる。ごつごつとした男性の掌の感触に、めぐは体をくねらせて逃れようとする。

　──きょ、今日きようの誠一さん、積せつ極きよく的てき過ぎます……。も、求められるのは嬉うれしいのですけれど。

「……あの、私、拒こばみませんから……もうちょっとゆっくりしませんか──きゅぅんっ」

　めぐのお願ねがいに構わず、誠せい一いちは尻しり肉にくを揉もみ出すようにむにゅむにゅと掌てのひらを動かし続ける。この体は自分のものと言わんばかりの荒々しい手つき。

「ごめんめぐ……でも、男はさ、一度火がつくと止まれないものなんだっ」

「そ、そんな殿方らしいことを言われましても……はぅっ、そ、そんな所まで……っ」

　めぐの内うち股ももにまで掌がはい回り、さらに前の方へと彼の意い識しきが向かう。

「ん……っ、お、お客様が来ました。誠一さん、離はなして……っ」

　しかし今の誠一にその言葉が届かないことは、なんとなく分かっていた。彼の掌はぱんつの中にまで入り込んできて、素肌のヒップを直接鷲わし摑づかみにする。

「んんんんぅっ……！　声、出ちゃいます……っ」

「……我慢して。めぐの可愛かわいい声、他ほかの人に聞かせちゃダメだからな？」

　そんな誠一の言葉には、普ふ段だんの彼と同じ優やさしさが込められていて……。

　いつもとは一風違った彼の荒々しさが魅み力りよく的てきに見えてきてしまい──ぞくぞくと背筋を震ふるわせるめぐだった。

　そしてお尻をひたすら揉みほぐす彼の掌が、めぐの大切な部分にまで迫ってきて、

「や、ホントに、気付かれてしまいますぅ……はぅ、んぅ……んんん……っ！」

　弱々しくも、こんな状況だというのに甘えるような声が出てしまうことに羞しゆう恥ちを覚えながら、彼の力強い愛あい撫ぶに溺おぼれていくのだった──
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　……なんか俺おれが本物の変態っぽくなってる。

　複雑な気分でいると、月つきが俺に顔を向けてくる。眉み間けんに一つ皺しわができていて、今度は非ひ難なんの色が見て取れた。

「真しん一いちのえっち」

「う……そりゃ俺はエロいかもしれないけど。これはお前のためにやったんだぞ？」

「でもドキドキしたでしょ」

　顔を逸そらす。それはもちろん、したに決まっている。思い出すだけでまた煩ぼん悩のうがむくむくと湧わいてくるくらいだ。

「……私とじゃ、そんなにドキドキしないくせに」

「そ、そんなこと無いだろ。俺はお前とやる時もドキドキしてるぞ？」

　そう言うものの、月は聞こえませんと言いたげに耳を塞ふさぐ振りをする。私は拗すねていますと言わんばかりだった。

「……なに意い固こ地じになってるんだよ、もう」

「意固地になんてなってない」

　俺おれから顔を背けたまますたすたと歩いていく月つき。俺達の険悪なやり取りに狼ろう狽ばいしていた藍あい川かわだったが、慌てたようにその小さな背中についていった。

「月せんぱいも複雑ですよねー……。三角関係って、当事者だと胃が痛くなりそうです」

「ど、どういうことだ？　なんで月があそこまで不ふ機き嫌げんになってるのか分かるのか？」

「……真しん一いちせんぱいもなんとなく分かってると思いますけどね。ちゃんと仲直りしてくださいよぅ？」

　ひみこもスケッチブックを閉じて、俺の裾すそを引いて月達の後ろを歩いていく。

　……月の機嫌が悪いのって、俺達が体たい験けん取材してたから……じゃないよな。あいつも俺と藍川の取材は受け入れてるんだ。

　だったら、他ほかに理由があるってことで……。考えられるとしたら、あの佐さ藤とうとの会話か？　でも、そこまでヘンなこと言ってないはずだけど……。とにかく仲直りしたいし、何が月の気に障ったか考えないと。

　そんなことを考えながら、俺と月は少し離はなれたままで駅へと歩いていった。







　旅りよ館かんに戻ってくると、佐藤が壁かべに寄りかかって待っていた。

「あ、氷ひ坂さか。……お腹なかは治ったのか？」

　露ろ骨こつな疑いの視し線せん。……そりゃあ、お腹が痛いって言って別れた相手がこうして友達と戻ってきてるんだ。噓うそだったって分かるに決まってるか。

　月は気まずそうに藍あい川かわの後ろに隠れていた。

「……氷坂、話があるんだ。いいかな？」

　佐藤が月にそう言って、俺達から離れた所に歩いていく。

　少し躊躇ためらっていたようだった月だが、噓をついた手前もあってか素直についていった。二人ふたりの姿が壁かべで見えなくなり──途と端たんに心配になってくる。

「俺、ちょっと見に行ってくる」

　藍川とひみこを残し、二人を追いかける。壁に隠れて顔を覗のぞかせると、二人が向き合っている姿が見える。

　二人の声ははっきりと聞こえてきた。

「あの、氷坂。……俺、やっぱお前のことが好きなんだ。付き合ってくれないか？」

　息が止まりそうになる。が、続いて出てくるであろう月の声に耳を傾けた。

「……それ、前も断った」

「あ、ああ。だけどさ、他に好きな人もいないんだろ？　……それに四し条じようでも言った通り、小鳥遊だって、お前のことなんとも思ってないみたいだし」

　ここでまた俺のことを出すか……佐藤の奴やつ、ホントに必死みたいだな。

　それでも月つきは断ってくれると信じ、次のアクションを待っていると──

「…………真しん一いちは、私のこと、なんとも思ってない」

　小柄な彼女の口から出たのはそんなセリフだけで、断りの言葉が出てこなかった。

　……断れって。早く。

　もどかしく思っていると──佐さ藤とうがさらにたたみかけるように、

「な、なあ、一回誰だれかと付き合ってみるのもいいじゃん。ほら、遠えん距きよ離りになるからメールとかでの付き合いになるかもしれないけどさ……初めはそのくらいの方がちょうど良いと思うし。……どうかな、氷ひ坂さか」

　月はやはり答えない。俯うつむいたままだ。

　……もどかしい。なんで答えないんだよ。一度断ってるんだろ……。

　やきもきしながら顔を覗のぞかせていると──ふと、佐藤の目がこちらに向いた。

　続いて月の顔もこちらに向く。二人ふたりとも驚おどろいた顔はしていなかった。

「……真一、なにしに来たの」

「なにしにって……お前がちゃんと答えられるかどうか、見守りに……」

　気まずくてつまりながらそう言うと、月の目がくいっと僅わずかに吊つり上がる。

「真一には関係ない。私のこと、なんとも思ってないんだから」

「お、思ってるって。家族として大事に……」

「だったら見守らなくていい。私が誰だれに告白されようと、真一には関係ないもの」

　頑かたくなにそう言って顔を背ける月……。

　それを見ていると、少しむっとしてしまった。何をそんなに不ふ機き嫌げんになってるんだ。大事に思ってるって言ってるのに。

「……なんでそう意い固こ地じになってるんだってば。……大体お前、佐藤のことすぐ断らなかったけど……ホントは付き合ってもいいって思ってるんじゃないのか？」

「え？」

「思ってない。今は別のこと考えてただけ。佐藤くんと付き合う気なんてまったく無い」

「う……」

「ホントかよ？　佐藤、顔だけはいいからさ。お前もちょっと気持ちが揺らいだんじゃ……」

「揺らいでないっ。適当なこと言わないで」

「あ。焦ったなお前？　焦るってことは図星ってことじゃないか？」

「違うっ。真一の分からず屋……っ。意地悪っ。鈍感っ」

「ど、鈍感？　俺のどこが鈍にぶいって言うんだよ」

「真一は全部鈍感。鈍感で体が作られてるっていう感じ」

　月は憤いきどおりの滲にじむ声でそう言ってこちらにむすっと不機嫌な顔を向け、俺とにらみ合いになる。

　……何が鈍感なのか分からない。分からず屋はそっちの方じゃないか。

　こちらも腹が立ってきて、むう、と唸うなっていると──

「そ、そっか。やっぱりお前達二人ふたりって、そういうことだったんだな……」

　はっとして俺おれ達は声の主へと目を向ける。

　佐さ藤とうはなぜか目を潤うるませながら、無理したような笑え顔がおを浮かべていた。

「お、お幸せにな、二人ともっ。氷ひ坂さか、元気でな！」

　ハンサム男は俺達に背を向け、俯うつむき加減に走り去っていく……。

　俺の頭には、さっきの月つきとの会話が浮かんでいた。

「……佐藤くんに悪いこと言っちゃった、かも」

　月は口元を押さえていて、自分の発言を後悔しているようだけど……、

「……ま、普通に言ってもなかなか納得しなかっただろうし、あのくらい言ってちょうど良かったのかもしれないけど。……って、それより、俺の話はまだ終わってないぞ！」

　じろっと睨にらむと、月も再び受けて立つというように頰ほおを膨ふくらませる。

　……と、後ろからちょんちょんっと裾すそを摑つかまれた。

「あの、せんぱい方、喧けん嘩かはそのくらいにしません……？」

　ひみこが機き嫌げんを伺うかがうような上うわ目め遣づかいでこちらを見上げていた。その後ろにはなぜかおろおろと分かりやすく狼ろう狽ばいしているお嬢じよう様さまの姿……。

「け、けけ、喧けん嘩かはダメです、お二人とも。ほら、仲良くしましょう、仲良くっ」

　遅ればせながら俺と月の間に入ってくる藍あい川かわ。今まで見たことの無いような見事な狼狽うろたえっぷりだ。こういう事態に慣なれていないと見える。

　そんな彼女越しに、俺達幼おさな馴な染じみ二人は顔を合わせて──

「ふんっ」

　同じ声と共に、同じように大げさに顔を逸そらしたのだった。
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　ひみこに誘われ、夜は別の温泉旅りよ館かんに、みんなで温泉だけ入りに行くことになった。俺達が喧嘩しているから、あいつは気を遣つかってくれたのかもしれない。

　温泉旅館は鴨かも川がわ沿ぞいの川かわ端ばた通どおりから、少し東ひがし大おお路じ側に入った小道に面した所にあった。

　フロントで受け付けを済ませ、さっそく温泉へ。月達の話だと、ガイドブックには載っていないがネットで話題になっている所らしいんだけど。

「うお、なんか雰囲気あるなあ……」

　俺達の泊まっている旅館の温泉も広いが、ここはそれ以上だ。浴よく槽そうが石で囲まれているのは当たり前、至る所にインテリアとして植物、一角にはお湯の中に立派な大きな岩も置かれている。いかにも天然素材で作りましたという感じ。女子風ぶ呂ろとの間は竹の壁かべで区切られていた。

　今日きようは平日であるせいか客は俺おれの他ほかに二人ふたりしかおらず、広いので貸し切りと言っていいような状態だ。温泉の中で泳ぎたい気分になるけど、それはさすがにマナーが悪いな。

「あ、ひみこちゃん？　浴よく槽そうの縁へりで飛び込みの姿勢をとってはいけませんよ？」

　……ひみこ、アホでもいいからマナーだけは守りなさい。

　体を洗ってから掛け湯を三回。タオルを頭に乗せ、お湯に浸つかる。

「ふー……生き返る」

　肺の空気がお湯に押し出されるような吐と息いき。弱アルカリ性らしい熱あつめのお湯は肌からじわりと染みこんできて、一日の疲れを拭ぬぐいさってくれるようだった。

　顎あごまで浸かってだらりと体を伸ばしていると──

「あら、氷ひ坂さかさん。胸が大きくなったのでは……？」

　ぴくっと、気になる言葉が聞こえてきて耳がダンボのようになる。

「どれどれ……あーホントだ。ちょっとおっきくなってる！」

　ひみこまで……。月つきの奴やつ、またちょっと成長したのか？　俺がよく揉もんでるから、そのうちホントに藍あい川かわみたいになったり──

「はっ……！」

　待てよ。あいつ、今日は少しの間だけとはいえ、佐さ藤とうと一いつ緒しよにいたよな。

　俺は藍川と一緒にいて、ちょっといやらしい体たい験けん取材をやってた。

　いや、万が一にも無いとは思うんだけど……もしかしたら月も、ひみこに見えない所で佐藤と同じようなことを……。だから胸が大きくなってるんじゃないのか？　それもあって、佐藤の告白を断りにくかったとか……。

　むう、とうなり声を一つ。あり得ないとは分かっていても、無性に気になる。胸の中がもやもやと不信の煙で一杯になってきた。

「月せんぱい、誰だれかに揉んでもらったりしてます？　あ、わたしが目を離はなした隙すきにあの佐藤って人になにかされたんじゃ……」

「そんなことあるわけない。……真しん一いちには、よく揉まれてるけど」

「あ……そ、それでは、私も大きくなるのでしょうか？」

「真一せんぱーい、なんだかこうして話してると、せんぱいがホントに色んな女の子に手を出す絶倫男に思えて来ちゃいましたー」

　……人聞きの悪い。あからさまな煩ぼん悩のうだけでそういうことをした覚えは一度も無いぞ、多た分ぶん。

　聞き流しながら辺りを見回すと──客は一人ひとりもいなくなっており、いつの間にか俺の貸し切り状態。女おんな風ぶ呂ろからも声は月達のものしか聞こえてこないし、向こうも似たような状態なのではと思う。

　のんびりと体をさらに伸ばし、ぷかっと仰あお向むけで湯船に浮かんでいると──

「……あの、月せんぱい？　話は変わりますけど……佐藤さんの告白、ちゃんと断ったんですよね？」

　ひみこのそんな声が聞こえてきて、危うくお湯に沈んで溺おぼれそうになった。

　ごほごほとむせながら急いで立ち上がり、女おんな風ぶ呂ろとこちらを隔てている竹の柵さくを探る。見たところ、端から端まで隙すき間ま一つ無いようだった。

　今のままじゃ聞こえにくい。月つきの声は小さいし、もっとくっつかないと……。

　柵にべったりと耳をくっつけ、目を瞑つむると──どうにか三人の声が聞こえてくる。

「断った……流れの中で、だけど。なのに真しん一いちが文句つけてきた。悪いのは真一」

「ひ、氷ひ坂さかさんが小鳥遊たかなしさんの陰口を……明日あしたは槍やりが降るかもしれません」

　むぐ、と声を出したいのを我慢する。くそ……月の奴やつ、俺おれを悪者にしやがって。

「真一せんぱいと仲直りしなきゃダメですよぅ？　わたし、二人ふたりの喧けん嘩かしてる姿なんて見たくないし……」

「真一が謝あやまったら許してあげる」

「むぅ、頑固です……。それじゃ、真一せんぱいが謝る方法考えてみましょうか」

　俺が謝る方法だと？　そう簡かん単たんには謝らないぞ。月がどうしてか不ふ機き嫌げんになって、佐藤の告白も早く断らなかったのが悪いんだ。

　どうするつもりかとさらに耳を柵にくっつける。が……よく聞こえない。

「もっと大きい声で話せよ、もう……」

　ぐーっと顔を柵に押しつける──が、それでも聞こえないのでさらに体ごと体重をかけるように柵に密着する。

「くそう、聞こえないってば……！」

　ぼやきながら、竹に穴よ開けというくらいに頭を押しつけると──

　ぐらりと、柵が揺らいだ気がした。

「…………お？」

　気のせいか、と思っていたのだが……。

　柵はなぜか俺の体重に負けるように、次第に大きく傾いていって──

「うわあ!?」

　かしゃんかしゃんっと甲かん高だかい音を立てて、柵が倒れてしまった。俺はごつっとしたたかに膝ひざを打ち付け、ぐううと痛みにうめき声を上げる。

　柵を留める紐ひもが弛ゆるんでいたのか……。危うく顔から床に激げき突とつするところだったぞ。

「いてえなもう……ちゃんと柵くらい留めとかなきゃダメだろ」

　打ち付けた膝をさすっていると──ふと、いくつかの視し線せんが突き刺さっているのに気付いた。「……真一、それも体たい験けん取材のつもり？」

　月の声は体温を十度くらい吸い取るほどに冷たく、俺は下を向いたままひとまず股こ間かんを隠し、謝ろうとしたのだが──

「えっちな上に、意地悪で分からず屋」

　そんな非ひ難なんの声が聞こえてきた瞬しゆん間かん、むっと頭に血が上ってしまった。

「な、なんだよっ、分からず屋はお前だろ！　いきなり不ふ機き嫌げんになっちゃってさ、俺おれのこと悪くばっかり言うし！」

「真しん一いちが悪いもの。……大切なこと、分かってくれないから分からず屋だもの」

「なんだよ大切なことって！　お前のこと家族みたいに大事にしてるって言ってるだろ！」

「それが分からず屋だって言ってるのっ」

　月つきもどんどんボルテージが上がってきたのか、声に感情が強く宿り始める……。

　言われたままでは終われないと、こちらも反はん論ろんのために立ち上がり、月の方へと近づいて行こうとして、

「ひっ……」

　藍あい川かわの引きつり声が聞こえてきた。

　何事だ、と月の横にいる彼女の方に目を向ける。手で体は隠しているとはいえ、メロンのようなその胸はたゆたゆと湯船に浮かんでいた。なんとも柔らかそうで、体たい験けん取材の時にちょっと触っておけば良かったと少し後悔──

「真一せんぱい？　ちょっといいですか？」

「うん？　なんだよ？」

　その横のひみこに視し線せんを向けると、珍しく元気娘もほっぺたを赤らめており、

「……ここが女湯で、せんぱいは生まれたままの姿だっていうこと、分かってます？」

　ぴしっと空気が凍り付いた音が聞こえる。気がつけば、月も目をまん丸にして林りん檎ご色いろの顔になっていた。

　ここは女おんな風ぶ呂ろ、裸で湯船に浸つかる女の子三人、そして──一糸まとわぬ艶あで姿すがたの俺。

　今までの中で、一番恥ずかしい思いをしたと言ってもいいかもしれない。

「……あのさ、本当にごめん。二度とこんなことはしない──いでででで！」

　月とひみこだけでなく、完全に混乱してしまったらしい藍川からも桶おけ攻こう撃げきの嵐あらしが飛んできて、俺は悲鳴を上げながら男湯の中へと飛び込んだのだった。

　お湯の中に頭まで突っ込み、ぶくぶくと音をさせながら考える。

　お湯に濡ぬれた月達の肌、綺き麗れいだったなあ──じゃなくて。

『……大切なこと、分かってくれないから分からず屋』って月の言葉……。

　俺が一体、何を分かってないって言うんだよ？
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　京きよう都と旅行も三日目。四泊五日の修学旅行も中ちゆう盤ばんにさしかかり、残るはあと二泊と三日だ。

　元げん気き先生の勧すすめにより、今日きようは朝から写しや経きよう会かい。旅りよ館かん近くのお寺にて、ウチのクラスの生徒達はみんな静かに水性の筆ペンで写経用紙をなぞっていた。

「……くっくっく」

「ばっ……や、やめろよ井い岡おかっ……」

　俺おれの横に座るアホの化身井岡が柴しば田たの写経用紙の願ねがい事ごと欄らんに『巨乳』などといたずら書きしている。……それだと柴田が巨乳になりたいように見えるぞ。

　と、そんな風に平和なクラスメイトを横に、ちらりと斜め後ろに目を向ける。

　……月つき。

　ウチの幼おさな馴な染じみは姿勢も正しく、呼吸も止まっているのではというくらいの落ち着いた様よう子すで筆ペンを動かしている。あいつは小学校時代に習字をずっと習ってたから、筆を握らせると本ほん職しよくの書道家並みに様になる。

　……なんで俺の隣となりに座らないんだよ。

　むすっと頰ほおが膨ふくらむ。……いつもなら俺のすぐ傍そばに座るはずなのに。まだ昨日きのうのこと怒ってるのか？

　だとすると、昨日から今日で、一日超えて喧けん嘩かしてることになるじゃないか。今までで一番長い喧嘩になっちゃうだろ──

「こら、小鳥遊たかなし、井岡、柴田。もうちょっと集中してやりなさい。般若はんにや心しん経きようを書き写す作業っていうのは、心を落ち着かせるための儀ぎ式しきでもあるんだからな」

　元気先生にういーっす、と返事をして再び用紙へ筆ペンをぺたり。難むずかしそうな漢字がごちゃごちゃ並んでいるが、読み方がさっぱり分からない。……昔、師匠に写経はやらされた覚えがあるけど、俺は静かな作業がつまんなかったからすぐやめちゃったんだっけ。

　それでも元気先生の言うとおり──書いているうちに心が次第に落ち着いてきた。

　そうなると、頭に浮かんでくるのは、昨日の月とのやり取りだ。

　……喧嘩をこれ以上長引かせたくない。やっぱり謝あやまるべきか……。

　いや、と首を振る。

　たしかに昨日の夜、女おんな風ぶ呂ろで息子むすこをお披ひ露ろ目めしたことは俺が悪かった。でも、月が怒ってる理由はいまいちピンと来ないんだし……。

『大切なこと、分かってくれないから分からず屋……』って言葉が大事なんだと思うけど、よく分からない。大切なことってなんなんだ？

　単純に考えると、『俺が月のことをなんとも思ってない』って言葉に反応して怒ったんだと思うけど……そこは怒る所か？　俺おれ達が兄妹みたいなものだって、あいつも分かってるはずなのに。むしろあいつが佐さ藤とうに告白されて、すぐに断らなかったことの方が重大じゃないか。あいつ、佐藤がカッコいいから、きっと迷ってたんだ。

　むう、と不満に頰ほおを膨ふくらませて月つきの方を見ると、視し線せんでも感じたのか眠たげな目がこちらに向いた。

　そしてあいつらしくない行動。べ、と小さく舌を出したのだ。

　む、とこちらも大きく舌を出して反はん撃げきする。……月の奴やつ。徹てつ底てい抗戦の構えだな。それなら受けて立ってやる。

　視線を前に戻してから、写しや経きようを続けて静かな気分に戻ろうとしていると──ふと、気付いた。

　……なんで俺、月が佐藤にあっさり断らなかったことにこんなに怒ってるんだろ。

　あいつも高校生なんだから、異性と付き合うことは悪くないはず。なのに俺は、月が恋人作りたいって言う度たびに腹を立ててた。

　……妹みたいに思ってるから？　でも、それだけでこんなにもやもや不快な気分になるものなのか？

　ちら、と右横にいる浅あさ井いに目を向けた。妹と一いつ緒しよにいるために修学旅行の行き先まで変える変態シスコン会長だ。頭が良くても馬ば鹿かは馬鹿を地で行くような男……。

　……よし、ちょっと聞いてみるか。

（なあ、浅井）

（写経中に話しかけてくるな。心が乱れるだろうが）

（わり。でもさ、ちょっと答えてくれ。……俺とひみこが付き合うって言ったら、お前、受け入れることってできるか？）

　みしっと、浅井の握った筆ペンが軋きしんだ。

（た、たとえ話だぞ？　事実じゃないぞ？）

（ふん、くだらんたとえ話だな。しかし……もし本気で付き合う気なら……死ぬほど嫌いやだが、受け入れなければならんのかもしれん。が、その時はぼくがお前を人格が変わるくらいに全力で矯きよう正せいする。そのことを忘れるな）

　声がマジだ……。ひみこと付き合う男には覚悟が必要だな。

　しかし、受け入れると言いつつも腹を立てるこいつのお陰で、結けつ論ろんが出たかもしれない。

　俺にとっても、やはり月は妹のようなものなんだ。だからあいつが誰だれかと良い雰囲気になれば嫉しつ妬とする。誰かが近づけば不快な気分になる。

　キスやエロいこともしてるけど……あれもたぶん、近い存在だからできたこと。異性として意い識しきしてるなら、恋人でもなければ取材とはいえああいうことはできないんだろう。

　すっと胸の支つかえが降りた気がした。なぜだかすごく安心する。

　仲直りするか……と一いつ瞬しゆん思ったが、それはまた話が別。

　顔が良い男にふらふらすることは、褒ほめられることじゃない。その辺あたりは月つきが悪いんだから、俺おれは謝あやまらないからな。

　……大丈夫だ。この状況に耐えられなくて、きっと月の方から謝ってくるさ。

　そうだ、きっと大丈夫……。




　写しや経きようが終わり、旅りよ館かんを出る。今日きようの天気はあまり良くない。空は一面雲の白色に染まっており、太陽の姿はどこにも見えず。紅こう葉ようと青空のコントラストを楽しめそうにも無かった。

　クラスメイト達はばらばらと散り散りになっていき、俺、月、藍あい川かわの三人はひとまずひみこと合流。そしてバス停に向かうことにする。

「小鳥遊たかなしさんの大切なものを見るのは、三回目……。もう忘れられそうにありませんわ……」

　朱の差す顔でぶつぶつと呟つぶやく藍川には、何度もごめんと謝っておいた。……俺は彼女にとってのトラウマメイカーなのかもしれない。まったく気にしていないひみこは大したものだと思う……俺のアレがショボいから気にならない、とかだったら傷つくけど。

　行く道の途中、会話しているのは月を除く三人だけだった。

　そしてバス停が見えてきた辺りで──いつも以上に無感情な視し線せんと、平坦な声を向けてくる小柄な男装少女……。

「私、今日は佐さ藤とうくんと行動するから」

　ぴた、と足を止める。冷たい視線で俺を見ている月……。

「な、なに言ってんだよ。昨日きのうお前、あいつの告白断っただろ？」

「ん。考え直した」

　ざわざわと腹の底から暗い霧きりが噴ふき出してくる。

「……本気か？」

「ん、もちろん。真しん一いちとは行動しないもの」

　素っ気ないセリフにぐ、と言葉を飲み込む。……俺より佐藤の方がいいって言うのかよ。

「お前、あいつと付き合うつもりなのか？」

「さあ、でも、私の勝手だから」

　月はふいっと顔を背ける。能面のようなその表情……だけど、あの鷹たか島しまよりもツンツンしているように見えるのは俺の勘違いじゃないだろう。

　少し距きよ離りを開けて歩きながら、はあ、と大きくため息をつく。

「分かったよ。好きにしろよ」

　わざと素っ気なく、『今夜の献こん立だて好きにしろよ』という程度の意い識しきで言う。

　ぱちくりと目をしばたたかせる月だったが……俺はさらに付け加えた。

「お前が佐藤と行動するって言うなら、俺は藍川とひみこと一いつ緒しよだから。両手に花で楽しませてもらうよ」

　内心、ちょっと打算があった。

　こいつのことだから、俺おれに冷たくされたら謝あやまってくれるはずだ。佐さ藤とうみたいなハンサム男に惑わされる月つきが悪い。俺からは絶対謝らないから、何とかしてこいつの方から謝らせてやる。我ながらちょっとズルい気もするが、こういう薬も必要だろう。

　月はぽかんと口を開けたまま、じっと動かない。

　……本当に動かない。お地蔵様にでもなってしまったかのように、口を開けたまま突っ立っている。

　少し不安になってきた。ショック受けてるのか……。つ、冷たくし過ぎたかな？

「あの、月？　なにか反応してくれると──」

　べち。

　そんな音が辺あたりに響ひびいた。

　そして──なぜか、ほっぺたが熱あつい。秋風が少し冷たいくらいだったのに、頰ほおがじんわりと熱ねつを持っている。

　自分でも、なにが起こっているのか分からなかった。

　月の掌てのひらが、俺の頰に触れているのだ。それは別に珍しいことじゃない。俺達は日常的にスキンシップしてる。兄妹みたいなものだから、これは当然のこと……。

　しかし、これは、月が俺の頰に手を触れたわけではないのだ。

　小さな掌が触れている場所が、痛いのである。一いつ瞬しゆんだが弾はじかれたような感触があり、僅わずかに痺しびれが来て、続いて熱を伴う小さな痛みが頰を包んでいる。

「あ、え……今の……」

　ようやく思考が現実に追いついてくる。

　俺は、頰を張られた……？　そうだ、この状況は間違いない。

　月に──ビンタされたんだ。

「……真しん一いちのばか」

　俺の頰に手を当てた優やさしい幼おさな馴な染じみは、ぽつりとそれだけ言い残して、

「あ、ちょ、ちょっと待て！」

「私、佐藤くんの所に行く。真一の所になんて、戻らないから……っ」

　俺を振り払うようにして、長い髪を翻ひるがえし、バス停の方へと走っていってしまった。

　追いかけようと思ったが──頰にずきんっと痛みを感じると、足が凍り付いたように動かなくなる。月は全力で走ったせいか三十メートルほどでスピードが一気に落ちたが、それでも止まらずに角を曲がり、見えなくなってしまった。

「……月に、ビンタされた」

　ほっぺたをさすりながら、その場にぺたりとへたりこむ。

　痛い。剣道で師匠に脳天に食い込むような面めん撃うちを喰くらったときよりも遥はるかに痛い。

　あの月つきにビンタされたのなんて、生まれて初めてだったのだ。

「親父おやじにだって、ぶたれたことないのに……」

「あ、ボケるだけの気力はあるんだ。ちょっとほっとしました」

　後ろからひみこの声が聞こえてきたが、あ、いたの？　という感じ。

「あ、あわわ、氷ひ坂さかさんが小鳥遊たかなしさんの頰ほおを張るだなんて……」

　藍あい川かわもそういえばいたっけ……。あれ、他ほかにも誰だれかいたか？　鷹たか島しまとか浅あさ井いとかは？

　俺おれは、優やさしい幼おさな馴な染じみにビンタされたというショックで、頭がぐちゃぐちゃになっていた。







「真しん一いちせんぱーい、しっかりしてくださーい」

　バス停近くの茶屋にて。ひみこが目の前でなにやら手を振っている。

「むー、意い識しきが飛んじゃってるのかな……。あっ、恵めぐみせんぱい、こんな所で服脱がないでくださいっ。おっぱい丸見えで凄すごいことになっちゃってます！」

「な、なってませんっ！　変なこと言わないでくださいひみこちゃん！」

　おっぱい？　おっぱいは大切だけど、今の俺は月のことで頭が一杯で……、

「月…………」

　涙が出そうになって、テーブルに突っ伏した。

　ちょっとだけ、冷たい態度取っただけじゃないか。ほんの少しでも歩み寄ってくれたら、いくらでも謝あやまってやれたのに。そもそもお前が佐さ藤とうのトコに行くなんて言うから……。本音はお前も一いつ緒しよが良いって、分かってくれると思ってたのに。べちってビンタするなんて……。

　おお……と嗚お咽えつを漏らす。悲しい。ビンタは肉体的な痛みよりも心にくる。

「むー……店員さーん、ちょっと氷ありません？」

　大体、俺はお前のこと大切に思ってるのに……異性として見てないって言うだけで、なんで怒るんだよ。怒るところじゃないだろ、そこ……。

「ひ、ひみこちゃん、どうするつもりなのです？」

「こうするんです……するっとね」

　なのに不ふ機き嫌げんになるなんて。訳わかんないぞ、月──

「ひやあんっ!?」

　背中から針で刺されるような冷たい刺し激げき。俺は思わず弓なりに反そり返った。

「うわあっ、真一せんぱいのサービスショット！　くぅ、今の声録ろく音おんしてればよかったです!!」

「なに言ってんだひみこおおお！　なんで俺の背中に氷を入れる!?」

　もぞもぞとロックフラワーのように体をねじらせ、ぽとっと氷を外へ落とす。……し、心しん臓ぞう止まるかと思った。

　なぜかテンションの上がっていたひみこは、ケータイをポケットに戻しながらきらっと光る微笑ほほえみ。……また俺おれの変な格好撮とったんだな。後で消去しとかないと。

「正気に戻りましたか、せんぱい？」

「え？　あ、ああ。ちょっと頭冷えたかも……」

　やり方に疑問はあるが、まあ、思考の迷路から脱出できたのはよしとするか……。

　ずず、と抹まつ茶ちやをすすり、本場のみたらし団子をぱくり。……すげえうまいなこれ。

「小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさんについてですけれど……。まだ仲直りできていなかったのですか？」

　藍あい川かわはどうにも沈んだ顔をしていた。おそらく頭には、大事な友人の顔が浮かんでいるのだろう。

　そんな顔をさせていることに罪悪感を感じて、肩をすぼめて小さくなりながら、

「仲直りしてないよ……。だって、あいつが謝あやまらないから」

「真しん一いちせんぱいも悪いんですよぅ。異性として見てないとか言うから、月つきせんぱいが機き嫌げん悪くしちゃったんでしょ」

「そ、そこ、別に怒るトコじゃないだろ。俺達は兄妹みたいなものなんだし」

「へえ……まだそんなことを言っちゃいますか？　優ゆう柔じゆう不ふ断だんせんぱい？」

　ひみこの言葉はどこか攻こう撃げき的てきだ。挑むように俺の目を見据えている。

「……なんだよ。なにが優柔不断なんだよ？」

　分からずに聞いてみると、呆あきれたようなため息のひみこ。

「今まで色々なことがあって、自分にとって月せんぱいがどういう存在なのか……真一せんぱいは分かってるはずです。分からない振りしてるのは、ズルいですよ」

「な、なに言ってんだ？　なんの話してるんだ？」

「ほら、また分からない振り。真一せんぱいズルいです。月せんぱいが怒るのも……ちょっとだけ分かるかも」

　ひみこはそう言ってぐぐっと抹茶を一いつ気き吞のみ。口の回りが緑みどり色いろになっていたので、添え付けのティッシュで拭ふいてやる。

　……なんだよ、分からない振りって。俺が悪者かよ。そりゃ、俺も意地張らないで謝れば良かったけどさ。月だって同じくらい悪いだろ。こっちばっかり責めなくてもいいのに……。

　可愛かわいい後こう輩はいにまで突き放されて、悲しい気持ちで俯うつむいていると──

「……せんぱい達ってホント複雑。別に責めるつもりじゃなかったんですよ？　ただもどかしいって思っただけですから」

　小さな手でなでなでと頭を撫なでられる。その温かさに顔を上げると、ひみこがらしくなく思いやりを感じる微笑を浮かべていて、

「まあ、月せんぱいも悪いことは悪いです。思ってることはっきり言わないし、あの人のトコに行くなんて言うんだから。ですから、真一せんぱいも別の女の子と行動してみましょっか？」

　そんなセリフが、小さな口から飛び出してきた。

「……だから俺おれ、お前達二人ふたりと回ろうって言っただろ？」

「ええ。でも、わたし一人ひとりと回ってみません？　ほら、わたしと今だけ恋人になってみるとか？」

　ひみこはつつっと俺の隣となりの席に座り──ぎゅっと腕に抱きついてきた。

　そして見上げてくるのは星が瞬またたくつぶらな瞳ひとみ……。

「恋人って……本気で言ってるのか？」

「はい、本気ですっ。あ、恋人にするの、恵めぐみせんぱいの方がいいですか？」

　話を振られると、藍あい川かわは慌てたように首を振る。

「わ、私と小鳥遊たかなしさんはそういう関係ではありません。私達はお友達ですし……そういうものは、その、もっと関係が進展した先にあるものだと思いますし」

　昨日きのうのお守りをいじりながらの藍川。……俺も同じ気持ちかな。

　それを聞いたひみこはにこっとひまわり笑え顔がおになり、

「それじゃ、わたしが真しん一いちせんぱいの恋人ですねっ。恵せんぱいは……まこまこと一緒に回ります？　まこまこ、恵せんぱいに懐なついてましたし」

「え、ええ。それは楽しそうですけれど……あの、小鳥遊さんと氷ひ坂さかさんは……」

　俺と月つきの話題になる度たびに狼狽うろたえる藍川。……心配かけていることが申し訳ない。

「大丈夫です。真一せんぱい達が仲直りしないわけが無いんですからっ」

　ひみこはぱちっと藍川にウインクして、俺の体にくっついてくる。

　いつも以上にぎゅーっと腕に抱きついてくるチワワ娘。この場所は誰だれにも渡さないと言わんばかりのじゃれつきようだけど……。

「お、おい、ちょっと離はなれろって」

「わたしは真一せんぱいの恋人ですよ？　喧けん嘩かして傷ついたせんぱいの心は、わたしがしっかり癒いやしてあげますっ」

　ひみこは俺を見上げながら、んふふ、といつもの花まる笑顔を浮かべるだけだった。




　　　　２




　ひみこと二人、紅こう葉ように彩いろどられた哲てつ学がくの道みちを歩く。ここは夕焼け色に染まった葉の中にも黄き色いろ、緑の葉なども残っていたりして飽きない色合いが目を楽しませてくれる。小川のせせらぎもいかにも涼やかだ。

「綺き麗れいですね、真一せんぱい……」

　舞まい落ちる紅葉の中でしんみりと呟つぶやくひみこの姿は、今までの幼い彼女とはどこか違って見え──

「ってそんなわけないだろ。どうしたんだよ一体？　ほら見ろよこの肌、お前が普ふ段だんと違う雰囲気で情じよう緒ちよ楽しむようなこと言うから鳥肌立っちゃったよ」

「わ、酷ひどい言い方。せっかく恋人らしくおしとやかに行こうって思ったのに！」

「お前におしとやかは無理──ってこらもう、くっつくなっつーのに」

　べったりべたべたという感じで、歩きにくいくらいに体を押しつけてくる。じゃれてくる妹の感覚なのだが、他ほかから見てもそうなのか、すれ違う観かん光こう客きやくの人たちもこちらを見てくすくすと微笑ほほえましげに笑うのだった。

「ほら、せんぱいはわたしの彼氏さんなんですから。わたしにやって欲しいこととか無いですか？　昨夜ゆうべみたいに『へへ……俺おれの自慢のカラスヘビを見ろ！』みたいなのは嫌いやですけど」

　カラスヘビ……微妙だ。

「別にやって欲しいことなんて無いから普ふ通つうにしてろよ……。あと昨夜のことは忘れてくれ。それについていじられると泣きそうだから」

　しかし、さっきから恋人って言ってるけど……俺はこいつに異性を感じたりはしないし、それはひみこからしても同じ感覚のはず。現に前、師匠から『体たい験けん取材は藍あい川かわかひみこと』と言われた時も、こいつはなんともない様よう子すで『やらない』って言ってたはずだし。

「ほらほら、遠えん慮りよしないで。月つきせんぱいが別の男と一いつ緒しよにいるんだから、真しん一いちせんぱいも他ほかの女の子と楽しまなきゃ不公平でしょ？」

「不公平って……そういう理屈かよ。だからってなんでお前が体張るんだ？」

「だって……せんぱいが落ち込んでる顔、見たくないし。ですからわたしが、月せんぱいの代わりをやってあげようって思ったんですっ」

『どんとこい！』というように薄うすい胸を叩たたくひみこ。……いや、代わりっつったってなあ。お前と月は違うんだから、そんな電池みたいに簡かん単たんに取りかえっこできるってもんじゃないんだぞ？

「ま……気持ちはありがたいけどさ」

　ぽむっと頭を撫なでると──ひみこはその手をきゅっと握り、

「せんぱいは、わたしのこと嫌いですか？」

「そんなことないけど……。お前面おも白しろいから一緒にいて楽しいし」

　ひみこの顔がふにゃっと溶けたようにほころぶ。こいつの豊かな感情表現は見ていて気持ちいいくらいだ。

「んふふ、それじゃ、わたしがしっかり慰なぐさめてあげますねっ」

「……そっか、ありがとな」

　頭を撫でてやっていると、ふと、道ばたのソフトクリーム屋が目に入った。ひみこはとてとてと跳ねるようにしてそちらに走っていき……。

　京きよう都と観かん光こう地ちの代名詞、抹まつ茶ちやソフトを買ってきて俺おれの口元に持ってくる。

「どうですか、美味おいしいですか？」

「ああ。ほら、俺も食べさせてやるよ」

　水を飲む犬のようにぺろぺろと舐なめ始めるチワワ系。……なんか癒いやされるなあ。

　月つきの代わり、か……。たしかに、こいつと一いつ緒しよにいれば気も晴れるかもしれない。

　一人ひとりでいると沈んでしまいそうだから、せめて今だけは楽しい気分でいたかった。

「これ、恋人同士っぽいです。なんだか嬉うれしいですねっ」

　笑え顔がおでそう言う彼女の唇には、べっとりと抹茶クリームがついている。







　恋人って言っても、俺とひみこの間にそんな色気のある雰囲気が作れるわけもなく、友達同士の感覚でわいわい話しながら銀ぎん閣かく寺じへ。入場料を払って中へと入る。

「せんぱい、疲れてないですか？　わたしがおんぶしてあげましょうか？」

「お前におんぶなんてできるわけないって。むしろお前の方が疲れてるだろ。哲てつ学がくの道みち歩いてきたから……」

「うー……それじゃ、なにか買ってきましょうか？　喉のど渇かわいたでしょ？」

「あんまり気を遣つかうなって。一緒にいてくれるだけでいいんだよ」

　ひみこと寄り添いながら銀閣寺を歩く。

　足あし利かが義よし政まさが引きこもったことで有名な東とう山ざん慈じ照しよう寺じ。石せき庭ていを中心としてわびさびを極めんとするような庭園には静けさが満ちている。紅葉もいいが、竹たけ藪やぶの植えられた斜面にもなんとも言えぬ趣おもむきがあった。

「やっぱ金きん閣かくよりこっちだな……本人はあんま好きじゃないけど、寺社造築のセンスは義よし満みつよりも断然義政が上だ。ひみこ、お前もそう思わないか？」

「んー……よく分かんないです。あ、でもほら、義政ってムッツリっぽいし奥さんがアレだから、あそこの竹藪の合間で女官といけないこととかしてたんですよ」

　下ネタ好きの男子高校生みたいなことを……。

　なんとも切ない気分になっていると、ふと、月のことが頭に浮かんだ。

　あいつもこういう雰囲気の場所の方が好きなはずだ。俺と二人ふたりで歩いていたら、多た分ぶんぽつりぽつりとしか会話は無いだろうけど、凄すごく静かで、周りの景色けしきを楽しみながらの散策が出来るだろう。俺達は以心伝心だから、何も言わなくても通じ合っている気分になれるし、沈ちん黙もくを気にする必要も無いのだ。

「む……別の女のことを考えている顔です……。なるほど、これはちょっと腹立つかも」

　ひみこがぐいぐいっと裾すそを引っ張ってきて、俺は月と歩く妄想から我に返る。そんな俺をじっと見つめる後こう輩はいは、鞄かばんから飴あめを取り出してきた。

「はい、せんぱい。口開けて」

「ん……」

　ぱく、とひみこの手ずから飴あめを口に含む。細い人差し指に俺おれの唇が当たって、少しだけドキッとしてしまった。

　ころころと苺いちご味あじの飴を口の中で転がす俺を、月つき以上に小柄な彼女は嬉うれしそうな顔で見ていたが──

「あれ……？」

　かく、とひみこの膝ひざが揺れ、俺の体に寄りかかってくる。歩きっぱなしだったせいか、足の力が抜けたらしい。

「お前、体力あるはずなのになあ。昨日きのう夜よ更ふかしでもしたんじゃないか？」

「はい……実は、同室のみんなと夜が明けるまで延々大富豪を……」

　はは、と想像通りの答えに笑ってしまった。修学旅行の定番だけど、少しは寝なきゃダメだろうに。遊びたい気持ちは分かるけどさ。

　頭を搔かいて、今だけの恋人の前に腰を下ろした。

「ほら、おぶされ。おんぶしてやるから」

「え……でも、今はわたしが真しん一いちせんぱいを励まして……」

「もう十分励ましてもらってるって。ほら、女の子をおんぶするって男としても悪い気分じゃないしさ。遠えん慮りよせずに乗れって」

　躊躇ためらいながらも、ひみこは背中におぶさってきた。今のは冗じよう談だんで言ったのだが、背中があったかいのは実際に悪い気分じゃない。斜面があるから結構足に来るけど、ビンタのショックがいくらか紛れてくれる。

　妹のような女の子を背負ったまま、慈じ照しよう寺じの道を行く。周りから見れば、今の俺達は恋人同士に見えるのだろうか。

　月も……今いま頃ごろは佐さ藤とうといちゃついたりしてるのかな……。

「む……せんぱいっ。ふぅぅ……」

「うわあっ！　耳に息吹き込むな！」

　ぞくっときて思わずひみこを振り落としそうになった。
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「せんぱい、月せんぱいのこと思い出しても落ち込むだけですよぅ？」

「う……し、仕方ないだろ、やっぱ心配なんだから……」

　そう言って歩いていこうとすると、ひみこがきゅっと後ろから深く抱きついてきて……。

　はあ、と呆あきれるようなため息をついた。

「こんなに優やさしいのに。佐藤さんの方に行くなんて、月せんぱいはどうかしてます……」

「……耳元で囁ささやくなってば。こそばゆいんだよ」

　ひみこは少しの間、強く抱きついたままでいて──地面に降りた。

「残念ですけど、やっぱりわたしじゃ役不足みたいです。あの、真しん一いちせんぱい。月つきせんぱいとの関係を考えるって言ってましたよね？　結局、どういう結けつ論ろんを出したんですか？」

　突然の質問に、一いつ瞬しゆん答えに詰まったが、

「……やっぱ、妹みたいなものなんだと思う。お前の兄貴もさ、俺おれがお前と付き合うことになったら、死ぬほど嫌いやだけど受け入れるって言ってたんだ。だから俺もそうしなきゃって」

「……そうですか。妹、ねえ。わたしはお兄にいちゃんと体たい験けん取材なんてできるわけないですけど」

「そりゃ血の繫つながってる兄妹なんだから当然だろ？」

「せんぱい達は血が繫がってないからちょっとえっちなこともできる。キスもしたんですよね？　でもどんな関係かって考えたら、兄妹みたいなものって答えになっちゃう……変なの。どうしてそういう結論になっちゃうんだろ」

　ひみこは眉まゆを曇くもらせながらそう言って、再び腕を握ってくる……。

　と、傍そばで記念撮さつ影えいをしているカップルの姿があった。

「あ、恋人ってああいうことするんだ……。せんぱい、ちょっと顔こっちに下げてください」

「ん、こうか？」

　背をかがめ、顔を下げてひみこと視し線せんを合わせる……。

　と、彼女は小さな掌てのひらでケータイを取り出し、

「はい、ほっぺたぎゅってくっつけて──あ、今べとっとした！　もーせんぱい、汗かくような季節じゃないでしょ？」

「お前をおんぶして斜面登ったから汗が出たんだよ……。なんだよ、なにがしたいんだ？」

　ひみこは答えずに俺おれとほっぺたをくっつける。さすがにこの距きよ離りになると一いつ瞬しゆんドキッと胸が高鳴った。飴あめ食べさせて貰もらった時といい、二度もこいつにドキドキさせられてしまうとは……。

「ちょ、ちょっとくっつきすぎなんじゃ──お？」

　かしゃっと電子音。ひみこが俺達の顔を写真に撮とったのだ。

「これせんぱいにも送りますから、二人ふたりの思い出にしましょう。これで恋人ごっこは終わりです……」

　ひみこはなにやら真剣な顔で、じっと撮った写真を見ていたが──着信音が鳴っていつもの明朗快活な表情に戻った。

「……あ、お兄ちゃんから到着メール！」

　ん、と気になるセリフ。お兄ちゃんって、浅あさ井いだよな。どこに到着したんだ──




「小鳥遊たかなし、貴様ぁ……」




「うわあ……ヤな声聞こえた……」

　背後を振り返ると──

「ぼ、ぼくの妹に本当に手を出したな、このチンパンマンめ……」

　もう秋も深いというのに顔中にびっしり汗の玉を浮かべた、浅井雅まさ史しの姿がそこにあった。

「早かったね、お兄にいちゃんっ。さっきメールしたばっかりなのに！」

「み、みーこが小鳥遊と付き合うなんて言うから、八や坂さか神じん社じやから走ってきたんだ……」

　……八坂神社からって、歩くと二時間近くかかる距きよ離りだぞ。よくこの体力ゼロ会長が走ってきたな……。

「ぜえ、ぜえ……小鳥遊、貴様、本当にみーこと付き合うつもりなのか……？」

「いや、それよりお前ちょっと休めよ。マジで死にそうに見えるぞ？」

「し、死んでも構わん……。それよりもみーこのことの方が大切なんだ……」

　がくがくと足を震ふるわせながらも、俺を見る瞳ひとみには力が残っている。……驚きよう異いのシスコンだ。妹のためならオリンピックでメダルが獲とれるんじゃないだろうか。

「え、えっと、実はな──」

「それをこれから決めようと思うの。そのためにお兄ちゃんにも来てもらったの！」

　ん？　とひみこの顔を見る。……どういうことだろ？

　今日きようは平日だというのに、銀ぎん閣かく寺じは前も後ろも人だらけだ。俺達はひとまず売店兼お茶ちや処どころに移動することにした。浅井に水分補給させないと、季節外れの脱水症状でぶっ倒れそうだし。

　古都ならではのオープンテラス。赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた長なが椅い子すに腰掛け、店員さんに出して貰もらったお冷やを浅あさ井いに飲ませる。

「んぐ、んぐ……ぷはっ。そ、それで？　みーこ、なぜ小鳥遊たかなしと付き合うことを決めるのに、ぼくの立ち会いが必要なんだ？　それはもちろん、大事なことはぼくのいる場所で決めてくれると、とても嬉うれしいが……」

「うん……ちょっと、お兄にいちゃんに質問したいことがあったから」

　俺おれと浅井が並んで座っており、ひみこは向かい側に腰掛けている。そのまん丸な瞳が捉とらえているのは俺達の両方……。

「お兄ちゃんさ、わたしとキスとかしたいって思う？」

「ほっぺたにキスか？　そういうものなら大歓迎だ」

　さあ来い、というように頰ほおを突き出すバカ兄貴。期待に目が輝かがやいているのが非常に気色悪い。

　なんなんだこのやり取りは……と呆あきれていると、

「ううん、唇にちゅってする、ホントのキス」

　ひみこがそう言った瞬しゆん間かん──こちらが驚おどろくくらいに浅井の顔が急変。目に見えて怒っているようで、しかめっ面つらになってしまった。

「みーこ、そういう冗じよう談だんはやめなさい」

「ごめんなさい」

　ぺこ、と謝あやまるひみこ。……あ、浅井が妹に本気で怒ったトコ、初めて見た。

「そ、そんなに怒らなくてもいいんじゃ……」

　そう言ってみると、会長は大きく肩を上下させるくらいのため息をつき、

「面おも白しろい冗じよう談だんとそうでない冗談があるんだ」

「……お兄ちゃん的には、兄妹でそういうことはしないってことだよね？　恋愛感情は湧わかないってこと？」

　妹に尋たずねられ、兄は重々しく頷うなずいた。

「当然だ。兄妹の間にそういう感情は絶対に湧かない。ドラマでもあるまいし……、なんでそんな質問をするんだ、みーこ？　小鳥遊の馬ば鹿か者ものになにか言われたのか？」

「ううん。そういうわけじゃないけど……。じゃあさ、もし兄妹にそんな感情が湧くとしたら、どんな時？」

「その兄妹が本当の兄妹では無く、別の関係である時だろう。義理の関係だったり、血けつ縁えんが無い場合にはそういう感情も生まれるのかもしれんな」

「……だ、そうです、真しん一いちせんぱい？　真一せんぱいはどう思います？　兄妹の間でキスしたいって、思う時がある？　そう考えただけでドキドキしたりする？」

　ひみこは浅井に怒られたことを特に気にしている様よう子すも無く、俺に矛ほこ先さきを向けてくる。

　……月つきと前にキスした時は、すっげえドキドキした。兄妹のように思っているのなら、ああいう感覚は生まれないし、そもそも取材でもキスしようだなんて思わない。

　このちびっこが言いたいことは、そういうことなんだろう……。

「真しん一いちせんぱい、もう一ついいですか？」

　なんとなく聞きたくなかったが、聞かなければいけない気がする。こくっと頷うなずきを返した。

　ひみこは指を口元に当てつつ、

「せんぱい、二人ふたりの関係について考えたんですよね？」

「ああ、ちゃんと考えたぞ」

「わたしは、せんぱいがちゃんと考えてないと思うんです」

　あっさりと言われて、一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられてしまった。

「か、考えたってば。それであいつは妹みたいなものだって……」

「せんぱい、妹みたいに思いたいだけですよ。現に佐さ藤とうさんに嫉しつ妬としてるでしょ？　あの二人がえっちなことしたりしてたら、せんぱいどう思います？」

　ぶわっと胸の中に黒い炎が巻き起こる。

「ぜ、絶対許せないな……」

「許せないし、『あいつとエロいことしていいのは俺だけだ！』って思いますよね？」

「……それは、ちょっとだけ思うかもしれないけど」

「それでもまだ、妹みたいなものだって言えます？」

　口をつぐむ。……どんどん追い詰められているような気がする。

　ひみこは俺おれの顔を下から覗のぞくようにして、真剣な目を向けてきて、

「……あんまりやきもきさせちゃダメです。女の子を待たせ過ぎちゃいけません。自分の気持ちに噓うそついてたら、いずれ二人は離はなれていっちゃいますよぅ？」

　その言葉には冗じよう談だんや軽い気持ちは無くて、本心から俺達のことを案じてくれているのだと分かる。

　俺はしばらく腕を組み、考え込んでいたが……。

　ぽむ、と小さな後こう輩はいの頭に手を置き、何度か撫なでてやった。

「……ちょっと考えさせてくれ。もう一回、深く考えてみたいんだ」

　ひみこの顔にぱあっと笑え顔がおが浮かぶ。

「はいっ。しっかり考えちゃってください！」

「ああ。えっと……お前はどうする？　俺と一いつ緒しよにいても暇なだけだし、兄貴と一緒に回るか？」

「え？　わたしはせんぱいの傍そばに──ああっ、お兄にいちゃん引っ張らないでっ」

　さっきまで俺の恋人役だった女の子を引きずっていくのは、幸せそうな笑顔を浮かべた壮絶アホ兄貴だ。

「なんの話をしているかさっぱり分からなかったが、小鳥遊たかなしなどと一緒にいるよりぼくと回ろうじゃないか、みーこ。二人ふたりで京きよう都と観かん光こうとしゃれ込もう」

「うー……せんぱーい、寂しかったら呼んでくださいね～」

　元気娘は兄に手を引かれてフェードアウトしていった。……ま、浅あさ井いにも幸せな時間をくれてやろう。なんだかんだであの二人、仲良い兄妹みたいだし。

　一人ひとり、茶屋に残されて、近くに咲いた紅葉もみじを眺める。

　道を無数の知らない人が歩いていく。当たり前だが、誰だれも俺おれには目もくれない。

　こういう場所で一人というのは、慣なれない。いつも隣となりに月つきがいたからだ。







　長いこと、そのまま紅葉を眺めていた。

　ずっと考えているのはもちろん、月つきとのことだ。

　……シンプルに考える。

　ひみこの言ってくれたことを念頭に置いて、ごくシンプルに考えよう。

　俺は月を他ほかの男には渡したくない。誰だれが相手でも同じだ。

　理由……月が傍にいないのは嫌いやだから。

　そして、あいつの夢を助けるのは俺の役目。これも他の誰にも渡さない。

　月はどう思っているか……。

　あいつも同じ気持ちだと思う。佐さ藤とうと一いつ緒しよにいるって言っても、付き合う気はまったく無いはず。自分に都合のいい考えだけど……俺にはそう分かるのだ。

　最後に、俺と月はどういう関係か？

「俺達は……幼おさな馴な染じみ、ずっと一緒に育ってきた家族」

　そして──取材とはいえキスしたり、ちょっといやらしいことをする関係……。

　そういうことをして、ドキドキして、その後はしばらく顔を合わせるだけで赤面するような関係……。

　そんな関係は、兄妹とは言わない。

「……月は、やっぱり異性なのか」

　口に出してみると──これは正しいのだと本能で感じた。ひみこの言葉は正しかったのだ。あいつは迷う俺の気持ちを知ってて、わざわざ兄貴まで呼んで分からせてくれた。いくら俺がとんでもないアホでも、可愛かわいい後こう輩はいにあそこまでやってもらえればさすがに分かる。

　中学生から高校生になって、俺とあいつの関係は変わった。……そもそも、変わらないままでいるわけが無かったんだろう。

「異性……それは、受け入れなきゃダメなのかな……」

　正直に言うと、兄妹の方が気が楽なのだ。異性として一緒に過ごすとなると、何が起こるか分からない。接し方も変わるかもしれない。

　だから俺おれは、変化を恐れていたんじゃないだろうか。

　……でも、もう限界なんだと思う。変化を恐れて変わらないままでいれば、今回のように二人ふたりの仲には、逆にひずみが生まれるかもしれない。

　月つきはどう思っているのか……これは考えるまでも無いと思えた。あいつはもう、答えを出していたんじゃないだろうか。

　あいつの言う、俺おれが分からなかった『大切なこと』というのは、きっとこの結けつ論ろんのことだったんだ。

　何気なくポケットを探ると──かさ、と何かの紙の感触。

　取り出してみると、一昨日おととい地じ主しゆ神じん社じやで引いた恋占うらないおみくじが入っていた。

　その中の一文──『身近な所に運命の人』という文字が目に付く。

「……運命の人」

　俺は何度も、その一文を読み返していた。




　雲間から夕日が覗のぞいた頃ころ、立ち上がり、銀ぎん閣かくから出てバス停へと向かう。

　もう集合時間は近い。

　旅りよ館かんに戻れば、きっとあの無口で愛想知らずな幼おさな馴な染じみに会えるはずだ。




　　　　３




　そのはずだ──と思っていたのだが、

「遅いぞ！　……っと、おい小鳥遊たかなし、氷ひ坂さかはどうしたんだ？　お前と一いつ緒しよに帰ってくるものと思ってたんだが……」

　集合時間に少し遅れて帰ってくると、先生が心配そうにそんなことを言ってきて──

「い、いえ、今日きようは別行動でしたし、先に帰ってると思ったんですけど……」

「むぅ、おかしいな。遅れるっていう連絡も無いし……」

　元げん気き先生が眉まゆを曇くもらせるのを見て、俺の胸にも不安の霧きりが湧わいてきた。

　……月は今日、佐さ藤とうと一緒に行動するって言ってた。っていうことは、今もあいつと一緒にいるってことか……!?

「あ、お、おい小鳥遊、どこに行くんだ!?」

　次の瞬しゆん間かん、俺は旅館の外へと飛び出していた。

　──佐藤の奴やつ！

　あいつ、月を集合時間超えるまで連れ回してどうするつもりだ。まさかいかがわしいことでも考えてるんじゃないだろうな……！

「うわ、た、小鳥遊たかなし!?　どうしたんだそんなに慌てて……あ、ちょっと待てよ！」

　玄関先で佐さ藤とうにぶつかりそうになったが、それはいいから今は月つき──

「っておい！　お前なんで一人ひとりでこんなトコにいるんだよ！」

「い、いきなりつかみかかって来んなよ！　わけわかんないから！」

　落ち着け、というように何度も肩をぽんぽん叩たたかれ──ようやく我に返り、摑つかみ上げていた佐藤の襟えり首くびを解放する。

「す、すまん佐藤……。でもお前、ホントになんでここにいるんだ？　月はどうした？」

「氷ひ坂さかって……俺はその氷坂に会いにここに来たんだけど……。もう一回、顔だけでも見られたらって思って……」

　佐藤もなにがなにやらというようにそんなことを言う。

　……っていうことは、なにか？　月はこいつとは一いつ緒しよにいなかった？

「今日は月のやつ、ずっと一人で行動してたってことか!?」

　見知らぬ町で月を一人に……。

　そう考えると、ぞわっと背筋が寒くなった。あの方向音痴が迷わないわけが無いし、暗い路地裏に入って修学旅行生を狙ねらうチンピラ共に目を付けられたりしたら……。いや、小説家デビューさせてあげると甘い話で誘われてホテルに連れ込まれてたり……！

「なんでお前一緒にいないんだよ、この馬ば鹿か野郎！」

「お、俺おれにそんなこと言われても……っておい！」

　大通りへと飛びだしていく。一刻も早く月を見つけなきゃ……。あいつになにかあったら、俺はどうにかなってしまうかもしれない。

　もうすぐ日が落ちる時間。暗い夜はすぐそこまで近づいていた。

　焦りに震ふるえる指でケータイを操あやつり、藍あい川かわに連絡。……あいつなら、きっと月と京きよう都との観かん光こう場所について色んなことを話してたはず。

「お、藍川か！　お前さ、月がどこに行ったか心当たり無いか!?」

『先生から事情は聞きましたっ。それで今、みなさん集められているのですけれど……井い岡おかさん達のグループが、氷坂さんを昼ひる頃ごろに見たらしいのです』

「ホントか!?　ど、どこで！」

『下しも鴨がも神じん社じやに向かう途中、氷坂さんが叡えい山ざん出で町まち柳やなぎ駅えきに入って行く姿を見たそうです』

　出町柳って言ったら……俺達が昨日きのう行った下鴨神社のすぐ傍そばの駅だ。

「叡山出町柳……その駅はどこに繫つながってる？　沿えん線せんの観かん光こう地ちとか、そこの特徴も軽く教えてみてくれ」

『はい。えっと……この駅からは貴き船ぶねや鞍くら馬まに行けます。氷坂さんと主に話していたのは、貴き船ふね神社と鞍馬山。貴船神社は縁えん結むすび……和泉いずみ式しき部ぶ縁ゆかりの地で、一度心の離はなれた夫の愛を取り戻した伝説のある場所です。そして鞍馬ですけれど、源みなもとの義よし経つねが修行したという所ですが……こちらはケーブルカーを使っても多少山を登らなければいけないので、氷ひ坂さかさん一人ひとりでは行かないかと……』

　他ほかにも叡えい山ざん鉄てつ道どう近くのいくつかの寺、神社について教えてもらい、ケータイを切ろうとする。

『あと三十分経たっても連絡が無いなら、先生達も捜しに出るそうです。私もすぐに捜しに行きますから！』

　声だけでも月つきを案じる気持ちが伝わってくる。

「分かった。……でも、大丈夫だよ。俺おれが絶対見つけるから」

　ケータイを切ると、バス停に到着──だが出で町まち柳やなぎまでなら走った方が早い。

　走る途中、どこを捜すかと考えて……。

　藍あい川かわの話を考えて、一カ所、ここにいるんじゃないかという目星をつけた。

　なんとなく、月はあそこに行っているんじゃないかという気がしていた。







　ワンマン運転の叡山電車に乗り込み──俺は終点近くの貴き船ぶね口ぐち駅えきで降りた。

「……暗い」

　山中にある貴船口駅はしん、と静まりかえっていた。空気は澄すんでおり、清涼な水気を帯びているようで肌がひんやりと冷たくなる。電車が行くと、すぐに川の流れる音が聞こえてきた。山林の中の駅には人ひと気けがまったく無い。乗っていた客は俺を含めて三人だけだったくらいだ。京きよう都と市内の地下鉄駅に比べると、とても同じ市とは思えないくらいの違いがある。

　俺が目的とする場所は、貴き船ふね神じん社じや。水の神を祀まつる縁えん結むすびの神社である。

　藍川から聞いた貴船神社の詳しい話に、気になる所があったのだ。

『和泉いずみ式しき部ぶはここでお参りをし、冷え切っていた夫との愛を取り戻したという言い伝えがあります』

　冷え切っていた夫との関係、そして愛を取り戻す……。

　月はこの話に惹ひかれたのかもしれない。俺達は夫婦じゃないけど……この和泉式部と夫の関係に似ているものがあると思ったんじゃないのか？

　予想が当たっていて欲しいと願ねがいながら、早足で駅を出る。すぐにバス停があったが──目的地までは二キロ程度。走った方が早い。

　しかし──本当に暗い。山道は二に車しや線せん、時々眩まばゆいライトを照らす車が抜けていくだけで、後は木々が擦こすれる音と、道路のすぐ傍そばを流れる川の音しか聞こえない。山の中なので街灯は無く、辺あたりは真っ暗だった。

　昼間に見れば紅葉もあったりして綺き麗れいなのかもしれないが、夜だと不気味としか言いようが無い。

「……こんな所にいるのか、月？」

　心配になる。俺おれの予想では、この先にあいつがいるのだ。……こんな山の中に一人ひとりで。早く見つけてやらないと。

　しばらく走っていくと、狭い道沿いにお店が見え始めた。これが藍あい川かわの言ってた川かわ床どこ料りよう理りの店だな。

　川の水が流れるすぐ上に畳が敷しいてあり、そこで何人か料理を食べている人がいた。ここまでくれば明るいし、ちゃんと人がいることにほっとしながら、俺は先へと進んでいく。

　やがて、貴き船ふね神じん社じやの鳥居が見えてきた。

「ここか……」

　拝はい観かん時間は長いようで、普通に中に入れた。拝観料は無料。有名だが小さな神社らしい。

　期待を胸に境けい内だいを歩き回るが──石段を上がり、本堂の前に行っても、月の姿は見当たらなかった。狭い神社なので、ここにいるならすぐに見つかるはずだ。

「くそ……いないのか……」

　不安に顔をしかめていると、見えにくい所に『奥おくの院いん』とやらを示す案内板が立っているのが目に入る。……あ、そうだ、藍川が言ってた。ここって神社がいくつかに分かれてるんだ。

　再び道路に出ると、目の前を眩い光を放つトラックが走り抜けていった。

　それに追いつくくらいの勢いで、再び走り出す。




　奥の院までは走って五分程度だった。途中に和泉いずみ式しき部ぶの歌か碑ひと神しん木ぼくを祀まつる結ゆいの社やしろという場所があったが、そこには月つきはいなかった。

　到着した奥の院は──こちらも小さい所だ。思っていたよりも、遥はるかに古びた神社だ。本殿も物置と見紛うくらいにちんまりとしている。

　しかし──あまり手が加えられていないせいか、今までに見たどの神社よりも、なにか神こう々ごうしいものを感じた。

　ここは夜でも普通に参拝できるようだが、俺以外に人ひと気けは無い。

　……俺は恐がりでもないけど、さすがにここは不気味だな。

　山中にある古びた寺。本殿の戸に触れれば異界への門が開きそうだ。

「本当に月がいるのか……？　自信無くなってきたぞ」

　あの恐がりが自分からこんな山奥に……なんて、普通の状況ではとても想像できない。俺の勘違いで、あいつは別の場所にいるんじゃないだろうか。

　一通り、本殿の後ろ側まで見て回ったが、月はどこにもいなかった。

「予想は間違ってたか……」

　ここにいない、と分かった途と端たん、不安が腹の底から湧わき上がってきて全身を重くさせる。

　……間違いないと思ったのに。長年連れ添った仲だけど、俺はあいつの行き先も予測できない。気持ちも分かってやれなかったし……ずっと通じ合えてると思ってたのは、俺の勘違いだったのか。そういう考えに、俺おれが甘えてただけなのか……。

　落ち込みそうになったが、今はそれよりも足を動かさなければと自分の頰ほおを張る。こうなったら本当に手当たり次第に捜すしかない。考えたくないが、誰だれかに攫さらわれたっていう想像が当たっている可能性もある。

　そうなったら、俺はどうする？　俺のせいで月つきがいなくなったりしたら……。

「早く捜さないと、早く……！」

　焦しよう燥そうが足を急がせる。また藍あい川かわに連絡して、他ほかにあいつがいそうな場所を教えてもらうんだ。

　走りながらケータイを取りだそうとすると──




　カーン、カーン。




　そんな音が響ひびいてきた。

「なんの音だろ……？」

　夜の静かな山奥には、その場違いな硬質の音は遠くにまで大きく響き渡る。なにかを打ち付けるような音。工事現場……とは違うと思う。一定の間をおいて響いているその音は、騒そう々ぞうしいとは違うが、酷ひどく頭に響いてくる。

　……でも、俺には関係無いか。

　そう思い、さっさと駅へ戻ろうと足を速めて──ふと、藍川の話を思い出した。

『和泉いずみ式しき部ぶの話とは別に、貴き船ふね神じん社じやには、少し怖こわい噂うわさもあるのです。有名な「丑うしの刻こく参まいり」という儀ぎ式しきは知っていますよね？　貴船神社近くではそれを行う人が今でもいるらしいのです。奥の院に向かう途中では、藁わら人にん形ぎようが打ち付けられた五ご寸すん釘くぎの痕あとが、木々の幹に残っているという噂もあります……』

　丑の刻参りのルーツは『宇う治じの橋はし姫ひめ』や謡よう曲きよく『鉄かな輪わ』などにあると藍川は話す。これらの話の内容は、『夫の愛を無くした妻が、夫を呪のろう』というものらしい。

　和泉式部の話と同じように、夫を俺、妻を月に置き換えて考えると……。

「お、俺に捨てられたと思った月が、仕返しに俺を呪おうとしてる……？」

　まさか……あいつが俺にそんな、呪いなんてかけるとは思えない。

　でも、俺が月にやってしまったことを考えると……あいつが俺を呪いたくなるのも、無理無いことなんじゃ……。

「た、確たしかめてみるか」

　音が聞こえてくるのは、奥の院の入り口から、川を渡ってすぐの辺りだ。そこに立っていた看板をケータイの微かすかな光で照らすと、なにやら『古こ事じの森もり』などという森の中を歩くルートがあるらしかった。

　……音がするのはその方角。ちょっと行ってみよう。

　真っ暗な山の中を歩くのは危険極まりないと分かっていたが、もしこの音を出しているのが月つきだとしたら、放っておくわけにはいかない。

　地面を踏みしめながら、山へ入る。一応歩行路の段差は作られているようだが、なんとも歩きにくい……。人はほとんど入らないのだと思う。

　音の場所はそう遠くない。おそらくすぐにつくはず……。

　駆け足で少し山を登っていくと──予想通り、人の気け配はいがあった。歩行路から僅わずかに外れたところで、誰だれかが動いている姿が見える。その人は懐かい中ちゆう電でん灯とうを持っているようで、光に照らされているのだ。

　木に隠れて目を凝こらす。着ている服は白しろ襦じゆ袢ばん。黒髪のロング、そして身長も月と同じくらいだ……。

　ごく、と喉のどを鳴らす。

　……まさか、ホントに月……？　お、俺おれを呪のろってるのか……？　そんな馬ば鹿かな……。

　カーン、カーン、と無む機き質しつな音は本能的に恐怖を呼び起こす。同時に風に吹かれ、体がぶるっと震ふるえて──

　ぱきっ。

　足の下で、木の枝が折れる音がした。

　白襦袢の女性が釘を打つのをやめる。

　どく、どく、と心しん臓ぞうが激はげしい音を立てる。一度激しい風が吹き、周囲の木々を鳴らしてカラスが泣なき喚わめいたが──その後には、なんの音も聞こえなくなった。

　……に、逃げなきゃ。いや、隠れるべきか？

　忍び寄るような恐怖に足が迷い……。

　白襦袢の女性はゆっくりと、こちらに振り返った。




　想像は、当たっていた。




　白襦袢姿になり、片手に金かな槌づちを持った俺の幼おさな馴な染じみは、ゆらりと柳のようにゆらめきながら俺を見ている。

　その額ひたいには鉢巻き、そして蠟ろう燭そくが巻かれている。月の向かっていた木には釘の刺さったわら人形。

　……でも、そんな、月が……、

「あいつが俺を呪うわけ無い……と思うんだけど」

　ぞくっと背筋が震ふるえた。鳥肌が立ち、空気が重くなったような気がする。

　白襦袢姿の月は、なんだか冷気を纏まとっているようだった。元から線せんが細く、眠たそうな顔はミステリアスにも見える月である。夜の山の中、こんな状況であの姿……ちょっとぞくぞくするものがある。

　……お、俺おれがあいつを追い詰めて、男を呪のろう鬼にしてしまったのか？　そんな馬ば鹿かな……。

　しかし、恐がりな月つきがこんな山奥にいることは極めて異常だ。だとすれば、今のあいつは普ふ段だんとは別人と考えていいのでは……いや、でもなあ……。

　なんにしても、ひとまず声を掛けてみようか、と迷っていると──ぱきっと再び枝を踏む音。今回は俺が立てたのではない。

　月が、こちらに一歩踏み出したようだった。

「う…………」

　見み慣なれたはずの幼おさな馴な染じみがゆっくりと俺に近づいてくる。歩いているのだから体が上下に揺れているはずだが、暗い闇やみの中では、まるでスケートでもしているみたいに地面を滑ってくるように見えた。いや、あいつの歩幅が小さいからそう見えるだけなんだと思うけど……。

　さらに金かな槌づちを振るっていたせいか髪が乱れており、汗で黒髪の束が顔にべったりと張り付いている。

　……こ、こええってのお前……。

　頰を生暖かい風が撫なで、思わず一歩後ずさる。

「真しん一いちぃ……」

　掠かすれ声ごえが聞こえた。そんなことは無いと信じながらも、その声は心なしか俺を恨うらんでいるように聞こえて──

　ざ、ざっと足音が大きくなる。月は歩幅を広げ、一気に俺との距きよ離りを詰めてきた。

　ぞわっと背筋に冷たいものが走る。闇やみ夜よで人に急接近されると、本能で恐ろしく感じるようで──

「う、うわああああ！　ご、ごめんなさいぃぃぃぃ！」

　恐怖に駆られた謝しや罪ざい。何に謝あやまっているのかも分からない。

　そして月の手に握られた金槌を見た瞬しゆん間かん、俺は踵きびすを返して逃げ出した。

「あ、待って……っ」

　背後からの小さな声。しかし俺には恨みがましく『待ぁてぇ……』というように聞こえる。

　一気に山を駆け下りようとすると──

「きゃ……っ」

　その声は、反射的に俺の足をその場に縫ぬい止めた。

　振り返れば、段差に足を取られて前のめりになっている月の姿……！

「ふ、踏ん張れ月！」

　飛び上がるようにして再び坂を駆け上る。こんな所で転こけたら、こいつだったら山の麓ふもとまでころころおむすびみたいに転がっていってしまいそうだ。

　彼女の小さな体が地面に倒れる瞬しゆん間かん、俺おれはヘッドスライディングでその下に滑り込み──

「ぐぇっ」

　背中に月つきが落下してきた。俺の尻しりの辺あたりにぱふんっと顔らしき感触。そして背骨に肘ひじが食い込み、俺は海老えびぞりになって「んぐぅ……！」と悶もん絶ぜつする。

　そのまま俺はぐったりと地面に寝そべり、月も俺の背中の上に乗ったまま……。

　風が止やみ、遠くに川の音を聞きながら、二人ふたりとも身じろぎ一つしなかった。

　すう、はあ、と土を吸い込まないように静かに呼吸……。

　……背中に乗ってるの、月だよな？

　まだ恐怖が残る。漂うのは桜の匂においだし、ウチの無口な幼おさな馴な染じみであることは間違いない。

　でも、今のこいつは、いつもの月じゃないかもしれない……。

「……真しん一いち」

　ひっと声が漏れた。こいつは金かな槌づちを持っていたはず。まさか、あれで俺を殴りつけようとするんじゃ……!?

　背中に小鬼が乗っているような気分になって、ぐっと頭の後ろで手を合わせる。

「ご、ごご、ごめん月！　もう酷ひどいこと言わないから許してくれ！」

　ガタガタ震ふるえながら懇こん願がんすると──

　ぴとっと、背中に月が抱きついてきたのが分かった。

「……あ、あの、月？」

　金槌でぶん殴られると思っていただけに、背中の温かい感触が意外だった。

　背後にぐっと顔を向けようとすると、今度は後頭部に生暖かい感触。

　どうやら、月が俺の頭に顔を埋めているみたいで……、

「来てくれた……。嬉うれしい、真一……」

　耳元で囁ささやかれたその言葉は、恨うらみなんて欠片かけらも感じさせない。

　心から自然にわき出たというような、安あん堵どに満ちた声だった。







「どうして、私がここにいるって分かったの？」

　麓ふもとまで戻ってきた俺達は、川の傍そばまで降りて大きめの岩に隣となり合って座る。

「そりゃお前……、藍あい川かわから貴き船ふね神じん社じやの伝説とか聞いて、ああ、ここにいそうだなって思ったからだよ。……その、和泉いずみ式しき部ぶと夫のこと、俺達二人に置き換えてるんじゃないかなって」

「……そこまで分かってたんだ。真一には、私のこと全部分かるもん、ね」

　ちゃぷ、と川の水を蹴ける月。さっきの言葉は嬉しそうだったが、いざ顔を合わせるとやっぱり気まずい。

　喧けん嘩かは継続中だからな……。謝あやまるタイミングを見つけないと。

　──と、そうも思ったものの、それより先に、聞いておかなければならないことがあった。

「あ、あのさ、ちょっと質問いいか？」

「ん、なに？」

　そう言って顔を見上げてくる月つきは、服装以外はいつも通り。頭の蠟ろう燭そくは怖いので外してもらっている。

「……さっきお前、わら人形を釘で打ってたよな？　あれ、もしかしてだけど……俺おれを打ち付けるつもりでやってたのかなって」

　ん、と頷うなずきが来ると予想していたのだが──首がもげるくらいの勢いで首を振られた。

「違う。あれは、私のことを打ってたの」

　言いつつ、月はさっきのわら人形を取り出す。

　腹の辺あたりに穴が開いたそれの頭には、長い髪の毛が一本飛び出ていた。

「これ……月の髪か？　でも、なんで自分を呪のろうような真似まねを？」

「私、真しん一いちと喧嘩したから……。でも、はっきり意見を言えなかった私が悪いって思ったし……。全部私のせいだって思って。自分への戒いましめのために、呪いの儀ぎ式しきをしてたの」

　肩を落とし、澱よどんだ瞳ひとみでわら人形の首をきゅっと絞める月。

「さ、さりげなく怖い真似すんなってば。ほら、それ貸せ」

　わら人形を奪い取り、よしよしと頭を撫なでてやる。胸に空いた穴が痛々しいというか恐ろしいというか……。

「ごめんね、真一」

　月は俺をのぞき込むようにして謝あやまってくる。眉まゆをハの字にして、心から悔やんでいるというように。

　俺はもちろん、首を振った。

「ば、馬ば鹿かだな。お前が謝ったりする必要無いっての。今回のことは全部俺が悪いんだよ」

「ううん、そんなことない──」

「そんなことあるんだってば。聞いてくれよ。俺、今からすっげえ大切な話するから……」

　こほん、と咳せき払ばらいし、覚悟を決める。

　月は静かに俺の話を待っていた。

　ざざ、と邪じや魔まするように風が吹いたので、それが止やむまでしばし待ち──

　川の音を聞きながら、話し始める。

「……あのさ、俺達二人ふたりの関係のことなんだけど」

　首を傾かしげる月に、俺は続ける。

「俺さ、お前のこと、妹みたいなもんだって思ってた」

「……ん、それは分かってる」

「ああ……。でもさ、違ったみたいなんだ」

　今こうして、月つきと向き合っていると──胸に違う感情が生まれていることに気付く。

「佐さ藤とうと一いつ緒しよにいるって考えた時も、嫌いやな気持ちになった。あれは、嫉しつ妬としてたと思うんだ」

「嫉妬……どうして？　妹だから？」

「違うよ。……お前に対する気持ちが、昔とは違ってたからなんだ」

　月の瞳ひとみに期待の色が宿ったように見えて……。

　これからする告白は、ほとんど愛を語るようなものに思えてきて、ドキドキと心しん臓ぞうが激はげしく高鳴ってくる。

「……俺おれさ。俺……」

　こういう時、月は急せかさない。きっと朝まででも俺の言葉を待ち続けるだろう。

　男らしく、言うべきだ。すう、はあ、と数度深呼吸して……。

　ようやく俺は月の目を真まっ直すぐに見つめ、その言葉を口にした。

「俺にとって、お前は異性になってるんだ。家族以上に……恋愛の対象とか、そういう存在になっちゃってるんだよ」

　一言一言確たしかめるように言う。心臓がばくばくと音を立てていた。

　月は目を見開いて、俺の顔をじっと見つめていた。

　返事が無い。段々と胸のドキドキが嫌なドキドキに変わってくる。

　……先走ったか？　こいつも俺と同じ気持ちだと思ってたけど……勘違いだった？　拒絶されたらどうしよう……。

　段々と冷や汗が浮かぶのを感じていると──月の頰ほおが緩ゆるみ、口元に微笑が浮かび始めた。

「……真しん一いち、気付くの遅い。私、七夕たなばたにキスした頃ころから気付いてたのに」

　途と端たんに胸のドキドキが消え、安あん堵どの波が体を満たす。心の底からほっとして──今度は俺も微笑に口元を弛ゆるめた。

「そ、そっか。あんな前から気付いてたのか……」

「キスなんてすれば、相手がどんな存在かくらい分かる。真一がそれまでと変わらなかったから、私からは何も言わなかったけど……」

　俺は俯うつむいた。こっちは月がどんな存在かってこと、分からないままにしておいたのに……。

　何度か口を開いて、ようやく言葉を紡ぎ出す。

「……ごめん。俺、関係が変わったら、お前が離はなれていくんじゃないかって不安だったから。だからあんまり、二人ふたりの関係のことは考えないようにしてたんだ」

　正直に謝あやまると、月はふるふると首を振って、

「それは私も不安に思ったけど……私達が積つみ上げてきたもの、関係が変わったくらいじゃ崩れない。真一と一緒に夏祭りに行って、文化祭とかも頑張って、段々そう思うようになった」

「そうか……。そうだよなあ。俺ももっと早く、俺達二人のこと信じてれば良かった」

　生まれた時から二人とも一緒にいるんだ。積み重ねた日々の絆きずなは伊達だてじゃない。怖がらずに、気持ちに正直になるべきだった。

　……でも、まだ遅く無かったんだと思う。

「月つき、佐さ藤とうと一いつ緒しよにいるって言ったのは、噓うそだったんだよな？」

「ん。……ごめん、ね。真しん一いちが私の気持ち、分かってくれなかったから。あてつけのようなこと言っちゃった。嫉しつ妬としてくれるかなって」

「……ああ、嫉妬したよ。でもさ……お前ももしかして、嫉妬した？　俺おれが藍あい川かわと、勝手に体たい験けん取材やったから」

「それは……そうかも。体験取材やることは、いいの。受け入れてるから。……でも、藍川さんとひみこちゃんは、真一にとっては他ほかの女の子と違う存在だと思うし。やっぱり私のいない所で、えっちなことしてると思うと、ちょっとだけ、嫌いやな気分になるっていうか……。私、嫌な子だなって思うんだけど……」

　嫌な子、か……。そんなこと無いと思う。俺だって月が佐藤とくっついてるところを想像したら、それだけであいつを殴りに行きそうだ……。

　月は自じ嘲ちようするようにため息をつき、

「藍川さん、綺き麗れいだし、グラマーだし。最近は、鷹たか島しまさんも年下とは思えないくらい大人おとなっぽいし。ひみこちゃんも……真一、絶対ひみこちゃんみたいな可愛かわいい子、好みだって思うし……。そんなこと考えたら、胸がざわざわしてきちゃう。みんな真一と、仲良くしたいって思ってるはずだし、私もみんな仲良いのは嬉うれしいんだけど……やっぱりどうしても、真一は私の傍そばにいて欲しいって思うし……自分勝手だね、私……」

　段々と言葉の節々に自分を傷つけるような雰囲気が宿り始める。

「私もみんなみたいに、綺麗だったり可愛かわいい子だったりすれば良かったのにって。みんなに嫉妬しちゃったりもして。嫌な女の子になってるのかなって。私、昔の方が良い子だった──」

　言葉を遮さえぎるように、月の背中に手を回し、体を引き寄せる。

　そして──唇で、幼おさな馴な染じみの唇を塞ふさいだ。

「ん……」

　柔らかな感触。月の吐息を感じる。ドキドキが共有されて、音おん叉さのように大きくなっていくようだった。

　抵抗は無く、すぐに月は俺に体を預けてくる。

　今までのキスとは違う。ドキドキの質が違っていると思う。

　これは、異性としての、男と女のキスだった。

「ん……ふ……」

　十分にも二十分にも思える長い時間、そうして二人ふたりで重なっていて──やがて、どちらからともなく顔を離はなす。

　月は思ったよりも静かな表情で、俺の顔をじっと見ていた。
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　しかし、その視し線せんが今までのものとは違っていることは、鈍にぶい俺おれでもはっきりと分かった。

「……月つき？」

「ん……なに？」

「俺達、どうなるか分からないけどさ……。ずっと一いつ緒しよだよな？」

　月はふわりと、胸の支つかえが全すべて消えたような微笑を浮かべて、

「ん。ずっと一緒」

　こいつらしい、シンプルな返答だった。







　二人ふたり、寄り添って山を下りる。空を見上げると、いつの間にか雲が消えていたようで、星と黄き色いろいお月様が顔を見せていた。その蒼あおい光に照らされて、道もさっきまでよりうっすらと見えるようになっている。

　ひとまずケータイで先生、藍あい川かわに連絡。山中なので通じるか不安だったが、アンテナはちゃんと一本だけ立っており、どうにか通話することができた。

『氷ひ坂さかさん、見つかったんですね。良かった……』

「ごめん、ね。心配かけて」

　藍川と話す月の表情もいつも通り。さっきは複雑なことを言っていた月だったけど、あのキスで吹っ切れてくれたのかもしれない。

　駅の方角へ顔を向けると──小さな手で裾すそが握られた。

「よし、帰るか？」

　ん、と短い返事がなぜかニヤけてしまいそうなくらいに嬉うれしい。斜め後ろにいる月つきの顔が、いつも以上に可愛かわいらしく見えて仕方がなかった。

「あ、でも、もう一回、神社で神様にお参りしときたい」

「ん？　なんでだ？」

「京きよう都とに来てからのおみくじ、悪いのばっかり。地じ主しゆ神じん社じやでは、凶。実際に、真しん一いちと……喧けん嘩かみたいになっちゃったし。この貴き船ふね神社でも引いたけど……」

　月は言葉を濁にごしながらも……、

「……大凶だったから」

「うわ……だ、大凶ってホントにあるんだ？」

　重々しく頷うなずく月。なんでも、貴船神社は『ウチのおみくじは大凶がある』と公言しているらしい。あまり良くないおみくじも普通に混ぜているし、書き方も容赦ないから、末吉以下を引けば悪い運勢が書かれているのは当たり前だとかなんとか……。

「だ、大凶かあ。それはしっかりお参りして、神様の加か護ごを願ねがわないとな……。それにお前、自分のこと呪のろっちゃってたみたいだし。悪運がこれでもかってくらいに染みついてそうだ……」

　しかし……ここは大凶を出した神社。そこの神様に祈っても、なあ。雲の上で『大人おとなしく運勢を受け入れろ』とか考えてるかもしれない。

　とはいえ、このまま帰るのも気が進まないし……。

「なんかお祓はらいとかやってくれないのかな。こう、お経を唱えたり──」

　そう口に出してみて──ふと、思いついたことがあった。

　朝の写しや経きよう会かいの時に、筆ペンを記念に貰もらっている。ポケットに突っ込んでそのままだったはず……お、あったあった。

　くるんっと筆ペンを手の上で一回転させ、幼おさな馴な染じみに顔を向ける。

「……月？」

「ん。なに？」

「俺おれがお祓いしてやろうか？」

　風に前髪を揺らす月は、ぱちぱちと目をしばたたかせた。







「私、今までで一番、真一のことえっちだって思ってるかも」

「ひ、人聞きの悪いこと言うなってば。俺はお前のためにやるんだから……。こういうの、取材にもなっていいだろ？」

　さすがに俺おれも緊きん張ちようしていた。こんなシチュエーションは、今までに体たい験けんしたことが無いのだ。

　目の前では、すでに月つきが白しろ襦じゆ袢ばんを脱ぎ、半裸の状態になっていた。山の中に入っているので見えにくいが、ここはちょうど木が生はえておらず、空からの淡い光が差し込んでうっすらと彼女の細身の体が暗い中に浮かび上がっている。

「……ここなら、誰だれにも絶対見つからないからな」

「だからって、こんなこと……。ホントにするの？」

　ああ、と頷うなずく。俺も恥ずかしいが、これも大切な女の子のためだ。

　ポケットから取り出した筆ペンのキャップを取ると、細い毛先が現れ……。

　それを見た月が、こくんっと小さく喉のどを鳴らした。

「しっかりとお祓はらいしてやるからな、月……」

　言いながら、月の体に覆おおい被かぶさっていく。

　俺の視し線せんが向かう先は、ほっそりとした体と白い肌。女の子らしいストライプの下着は何度見てもドキドキする。甘い桜の匂においが漂う体は、近づいただけで目め眩まいを起こしそうだ。

　やはり今までとは感覚が違っていた。異性と認めた月の肢体は、俺の目にはいつも以上に艶なまめかしく映る。これは家族のような存在とする体たい験けん取材じゃなく、家族のような異性と行う体験取材なのだ。

　しかし──と首を振る。自分を抑えるのはいつもと同じ。どちらにしても、襲おそいかかれば月を怖がらせることになるんだから……今まで以上の鉄の心でやらないといけない。

　心を落ち着け……まずは、月の小さな手からだ。その手は少し冷えているような気がした。

「そういやお前、いつからここにいたんだ？　ずっとわら人形を釘で打ってたわけじゃないんだろ？」

「昼からずっといた。それで、和泉いずみ式しき部ぶの歌か碑ひの前で、夫と険悪になってる時に詠よんだっていう歌を延々と詠んでたの。……その歌読んだ後、和泉式部は夫と仲直りしたっていうから」

　淡々と言う月だったが、その時は心細かったのか、ちょっと言葉に元気が無い。

　冷たい掌てのひらを温めるように両手で握ってやると──その小作りな顔に笑え顔がおが浮かぶ。

「……真しん一いち、あったかい」

　穏おだやかなこいつの声を聞くことが何より嬉うれしい。俺も体があったかくなってくる。

　と──ほのぼのするのもいいけど、今はこいつの悪運祓いだ。

　月の手を優やさしく握り、その掌にするっと柔らかい筆先を走らせる。

「一文字目……佛ふつ、と」

「ひゃん……っ」

　手が引っ込められそうになるので、ぎゅっと強く握って逃がさず……。

　書き終えると、月は体を縮ちぢこまらせて後ずさった。

「こ、これ、無理。体中に書くとか、絶対耐えられない」

「そりゃ、くすぐったいかもしれなけど……筆先の感覚まで体で覚えれば、きっと臨りん場じよう感かんのある小説が書けるぞ。しかも悪運祓ばらいまでできて一石二鳥」

　そう、これが俺おれのアイデアだった。

　名付けて人体写しや経きよう。耳みみ無なし芳ほう一いち作戦だ。有あり難がたい般若はんにや心しん経きようを全身に施せば、月つきに降りかかった悪運はお祓いできるのではないかと思ったのだ。体たい験けん取材にもなるから一粒で二度美味おいしいという感じ。……俺の欲望的なこととか、そういった理由は無い……ほ、ホントだぞ？

「そうだけど……こ、これ、恥ずかしくてどうにかなるかも……」

　月は自分の体を抱いて、乗り気ではない……というより、ちょっと怖がっているようだった。

「……そりゃあ、俺だってこれは変態じみてると思うよ。でも、耳無し芳一状態にされるヒロインの小説っていうのも面おも白しろいじゃないか。今回は『激はげしい誠せい一いちシリーズ』なんだろ？」

　月は迷っていたようだったが──俺が『やろう、是非やろう』という目で見つめていると、やがて躊躇ためらいがちにだがやる気になったらしく、再び毛先を受け入れる体勢になる。

「や、やるけど。あんまり見ないで……」

「見なきゃ書けないだろ。大丈夫だよ、優やさしくするから……」

　今までにも例を見ないくらいに、この華きや奢しやな女の子は怖おじ気けづいているようだった。できるだけ優しくしないと……。

「次、いくぞ。『説せつ』、と」

「ああっ……はあ……」

　まだ手だけなのに全身を震ふるわせている。……これで最後まで書けるのかな。




　集中しながら作業を進め──




　ほっそりとした片腕を経きよう文もんで埋め尽くし、ふうっと一汗拭ぬぐう。月も筆を走らせる度たびに体を痙けい攣れんさせているが──やはり二の腕、胴体に近づいていくにつれ、反応が激はげしくなっているようだった。瞳ひとみは潤うるみ、体温が上がってきていることが目に見えて分かる。

　夏祭りの夜、前夜祭の夜に続いて屋外での体験取材。……月だけでなく、俺も熱ねつ病びようにかかってしまいそうだった。こんなに熱あつい秋の夜は初めてかもしれない。

「次は『波は』か。これで左腕は終わり……月、腕上げろ。腋わきに書くから」

「やあっ、わ、腋なんて……恥ずかしい……っ」

「俺しか見てないんだから、耐えられるだろ？　さ、腕上げて」

　月は顔を赤らめて渋りながらも、びっしりと経文の書き写された片腕を上げる──と、僅わずかにくぼんだ腋下が目の前にさらされる。男の姿をしていても毛など生はえているわけもなく、すべすべの肌だ。

「あんまり顔、近づけないで……。息がかかっちゃう……」

　──う、ち、近づきすぎると変態っぽくなるし、早く済ませよう。

　静かに、筆先を腋わきにちょんっと付ける。

　瞬しゆん間かん──

「ひんっ」

　脇わき腹ばらを摑つかまれた時のような声を出し、一際大きく小柄な体が跳ねた。

　──なるほど、腋は敏感……あ、いや、別に今後の参考にしようとか考えてるわけじゃない。ほ、ホントだぞ？

「はあ、はあぁ……」

　今のは少し応こたえたのか、今まで以上に深い吐息。さすがに辛つらそうだった。

　……言い出したのは俺おれだけど。この辺あたりで、やめといた方がいいかも。

「続けるか、月つき？　まだ片腕分しか終わってないんだけど……これ以上は無理じゃないか？」

「だ、だいじょうぶ。続ける……」

　月は全身が敏感になっているのか、時折ぴくんぴくんと震ふるえている──が、

「真しん一いちが私のためにやってくれてるの、嬉うれしいから……」

　どこか喜色さえ滲にじむ顔でこんなことを言われては、俺からやめるわけにはいかない。

「……わかった。よし、他ほかの所もやろう」

　覚悟を決めて、筆にさらに墨をつける。……こうなったらとことんやろう。しっかり念を込めて、悪運なんて俺が吹き飛ばしてやるんだ。

　腹を決めて、まずは逆側の腕から片付けることにした。

　相変わらず敏感な月の耳の奥をくすぐるような声を聞きながら、一文字一文字心を込めて書いていく。

　そして──もう片方の腕も書き終え、さっきよりいくらか小さな反応で腋も書き終え……。

　ここからが本番だ。

「……よし、耐えろよ月」

　ぐんにゃりと脱力している月だったが、俺はその背中に手を回し、胸を引き寄せる。さらしが巻いてあるのでブラよりは色気に欠けるかもしれないが、俺の手を軸にしてふにゃっと体が折れて、女の子特有のしなやかさが強きよう調ちようされている姿からは女の色香がたっぷりと漂ってくる。

　ごくっと喉のどを鳴らし、お腹なかの辺りに筆先をつけた。

「はっく……っ、んー……っ」

　毛先に押し出されるようにして唇から声が漏れたが、恥ずかしいのかすぐに口を押さえて我慢しているみたいだ。

　──俺しか聞いて無いんだし、ちょっとくらいなら声出してもいいのに。

　艶つや混じりの声が聞けなくて残念に思いつつも、一文字ずつさらに書き進めていく。

　お腹なかからさらしを挟んで鎖さ骨こつ……あ、字は後で洗い流さないといけないんだよな。服を着て帰りに銭湯に寄らなきゃならないから、首はやめておくか。

　さらに背中にも書いていく。……ふむ、これでよし。

「さ、さあ、問題の部分だな……」

　月つきの腹部に鎮ちん座ざする、可愛かわいらしい臍へそに視し線せんを落とす。

　脳裏に再生されるのは、先月の猫メイド喫茶店での出来事だ。

　あの時、月は猫に臍を舐なめられて激はげしく身もだえていたはず。……おそらく、ここがこいつにとっての性かん……えっと、感覚神経が集まっちゃってる部分なんだと思う。

「そこにも、書くの……？」

　目を細め、既にふるふると体を震ふるわせている月。この状態でさらに臍に刺し激げきを受ければ……どんな反応を見せるのか非常に興きよう味みがある──じゃなくて、どうなるのか心配だ。

「ゆっくり、こう、触れるか触れないかくらいで書くからさ」

　筆で書く振りをすると──月がずりっと後ろに下がる。あられもない下着姿でぱんつも太ふと股ももも眩まぶしいのだが、さっきからずっとこの格好なのでちょっと慣なれてきてしまった。

「……嫌いやか？　もうやめる？」

　聞いてみると、少し間をおいて──首振りが返ってくる。

「……ん。来るって分かってれば、耐えられると思うから」

　月は怯おびえの滲にじむ声でそう言って、お姉ねえさん座りになって後ろに手を突き、お腹を突き出すような格好になる。さらに片目を閉じ、口を手で塞ふさいだ。刺激に備えるつもりらしい。

　ごく、と唾つばを飲み込む。……あの時はざらついた猫の舌だった。今回は肌に千の細い舌を滑らせるような筆の毛先だ。果たしてどちらがより激しく月の脳を狂わせるのか。

「よ、よし、行くぞ……」

　俺おれは四つんばいになり、月のほっそりとしたお腹へと顔を近づける。

　息を荒げないように意い識しきしながら──震える毛先で、まずは臍のすぐ傍そばに触れようとするが、

「……は、早く書いて。でないと、余計にお臍に集中しちゃうから」

「わ、分かった。一気に書くから」

　言葉通り、触れるか触れないかで彷徨さまよっていた毛先をちょんっと肌にくっつける。

「ん────！」

　くぐもった声が響ひびくと同時、逃げるように引っ込んでいくお腹。……さ、さすがに最初はこうなるか。

　ちら、と顔を上げると、月は体を前に折るようにして、涙目を薄うすく開いていた。真まっ赤かになった頰ほおは熱ねつでもあるのかと心配になるほど。

「……耐えろよ月？」

　こく、と頷うなずきが返ってきたので、俺はさらに写しや経きようを進める。

　まずは臍へその左側に『不ふ』。そして上に『増ぞう』。下に『不』と書き付ける。

　筆がくっつき、動き、離はなれる度たびに繊せん細さいな白い肌がぴくんぴくんっと反応する。月つきの目め尻じりには涙が溜たまっており、太ふと股ももはきゅっと閉められ、時折もぞもぞと膝ひざを擦すり合わせていた。

　──さっきまでは我慢してたんだけど、さすがにヘンな気分になってきた……。

　さっきまではおそるおそる書いていたのだが、月の肌は文字通り白しら魚うおみたいだ。自分の手の内で跳ねているように思えてくる。

「……臍回りは、あと一文字」

　震ふるえる手で筆を肌につける。予想通りにぴくっと跳ねる体にぞくぞくしながら、毛先を滑らせ──

「あ……」

　手元が狂い、するっと毛先が予想外の方向へ跳ねてしまった。

　行き場を間違えた筆先は、にゅるっと傍そばの、臍のくぼみの中へと入り込んでしまい──

「んっ、ふうぅう───────────────!!」

　空に突き抜けるんじゃないかというくらいの声が月の唇から飛び出し、こっちは心しん臓ぞうが口から飛び出すんじゃないかと思った。

　月はおとがいを天に向け、体を弓なりに反そらしている。

「つ、つつつ、月、大丈夫か!?」

　後ろへ倒れそうになる小さな体を慌てて支える。背に回した俺おれの手を軸にしてしなやかな体がぐにゃあっと曲がり、本物の猫を抱えている気分になる。

　──いや、こんな色っぽい猫はいないか……。夕日色に紅こう潮ちようした肌、体の中に湯が沸いているようにその吐息は熱あつい。

「はあ、はあ……あ、あぁ……ん……」

　唇からは脳をくすぐるようなかすれ声が漏れている。それを聞いているだけでくらくらして、全身が疼うずいてくるような感覚。

　……まだまだ先は長いけど、俺、耐えられるのかな。

「……ああ、う。ん……」

　月は月ですでにギリギリのラインで耐えている様よう子す……時間はかかるだろうけど、休み休みでやろう。このままだと二人ふたりともダウンしちゃいそうだ。

　途中、休きゆう憩けいを挟みながらも上半身を書き終え、今度は下半身へ。太股に毛先を滑らせると、腋わきの時と同じくらいの反応が返ってくる。

　汗の滲にじむ月の体……。倒れないか気き遣づかいつつも、ドキドキしながら足先まで書き終え、ふう、と小休止。ひとまず、反応が大きかった所は、腋、臍、太股、それに足の裏側からつま先辺り、か……。一応記き憶おくに留めておこうかな。

　汗を拭ぬぐいつつ、改めて目の前の女の子の姿を眺めると──

「ちょっとこええ……」

　月つきの元々は白かった肌は黒色の漢字で埋め尽くされ、ちょっとしたホラーになっていた。

「これなら悪い運勢なんて一発で飛んでいくと思うぞ」

「ほんと？　良かった……」

　荒い息をつきながらもほっとした表情になる月だが──正直、別の呪のろいを受けていそうな気がする。やっぱり人の体を写しや経きよう用紙代わりにするもんじゃないな。……当たり前だけど。

　そう思いつつ、くるくると筆ペンを回していると、

「真しん一いち、次はどこに書くの……？」

　そう聞いてくる月は少し怯おびえが入っているように見える……。

　が、俺おれは無慈悲に予定を話した。

「えっと、次は太股の内側……」

「え……っ？　そ、そんなところも……？」

「そ、そりゃそうだろ。全身に書くんだから……。大丈夫、旅りよ館かんに帰る前にどこかの銭湯に寄るからさ。人から見られることは無いだろ」

「うー……そういう問題じゃなくて……」

「ここまできたら最後までやった方がいいって。な？　中途半端だと、悪い運勢も中途半端に残りそうだろ？」

　納得してくれたのか、月は躊躇ためらいがちながらも、地面に敷しいた俺のブレザーの上にころんと寝転がる。肩をすぼめ、丸くなるようにしてこちらを見上げていた。

「でも……真しん一いち、内うち股またって、どうやって書くの……？」

「どうやってって、そりゃ……」

　月の片足を手に取り、ぐっと持ち上げる。

「や……やあ……っ」

　持ち上げた片足を肩に乗せ、月の股の間に体を割り込ませる格好になる。太ふと股ももの付け根がくっきりと目の前に晒さらされており、そこはぱんつでかろうじて隠されていた。

「こ、こうするしかないだろ……？」

　上うわ擦ずる声。どくんどくんと心しん臓ぞうは胸の中狭しとはね回り、興こう奮ふんしすぎて目が回りそうだ。

　月のあられもない姿を見ることは今年度に入って少なくないが、大切な部分をここまでじっくりと見るのは初めてのこと。未知の領域を前にして、俺の皺しわが少ない脳みそは煩ぼん悩のう一色で暴ぼう走そう寸前だった。

「そんな目で見ないで……、真一、ちょっと怖い……」

「は……っ!?　あ、す、すまん！　つい本能が疼うずいちゃって……」

　あぶねえ……あんまり意い識しきしてないんだけど、やっぱり取材を重ねる度たびにやることが過か激げきになってるのは間違いない。暴走しないように気をつけなければ。

　目の前にウサギが寝ているのを前にしたライオンの心境で、筆を握る。

　そして肩に乗せた左足を抱え直し、乗せていない右足の太ふと股ももにゆっくりと顔を近づけていった。

「……ああ、どうにかなりそう……」

　月つきがかすれる声でそう言い、涙に潤うるむ目を自分の大切な所に近づく俺おれに向けている。

　怯おびえさせないようにと、息を殺して接近していき──筆を白い肌にぺたりとくっつけた。

「ん、ぁんっ！」

　口を押さえるのを忘れていたのか、甲かん高だかい声が耳に響ひびいてぞくっと背筋が粟あわ立だった。

　肩に乗せた足に頰ほおずりしたい気持ちを抑えながら、無言で筆を進めていく。太股の膝ひざに近い部分から、段々と上へ、上へ……。

「んっ、んっ、んー……！」

　筆を動かす度たびに月の反応は次第に激はげしくなってくる。同時に、漂う女の色香も強くなっている気がして、気を抜けば理性が奪われそうだった。秋だというのに真夏になったように、俺おれ達の周りにだけむっと熱ねつ気きが籠こもっている。

　──意い識しきしないように、無心で、そうだ、お坊さんのように……。

　そう胸の内で繰くり返しながら作業を進め──まずは右足の付け根へと到達した。

「あ、ああ、や、ゆっくり、ゆっくりぃ……」

　ろれつの怪しい声で言われ、言葉の通りにゆっくりと筆を肌に近づけていく。書く場所は股こ関かん節せつに沿う部分。

　高級食材に箸はしをつける心境で、毛先を前に進めていき……。

　ぴとっ。

「ふぐぅっ──！　ん、ん────！」

　一いつ瞬しゆん大きな反応があり、月つきの目の端から涙が一粒こぼれる。

　全身が硬直したようだったが……、やがて脱力して荒く深い息。なんとか耐えてくれたらしい。目を強く瞑つむって、体の一部から脳まで響ひびき渡る桃もも色いろ刺し激げきを堪こらえているみたいだ。

「あ、あと少しだぞ、月……？」

　優やさしく言うが、写しや経きよう用紙代わりの小柄な体はすでに返事ができないくらいにぐったりとしている。意い識しきは飛んでいないようだったが、その目はうつろになっていた。

　──ここでやめとくか？　……いや、やっぱり最後までやるべきだな。

　そんな俺おれの気持ちが伝わったのか、月は息も絶え絶えながら体を少し起こし、

「……最後まで、お願ねがい」

　消え入るような声。無理しているのかと思ったが、そういうわけでも無いらしい。本当に、最後までやってほしいと願ってるみたいだ。

　しかも──その疲れ果てた顔に浮かぶほんの微かすかな笑え顔がお。……俺の月を思う気持ちがきっと伝わってるんだ。そう思うと、きゅんっと胸が締しめ付けられるような感覚があった。

「……よし、あと少しだから、耐えろよ。悪い運勢なんて、俺がやっつけてやる」

　くてっと横たわっていた月だったが、俺の指示に従って今度は右足を上げてくれる。俺はそれを肩に抱え、さっそく内うち股またを筆でなぞる。

「ん、ふ……んー……っ」
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　膝ひざの辺あたりだとあまり反応が無く、月は口を手で押さえていなくても声が我慢できているようだった。問題は股こ関かん節せつに近づいてから……。

　つー……っとできるだけ綺き麗れいな字で般若はんにや心しん経きようを書き進める。今までに無く集中しているせいか、今日きようだけで随分と字が上達したような気がする。

「諦てい、菩ぼ、提じ……」

　呟つぶやきながらラストスパート、ちょうど『般若心経』の最後の四文字を書いた所で終わりそうだった。

「んっ！　んー……！　んぅうう………!!」

　さっきから月は口を手で押さえており、片目をぎゅっと瞑つむっている。その体は脱力しているせいもあってか、初めの頃ころよりも反応が激はげしいように見える。筆の毛先に電極でもついていて、この華きや奢しやな体に電流を通しているみたいだった。

　ごちそうを前に『待て』をされている犬のようにがっつきそうになるのを堪こらえながら、般はん、若にや、心しん、と柔やわ肌はだに書き写し……。

　最後の一文字、この『経きよう』を書けば、悪運は消えてくれるはず。少なくとも、こいつの心を沈ませている不安の霧きりは晴れるはずだ。

「月つき、この一文字で終わりだぞ。心の準備いいか？」

「はあ、は、あぁ……ん。おねがい」

　ろれつの怪しいかすれ声は男の煩ぼん悩のうを刺し激げきしてくる。さらにこれから書こうとしている部分を凝ぎよう視ししていると、一いつ瞬しゆんくらっと頭が揺れて……。

　──このぱんつの中、どうなってるんだろ……。ちょっとだけ捲めくってみるのは、ダメか……？

　す、と自然に手が伸びそうになり──

「……っと」

　手から筆が落ちそうになって我に返った。

　──あ、あぶない。踏み込んじゃいけないところまで踏み込むところだった……。

「よ、よし、最後の一字。書くからな」

　はああっと大きく息を吐き、精神を集中して筆を構える。

　ゆっくり、ゆっくりと月の太ふと股ももに手を近づけていく。……いや、もう、太股というよりも足の付け根だ。さっきと同じように、ぱんつのすぐ脇わき、股こ関かん節せつの部分に毛先を着地させなければならない。

　少し手が滑れば、その傍そばの、もう足とは言えない部分に筆先が触れてしまう。慎重にやらなければ……。

　はあ、はあ、と月の唇から漏れる吐息。もちろん息に色なんて無いが、俺おれには桃もも色いろに染まっているように見える。そして俺の口からも、はあはあと荒い息が漏れていた。全身にじっとりと汗を浮かべているのは俺も月も一いつ緒しよだ。

　──あ、あと少し……。

　自然と顔も月の足の付け根へと近づいていき、足の間に体をつっこんでいるような状態になる。肩に乗せた太股が頰ほおに擦こすれ、桜と汗の混じる俺しか知らない月の匂においが鼻び孔こうを満たしていた。

「はあ、あ、ああ……」

　月は顔を手で覆おおい、真まっ赤かになりながら俺の行為を待ちわびているようだった。

　それに応こたえるように、俺は最後の一歩を踏み出し……。

　ちょんっと、毛先を月の肌につけようとして──




　かさっと、近くの茂みから音が聞こえた。




「………!?」

　驚おどろいた俺おれは体を大きく震ふるわせ──月つきの体に抱きついた。

　──で、出で歯ば亀がめか!?　こいつの体は誰だれにも見せないからな！

　小さな体を腕の中に抱え込み、油断無く音の方へと視し線せんを向けていると──

　ぴょこんっと、一匹のタヌキが出てきた。

「……なんだ、あいつが立てた音だったのか」

　ほっとしていると──月を抱きしめてしまったことに気付いて、どくんっと胸が高鳴った。半裸の、異性として意い識しきしている女の子と山の中で抱き合っている。手に触れる月のすべすべの肌……。

　ぞくぞくと湧わき上がる感覚に、理性が陥落しそうになっていると──

　腕の中の女の子が声を紡ぐ。

「……悪い運勢、消えた、かも」

「え……わ、分かるのかそんなの？　まだ一字残ってるけど……」

　月はこれが答えというように、俺にぎゅっとしがみついてきて、

「真しん一いちの体、あったかいから」

　こたつの中の猫のように、腕の中で丸くなる。

　その顔は穏おだやかで……たしかに悪い運勢はどこかに飛んでいったんだと思った。




　　　　４




　それからワンマン電車に乗って街中に戻り、温泉に寄って月の全身に描かいた文字を洗い流して、旅りよ館かんへ帰った。

　元げん気き先生が珍しく眉まゆを吊つり上げて怒っていたが、月も大人おとなしく叱しつ責せきを受け止めていた。……この先生、涙目で怒るからなあ。よっぽど心配してたんだろう。

　部へ屋やに戻れば今度は月に抱きつく藍あい川かわとひみこの二人ふたり……。

「心配かけて、ごめん、ね」

「いいのです。無事に帰ってきてくれただけで……」

　こちらも相当心配していたようで、藍川の目も涙で潤うるんでいる。

　そして、ひみこは……、

「んふふ。仲直りしたんですねっ」

　一度月に抱きついて、続いてあぐらをかいて座る俺の膝ひざの中にすぽっと入り込んでくる。

「ありがとな、ひみこ。仲直りできたの、お前のお陰だよ」

　よしよし、と頭を撫なでてやると「んくく」とくすぐったそうに笑う後こう輩はい……。

　犬みたいだなあ、と和なごんでいると、耳元に小さな唇が近づいてきて、

（せんぱい、月つきせんぱいとのこと、はっきりさせました？）

（あ、ああ。させたよ。……お前は俺おれにとって異性なんだって、ちゃんと言ったから）

「ええええ！　やったあせんぱい！　優ゆう柔じゆう不ふ断だん卒業ですねっ！」

　いきなり大声を出されてきーんっと耳鳴りがした。

「あ……でも、恵めぐみせんぱいにとっては喜んでもいられないのかな。ま、いっか。今度はそっちに助け船出してあげればいいんだし。今は真しん一いちせんぱいの勇気に乾杯ですっ」

「あっつう！　ほっぺたに湯飲み押しつけてくんな！」

　かんぱーいっと湯飲みを俺のほっぺたにくっつける後こう輩はい。……端はたから見るともどかしかったんだと思うけど、そこまで喜ぶことかよ。そんなに優柔不断に見えてたのか、俺。

「ったく……あ、そうだひみこ。さっき団子買ってきたんだ。食うか？」

　感かん謝しやの印として買った団子を取り出すと、ひみこは俺の手ずから食べ始める。ペットに餌えさをあげている気分だった。

　と、テーブルの上から着信音。このゲーム効果音はひみこだ。

「むぐむぐ……月せんぱい、たぶんまこまこからだと思うから、メール読んじゃってください。わたし今食べるのに忙しいので」

　はいはい、と月がケータイを開き──なぜかその表情が固まった。

「どうした月？」

「ん……待ち受け画像に、ちょっとびっくりして……」

　ケータイを受け取ってみてみると──待ち受け画像が、銀ぎん閣かく寺じで撮とった俺とひみこのツーショットになっていた。

「顔、少しでもずらしたらキスしちゃいそうに見える……」

「あ、このときは真しん一いちせんぱいとわたし、恋人同士ってことになってたから。ソフトクリームの食べさせっことかしたんですよね、せんぱいっ」

　そんな何気ない後輩の言葉に、月の眉まゆがぴくっと一いつ瞬しゆんだが大きく跳ねた。しかし本当に一瞬、すぐに無表情に戻ったのだが……なんだか、それが余計に怖かった。

「いや、これはひみこが俺を元気づけようとして、付き合ってみようって言ってくれただけだぞ？」

「……ふーん」

　月は無邪気に俺の手から団子を食べているひみこと、それをにこやかに見ていた藍あい川かわに視し線せんを交互させ、

「……あの、藍川さん、ひみこちゃん」

　なんですか？　とハモりながら月に顔を向ける二人ふたり。

　そんな友人達に、月から浴びせられる妙な質問──

「二人とも、真一のこと、好き？」

「なっ……なに聞くんだよいきなり！」

　そういう質問を本人のいるトコでするなって言うのに。嫌いとか言われたら泣くぞ俺おれ……。

　藍あい川かわとひみこは俺をじっと見て──それぞれ違う反応を見せた。お嬢じよう様さまはポケットから取り出した昨日きのうの縁えん結むすびお守りをいじりながら、

「た、小鳥遊たかなしさんとは、相あい生おい社しやの神様に願ねがったお友達ですから……それはもちろん、す、すす、好きですわ。おっ、お友達として！　お友達として、ですけれど……」

　顔を夕焼け色にしながら言われると、勘違いしちゃいそうだけど……うん、俺も同じ気持ちかな。藍川とお揃そろいのお守りも、昨日から肌はだ身み離はなさず持ってるし。

「わたしももちろん、真しん一いちせんぱい好きですよ。面おも白しろいですもん」

　ぱっちりまん丸な目で俺を見上げ、「ねー？」などと同意を求めてくる元気娘。こいつの好きは明らかに恋愛感情の無い『好き』だからなあ……。今回恋人の真似まね事ごとしたけど、やっぱり俺から見てもこいつは『妹っぽい後こう輩はい』以外の何者でも無かった。

　そんな二人ふたりの返答をどう思ったのか、月つきは静かな目を俺に向けてきて、

「……もてもてだね、真一」

「そ、そんな風に言うなよ。みんな仲良しなのはいいことだろ？」

「それはもちろん、そうだけど。真一は少し仲良しになるとえっちなことするから」

　信用ねえ……。でもいつも自分がやってることを考えると反はん論ろんできねえ……。

「いいじゃないですか。真一せんぱいはスケベだから真一せんぱいなんだし」

「不名誉なこと言うなよな──っと」

　月がぴとっと俺の腕にくっついてきて、なぜか藍川とひみこを牽けん制せいするように見て──

「……でも、私も。真一ともっと仲良くなりたいって、思ってるから」

　そんなことを言うのだった。藍川達は驚おどろいたのか、目をぱちぱちとしばたたかせている。

　が、やがて──二人の顔には笑え顔がおが浮かんだ。

「はいっ。それでは、みなさんでもっと仲良くなりましょうっ」

「そうですねっ。それが一番です！」

　藍川は月にくっつき、ひみこは俺に抱きついてくる。二人の顔に浮かぶのは満面の笑顔……。

　そして、ウチの幼おさな馴な染じの顔に浮かんでいるのも、やはり楽しそうな笑顔だった。

「あ、暑苦しいっての……」

「せんぱいったら、女の子三人に囲まれて嬉うれしい癖くせに、なに言ってるんですかっ」

　ひみこにからかわれて、俺の顔にも恥ずかしながら笑顔が浮かんでしまう。

　関係の変化、みんなの気持ち、俺の気持ち……。色々あったけど。

　結局こうしてみんなで楽しくいられる辺あたりが、俺達のいいトコなんだよな、とか思った。




　　♡　　♡　　♡




「くく、お前の体に淫いん気きを喚よび起こす呪じゆ文もんを書き付けてやる」

　幽ゆう玄げんの地たる化あだし野のにて、怨おん霊りように取とり憑つかれてしまった誠せい一いちが雪ゆきの服をびりびりに破いてしまう。野外で下着だけの姿になってしまった雪は、羞しよう恥ちで全身を震ふるわせた。

「いやあっ……誠一、一体どうやったら正気に戻ってくれるの……？」

「俺おれの精気をすべてはき出すことができたら、元に戻るかもな。つまりもっとエロいことをさせてくれってことだ」

　……お化けに取り憑かれたみたいだけど、普ふ段だんの誠一を正直にしただけのように思えてきた。

「ふふ……さあ、いい声を聞かせてくれよ」

　誠一はどこからか筆を四本取り出し、両手に二本ずつ持って、雪の露あらわになった二の腕に毛先を滑らせる。

「ぅんっ、やあっ、にゃぅぅん……っ」

　……なにこれ、千本の細かい舌先で舐なめられてるみたい……っ。

　神経を直接刺し激げきするような毛筆の感触に悶もだえる雪。筆が肌を撫なでる度たびにぞくぞくと微細な電流が全身に響ひびき渡る。彼が書いている文字は全すべて『淫』という一文字だった。

　誠一は体を上気させる恋人の姿を見て、いかにもサディスティックな笑えみを浮かべている。

「ああ……やっぱりお前は最高だ。ずっと手放さないよ、雪……」

「そ、それは嬉うれしいけど……にゃぅっ!?　そんなとこにまで書いちゃだめっ」

　誠一の筆は雪の腋わき、そして敏感な臍へそにまで文字を書き付ける。臍周りに書く時だけは、ナメクジが這はうようなねっとりとした筆ふで遣づかいだった。

「はぅぅぅっ、やあっ、ああぁぁうっ！」

「敏感だなあ……。こっちはどうかな？」

　今度は太ふと股ももに触れる毛先という責め具。

「んんんんっ、……はあ、はあっ……あぅんっ！」

「こっちも敏感……。ある意味いやらしい体だな、お前……」

　誠一は満足げにそう言って、足先まで文字を素す早ばやく書き終える。

　そして彼の視し線せんが向かう先は──雪の最も大切な部分だった。

「や……そこはだめ、ホントにだめ……っ」

　懇こん願がんするように言うものの、誠一は聞いてくれない。情欲に光る瞳ひとみが雪の体の一部を貫くように睨にらんでいる。

「……さあ、いくぞ。体の奥までしっかりと書き尽くしてやる」

　震える体に誠一が覆おおい被かぶさってくる。

　……このままじゃ、おかしくなっちゃうっ。

　そんな恐怖に戦おののきながらも、雪ゆきの体は逆らいようもなく、彼の巧たくみな筆ふで遣づかいにわなないてしまうのだった──
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　京きよう都と──

「せんぱい、冷たい冷たい！　気持ちいいですっ」

「こ、こら、そんなに乗り出したら落ちるだろうが！」

　小船の縁へりから体を乗り出すひみこを慌てて引っ張り戻す。ちょっとでも目を離はなしたら水の中に落っこちて魚と戯たわむれてそうだ。

　俺おれ達の乗る船が浮かぶ保ほ津づ川がわの周囲には、紅あかや黄き色いろの草木に彩いろどられる山がそびえており、頰ほおに触れる風は冷たく、清涼そのものだ。水面をゆらゆら揺れる船の上にいると、四方を自然に囲まれている気分を満喫できる。

　トロッコで亀かめ岡おか駅えきまで行った後は、ここの定番である川下りを楽しむことになった俺達だったのだが──

「……ひみこ、騙だましたわね。このチンパン先せん輩ぱいがいるなんて聞いてなかったわよ」

　なぜか鷹たか島しまも一いつ緒しよだった。どうやらひみこが連れてきたらしいのだが……。なぜ俺と鷹島が隣となり合って座っているのかが分からない。

「……俺だってお前がいるなんて聞いてなかったっての。あとな、チンパンジーは頭がすっげえいいし、腕っぷしも強いんだぞ。俺はチンパンって呼ばれることを誇りに思うね」

「ふ、哀あわれな男ね。それじゃ文字でも教えてあげましょうか？　檻おりの中に入れてアンタが梯はし子ごでバナナ取ることができれば拍はく手しゆ喝かつ采さい褒ほめ称たたえてあげるわ。嬉うれしいでしょ？」

「ぐ……お前っていちいち人を怒らせることばっか言うんだよな」

「そんなこと無いわよ。……大体、アンタが文化祭の時にあんなこと言うから悪いんじゃない」

　鷹島が頰ほおを仄ほのかに染めて、ぷいっとそっぽを向くと──こちらは何も言えなくなる。あれを持ち出されると、なあ。確たしかに恥ずかしい思いさせちゃったし。

「二人ふたりとも、そろそろ仲直りした方がいい、と思う」

「そうですわね。仲良くなれそうなお二人ですのに」

　月つきと藍あい川かわにも言われて──俺と鷹島は一いつ瞬しゆん目を合わせ、すぐに顔を再び逸そらした。

　それはもちろん、俺だっていがみ合いを続けたくは無い。……でも、いきなり仲良くしろと言われても難むずかしいのだ。

　と、ひみこが耳元に顔を寄せてくる。

（せんぱい、月せんぱいと仲直りした時の勇気を思い出してくださいっ）

　はっとして、あの時のことを思いだした。……そうか、鷹島と仲良くなるためには勇気が大切なんだ。ここは年上の俺が折れて、素直に謝あやまる所じゃないか？

　ちらちらと横を見ながら、言ってみることにした。

「……俺おれが悪かったとは思ってるよ。お前を傷つけたりするつもりは無かったし。……仲良くできれば嬉うれしいけど」

「アタシは仲良くしたくない」

　即答された。……結局こうなるんだな。やっぱりこいつとは仲良くなれない運命なんだ。

　ちぇ、と鷹たか島しまと別方向を見ていると、

「……でも、ホントに心から悪かったって思ってくれてるなら。……それなりに普通に接してあげても、いいかもしれないけど」

　意外な言葉に視し線せんを戻すと、大人おとなびた彼女はふいっと再びそっぽを向いた。

　……あ、もしかして、仲良くなれるのか？　それなら嬉しい。やっぱりいがみ合ったままだと、楽しくないし──

「あ、ちょっと揺れますよー」

　船頭さんがそんなことを言うと同時、ぐらっと船が大きく揺れた。

「うわっ！」

　バランスを崩して横に倒れ込む──と、顔がなにやら柔らかいものに包まれていることに気付く。むにゅむにゅしていて気持ちいいし、良い匂においがするけど……。

　文化祭の時にもこの感触は味わった気がする。これはやっぱり……、

「……アンタって、どうしてそうなのかしら？」

「……うん。どうしてこうなんだろうなあ」

　俺は怒りに顔を染める鷹島の胸に顔を埋めて、遠い目でそう呟つぶやくのだった。

「た、小鳥遊たかなしさん、ダメです後こう輩はいに手を出しては……」

　藍あい川かわが後ろから助け起こそうとしてくれるので、俺も彼女に手を差し出すと──

「ひゃんっ！　ど、どうして私の胸を摑つかむのですかっ！」

「え？　あ、い、いや、わざとじゃないんだけど……！」

「は、離はなれなさいよ！　やだっ、顔もぞもぞ動かさないで！」

　二人ふたりの体に挟まれるようにしてじたばたともがく。ちょ、ちょっとバランスが悪くて起き上がれない……！　むにむに顔と掌てのひらの両方で至福のマシュマロのような感触があるけど、これはわざとじゃないんだからな……！

「いい構図ですね。題名『真しん一いち、白昼の女によ体たい収しゆう穫かく祭さい』ってところでしょうか」

　アホの子がまた何か呟つぶやいているが、聞かない振りをする。

　というか、ひみこはいいんだ。それよりも、この修学旅行で関係も変化して、一番怖い反応を示しそうな女の子が一人ひとり──

「……わ、わざとじゃないんだぞー　ホントだからな！」

　叫ぶように必死で言いながら、ようやく異性と気付いた幼おさな馴な染じみ、月つきの方に視線を向けると……。

　彼女は彫刻のように固まって、フリーザーのような目をして俺おれを見ていた。気を抜けば冷凍されてしまいそうな氷点下の視し線せん……。

　ぞくぞくと凍こごえそうになっていると、

「はい、もう一回揺れまーす。気をつけてくださいよー」

　再び船頭さんののんびりした声が聞こえ──今度は前後にがくんと船が揺れる。

「う、おお!?」

　さっきの揺れで変な体勢になっていた俺は、今度は船の揺れに従うようにしてがくんと後ろに転がってしまい……、

「ひゃぅっ」

　今度は月つきの体へと突っ込んでしまった。

　思わずぎゅっとその慎つつましやかな胸元に抱きつく形になり、鼻び孔こうに慣なれ親しんだ桜の匂においが満ちあふれる。鷹たか島しまほどでは無いにしても、こちらもやっぱり柔らかかった。しかもなんだか安心するっていうか……、

「え、えと、これはわざとじゃないから、怒らないでくれると嬉うれしいなーって……」

　もはや口くち癖ぐせのようになってしまったセリフと共に、恐る恐る視線を上に向けると──小さな唇から漏れる大きなため息が一つ。

　そして、月はほんのりと頰ほおを染めながら、呆あきれるような声で一言だけ。

「もう、結局えっちなんだから……」

　ごめんと思いながらも、いつもこうなってしまうのも、俺達らしいのかなとか……。

　少し関係の変わった幼おさな馴な染じみの胸に顔を埋めながら、そんなことをちょっとだけ思ってしまう俺だった。







　あとがき




　今夏はゴキブリが一匹も出ませんでした。奇跡ってあるんだね。

　というわけでこんにちは、辰たつ川かわ光みつ彦ひこです。




　今回の舞台は京きよう都と。古都でも変わらずいやらしい真しん一いち達一行……というと卑ひ猥わいですね。

　ようやく真一にも少し変化が出てきたようで……。その辺りは本ほん編ぺんでお楽しみください。

　さて、京都が舞台ということで、実際に京都に行ってきました。

　過去に二年ほど住んでいたのですが、久しぶりに行くと随分と様よう子すが変わっていましたね。

　一番の大きな変化は、京都駅前のプラッツ近鉄。僕が京都を出る頃ころには閉店していたのですが、これが巨大なヨドバシカメラに変わっていました。あれにはびっくりしましたよ……。

　あとは京都のスーパー、フレスコ。ここの百円コロッケが百二十円カレーコロッケに変化していまして……。これはねえ……貧乏生活をしていると、二十円の差は大きいですよ。僕がいた頃に変わらないで良かった。プラッツ近鉄の地下で売っていた八十円大判焼きにもお世話になりましたが、もうアレにもお目に掛かることは出来ず……。

　五年も経てば変化するのは当たり前ですが、昔あったものが消えている……というのは、なんだか寂しいものですね。切なくなります。

　ただ、僕がよく行っていた四し条じよう通どおりの本屋は変わらない場所に立っていました。本屋にはそれぞれ独特の匂においがありますが、変わらぬ懐なつかしさを感じましたね。あそこで電でん撃げきｈｐの短編賞受賞者発表ページをチェックして、二次選考突破やらの欄らんに自分のペンネームがあったんです。初小説、初投稿だったので嬉うれしくて小さく飛とび跳はねた覚えがあります。

　昔の感覚を思い出せた気がしました。古巣に戻るのはいいものです。

　ただ、ですね……。京都はやっぱり時間と気持ちに余裕が無いと楽しめないようです。仕事を意い識しきして行くと、お寺やら神社やらもただの大きい建物でしかないなあ……と。

　京都は雰囲気を楽しむ町。旅行に行く方は、余裕のあるスケジュールを組んで、行く場所を出来るだけ絞るのがいいですよ。のんびりがいい、のんびり～。




　さて、話はがらりと変わりますが、ボクシング世界戦、西にし岡おか利とし晃あき対ラファエル・マルケス。

　凄すごい時代になった、と思います。日本の選手が聖地ラスベガスでのメインで防衛戦、そして相手は世界的なビッグネーム、マルケス弟……。しかも十分すぎるほど勝しよう機きがある。

　西岡チャンプは凄い人なんですね。天才と呼ばれながらも大きな挫ざ折せつを何度も経けい験けん、それでも自分を諦あきらめずに世界王者に君臨。メキシコにて世界的強豪ジョニーゴンザレスを撃げき破は、英国の技巧派レンドールムンローを圧倒するなど、六度の防衛に成功し、安定政権を築いている。

　何より西岡チャンプの素す晴ばらしい所は、三十代半ばという、ボクサーとしては決して若くない年ねん齢れいで一戦一戦成長しているという点です。他ほかの仕事をしている人も、そのくらいの年齢になれば手抜きを覚える頃ころでしょう。……が、西にし岡おかチャンプは妥協しない。強くなると宣言して、実際に強くなっている。有言実行、結果を出し続けています。最近はボクサー年齢も上がってきたとはいえ、三十代半ばで『強さを保つ』ではなく『成長を続ける』選手は少ないです。

　鋼鉄の意志を持っているのでしょう。別の仕事をしていても、西岡選手から学ぶことは多いです。やはり口だけでなく、行動で全すべてを語るスポーツ選手は素す晴ばらしい！

　何があっても自分を諦あきらめないこと。自信を持つこと。

　これらの大切さは、西岡選手が体現しています。

　今作が出る頃には、もう試合結果は出ているでしょう。強打対強打、ベテラン対ベテラン。

　ファンとしてはやはり、勝利していて欲しいですね……。もし次にまたベガスで試合があるとすれば、その時こそはパスポート持って観かん戦せんに行こう。海外怖こわいけどきっと行くぞ！




　担当の和わ田だ様、土つち屋や様。お世話になっております。今後ともよろしくお願ねがいいたします。

　イラストの七ななさん、素す敵てきなイラストをありがとうございます。月つき達もみんな可愛かわいいですが、特に七さんの描くひみこが愛らしくてたまりません。ひみこ可愛いなあもう。




　それでは、また次巻でお会い出来ることを願って。失礼いたします。


辰たつ川かわ光みつ彦ひこ
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

ついに冷蔵庫がミツビシに進化しました。これでようやく健康的な生活が出来そうです。……前の冷蔵庫？　あれは冷蔵庫という名の物置でして、今は……腐ったマヨネーズやパーツの足りないクイックルワイパーなどか入ってるみたいです。
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七なな

学生時代を京都で過ごしてたのに全然観光名所を巡ってなかった僕ですが描き始める前に関西へ行く機会があったので、改めて京都へ取材旅行に行って来ました！　貴船神社の奥宮からバス停に戻ってきたら、最終便が終わってた時の絶望感が堪りませんでした。
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官かん能のう小しょう説せつを書かく女おんなの子こはキライですか？⑤








辰たつ川かわ光みつ彦ひこ
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